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『墾聲』第8号　2000年9月

中央研究院歴史語言研究所傅斯年図書館所蔵の

　　　「石印鼓詞」について
　　　　　　　　「石印鼓詞」と「童子戯」

大塚秀高

　前書

　台北の中央研究院歴史語言研究所（以下では史語所と称する）附属傅斯年図書館

所蔵の曲本についてはかつて調査にもとづき論じたことがあるが（1）、その調査

の際、気になっていながら時間の関係で本格的な調査をなしえなかったものに、

いわゆる「石印鼓詞」がある。この「石印鼓詞」の調査を目的に「上海刊行の

「石印鼓詞」と小説、宗教儀礼・宗教演劇のかかわりに関する研究」の題目で科

学研究費を申請したところ、採択され補助金の交付を受けた．調査対象の史語所

所蔵の「石印鼓詞」全般に亙る目録と札記についてはr埼玉大学紀要教養学部』

に分載したので（2）、以下ではその知見にもとづき、r石印鼓詞」の本質ならび

にその出版にかかわった上海の書騨の活動について論じてみたい。

　史語所所蔵の曲本全般を分類著録する試みはこれまで数度試みられたようだ

が、いずれの成果もいまだに公刊はされていない．しかしその最後のものに附さ

れた符号により閲覧請求がなされているのであるから、これが現時点における決

定版とみてよかろう．それは、かつて史語所の所長であった屈万里氏からの委嘱

のもと、吟仏燕京社の資助をえて、現台湾大学教授の曽永義氏が、民国六十二年

より「分類編目中研院史語所所蔵俗曲文学資料小組」を組織し作成した「中研院

史語所蔵俗曲総目（以下では『総目』と称する）」にもとづき、陳芳英・林英津・

湯蔓媛三女史が整理した「中央研究院所蔵俗曲目録類編（同じくr類編』と称す

る）」である。以下ではこの二つの目録一r総目』とr類編』一にもとづき

議論を進めたい。

　r類編』は二十冊の手抄本からなっており、その第八分冊が鼓詞で、鉛印鼓詞

GH、木刻鼓詞GM、石印鼓詞G　S、北唐伝鼓詞G　Pの四部分により構成されて

いる。GSはもちろん鼓詞石印g道c奮h幼nの略号である。GSには1～178の子

番号がつき、178種の鼓詞が10函に収められている。もっともこの178と

いう種数には問題がないわけではない（その点については後述）。　『総目』は
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r戴、鼓詞之属」のr一、説唱鼓詞（一）」に鉛印鼓詞GH、　r戴、説唱鼓詞

（二）」に石印鼓詞G　S相当部分を著録するが、木刻鼓詞GM、北唐伝鼓詞GP相

当部分については著録しない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かふせい
　鼓詞とは明・清時に北方で流行した曲芸の一種で、質晃西のr木皮散人鼓詞』

が著名であり、元・明間に流行した詞話ないしその系統の説唱文学の後喬とされ

る。筆者が今回調査の対象としたr石印鼓詞」はそうした鼓詞の石印本との理由

でG　Sに分類著録されたはずなのだが、この分類には当初から問題があった．そ㌘

もそも文字化された作品からそのもとづく曲芸を特定することは中国人にとって

も容易なことではなかった．文字化されたテクストにいずれの曲芸にもとづくも

のかが明示してあれば、分類著録の根拠となりうる。だがr石印鼓詞」に分類著

録された作品には、それが鼓詞であることを明示する文字はなかった。それゆえ

それを唯一特定の曲芸にもとづく作品と断ずるには、しかるべき論証の過程が必

要であった。しかるにr石印鼓詞」におけるこの過程にはいささか問題があっ
た。

　r類編』がもとづくr総目』の説唱部分の分類は、宝巻をのぞき、現政治大学

教授の陳錦釧氏（当時政大中研所博士班研究生）によってなされたが（3）、その

いくつかに陳氏のものとおぼしき分類説明が附されている。以下でそのr説唱鼓

詞（一）、説唱鼓詞（二）」に附されたものを紹介しておこう。

　史語所所蔵の鼓詞につき、分類説明はまず抄本、刻本、鉛印本、石印本に分
　　　　　　ママ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ

け、　「重要及完婆的鼓詞已整理上架、剰下的均是複本或次要与不完婆的」とする

前二者については説明を省き、専ら後二者について論ずる．その集計によれば、

鉛印本の鼓詞は89冊84種にのぼるが、封面のr上海城内露香園街春華里第五

号大新書局」の文字と、巻末所載の民国二十三年刊行r大新書局出版鼓詞書目」

96種から、いずれも上海大新書局より民国二十三年に出版されたものとする

（著録84種のすべてがこの96種に含まれるという）。分類説明がr説唱鼓詞

（・一）」に分類した作品を鼓詞とみた根拠はr大新書局出版鼓詞書目」にあったの

である。

　ひるがえって本稿が対象とする石印本の鼓詞であるが、分類説明はおよそ以下

のごとく論ずる。石印鼓詞は180冊、重複したものを省けばr約120種」と

なる。このうち上海椿蔭書局出版のもの（20×13．5cm）が111種、上海協

成書局出版のもの（19×14cm、上図下文、図5×10cm）が29種にのぼ
る．このうち「純唱」のものが68種、　r有説有唱」のものが52種であって、
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唱の部分はr以七言句為主並有償十字句」としたうえ、趙景深氏のr弾詞研究』

に著録される作品の大部分は上記の「説唱鼓詞（一）」に属する上海大新書局出版

の鉛印鼓詞であ（るから、そもそも分類が誤ってい）るのだが、後人はそれと同

題の作品がこの「説唱鼓詞（二）」著録の椿蔭書局や協成書局出版のものにも存す

ることを根拠にそれらについても弾詞とみたが、本文中にr男正鼓板喝正書」ま

たはr且把鑓鼓収噌棒、在会人等説興旺」とある点に鑑み、鼓詞とみるべきだと

する。

　筆者はいまだに趙景深氏の『弾詞研究』を見ていないから、分類説明の趙景深

批判の当否については態度を留保せざるをえない．だが「大新書局出版鼓詞書

目」を否定し、そこに著録される作品をあえて弾詞と認定するには、これと別の

資料による納得のゆく論証が必要であって、同題の作品が存するといった根拠に

もならぬ根拠により、上海の椿蔭書局ないし協成書局から出版された問題の作品

群を弾詞とみる「後人」の見方には到底同意出来ない。とはいえ後にr類編』の

r石印鼓詞」となる『総目』の「説唱鼓詞（二）」の分類、なかんずくそれを鼓詞

とする根拠もいささか薄弱なようにみえる。『総目』の「説唱鼓詞（二）」の分類

はいかにも便宜に従ったものであって、椿蔭書局出版の石印本ならびにこれと同

題・同内容・同形式の石印本を一括して著録したとの印象を到底払拭出来ないか

らである。　「大新書局出版鼓詞書目」のごとき根拠があれば別だが、そもそも同

一書騨から刊行された一見同形式の作品だからといって同一の曲芸にもとづく作

品と断ずることは出来まい．G　Sに分類著録される作品にっいても複数の曲芸に

淵源する可能性を念頭におく必要があるのである。　「石印鼓詞」のいくつかには

鼓板あるいは鋸鼓といった鼓詞を連想させる言葉が見える。だが鼓板や鍵鼓の使

用はそれが鼓詞であることの証明とはなるまい。むしろ分類説明が複数の作品に

その存在を指摘する、語りの場に神を降ろしているらしく見える部分に着目し、

それがいかなる曲芸（宗教儀礼・宗教演劇を含む）に淵源するものかを平心に

探ってゆく必要があろう．

　一　　「石印鼓詞」の総種数

　史語所所蔵の「石印鼓詞」につき検討するにあたり、まず明らかにせねばなら

ないのが、分類説明が「約120種」としたその総種数である。だがこれが意外

に難しい．r類編』はr石印鼓詞」の総冊数を178とするが、この数字には同

版・異版の複本が含まれている。総冊数から複本の数を引けば総種数になるはず
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だが、それがそうでもない。冊数認定の基準があいまいで、上下冊合訂されたも

のを一冊と数えるのみならず、正続作を合訂したものまで一冊と数える例がある

からである。　r珍珠塔』とr後珍珠塔』に例を取ろう。目録作成時に合訂されて

いた椿蔭書荘発行のものには一括して136の番号が付与されたが、合訂されてい

なかった協成書局発行のものには61と137の異なる番号が与えられた（総種数の

問題に直接関わらないが、異なる書雛から発行された正続作が合訂され、同一番

号を与えられている例もある。同じく78の番号が与えられているr梁山伯』は上

海椿蔭書荘発行だったが、これと合訂されたr後梁山伯』は上海美術書局発行の’

ものであった）。四部連作のr下南唐』が合訂されていなかったため、巻ごとに

別の番号が与えられた例もある．しかくr類編』の番号は整理時の状況を映した

便宜的なものであった。以下においては、同一書犀の出版と否とに関わらず、正

続ないし連作の関係にある作品群はすべて一種と数えることにした。他方、同一

冊中に複数の、正続ないし連作の関係にない作品が収められている場合一たと

えば81のr石印鼓詞」にはr郭三娘』とr鴬寄孝母濫の二作品が収められている

一においては、それぞれを別種とみることにした。

　以上の原則にもとづき数えたr石印鼓詞」の種数は【表一】の115である。

　このうち椿蔭書荘（ないし椿蔭書局．椿蔭書荘とするものの方が多いので、区

別する必要がある場合をのぞき、以下では椿蔭書荘と称する）出版のものは10

3種、およそ九割にのぼる．これに次ぐのが協成書局出版の作品で、疑問のある’

2種一r天門陣』とr孝灯記』＿を除外しても30種にのぼる。このうち2

7種は椿蔭書荘出版のものと同作品の異版である．すなわち、上記両書騨のいず

れかまたは双方から刊行された作品は106種、これ以外の書犀から発行された

（ないし発行された可能性のある）作品は9種一r小西唐』　r月明楼』　r重婚

配』　r綜鷺記』　r遊地府』　r韓湘子』　r双銀記』r包公斬国舅』ならびに上記の

『天門陣』一に過ぎないのである。

　二　　『石印鼓詞』を刊行した書騨

　椿蔭書荘は上海の間北新民路七百五十一号にあった。その刊行になる「石印鼓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ詞」の多くは巻頭に絵図一面を掲げる．図にはr潤身輻題j　r陳書」　r孟秋之月

陳徳題」　r潤題」　r潤書」　r陳題」などの文字が見え、　r陳徳」の印が捺される

ものもある。絵図の制作を請け負った画家の名号とみてよかろう。巻末には裏表

紙としてさまざまな書物の表紙・残葉が使われている。　r新中華OO課本教授
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書」ないしは「新中華△△課本」を称する教科書・教授書が大半だが、これを

もって椿蔭書荘を教科書の出版も手懸ける書犀だったとみなすわけにはゆくま

い。他書騨のものと明らかな書物の表紙や残葉も使用されているからである．た

とえばr九郎官借馬』の巻末には上海時環書局刊行のr男女適用新体白話童子写

信必読』上冊の表紙が用いられている（ただし『魏五郎遊地府』に使われたr男

女適用新体白話童子写信必読』上冊の表紙は「上海文学書局出版」を称する。な

おこのr童子写信必読』上冊の残葉は『張四姐闇東京』にも使われている）。後

述するごとく、同様の状況は協成書局刊行の「石印鼓詞」にも存在する。

　r昇仙伝』r梁山伯』　r魏五郎遊地府』などに見える巻末広告によれば、椿蔭

書荘は各種唱本を刊行していた．以下には『梁山伯』とr魏五郎遊地府』の巻末

広告を引こう。

本荘最新出版各種大唱小説共有百数十種，及京戯図考亦有数十餓種之多，実

因名目繁多，不及備載。如蒙恵顧，無任歓迎。本荘主人謹白。

本局精印各種唱本，字句校正無乱，書法清晰，名家絵図，都一百六十餓種，

取価低廉，砥収工本，個蒙採嫌，無任歓迎。

本局各種京戯図考百種，或採名伶脚本，或用留声原音，板眼転調，無不詳

細，一目了然，顧曲諸君，宜各人手一編。

　椿蔭書荘の活動開始時期は定かでないが、以上に鑑み民国以後にも活動してい

たことは明らかで、　『三笑姻縁』のごとく本文中に「民国初開万物新、五族共和

各文明」をいうものもあった。

　協成書局は同じ上海間北の蒙古路北公益里にあった。山海関路にあった元昌印

書館五彩印刷所で五彩印刷された表紙と、上図下文（連環挿図）をその特徴とす

る。図にはまま「縷雲画社作」の文字が見られ、その制作になるものと知れる。

縷雲画社は協成書局と組み、　『言文対照児童尺順』の巻上を刊行している．巻末

には椿蔭書荘と同じく教科書・教授書の残葉が使用される例が多い。

　なお教科書・教授書の残葉は出版書騨不明の「石印鼓詞」の巻末にも使用され

ている．先に協成書局の刊物かと疑った上図下文の『天門陣』の巻末には『新中

華算術課本教授書小学高級第一冊』の残葉が、同じ上図下文のr薬茶記』の巻末

にはr絵図千字文』の表紙が使われていた。
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　協成書局刊行の「石印鼓詞」の巻末には、教科書・教授書の残葉以外にも興味

深いものが見られる。　r小祭祖』には民国八年春二月上海文益書局印行の『中西

絵図益幼雑字』の表紙が、　r秦雪梅弔孝』上巻には1931年に上海大東書局から

刊行された周撲標点になるr論衡』の表紙が使用されており、協成書局が「石印

鼓詞」を刊行したおよその時期を推知させる。なお協成書局と文益書局の間には

特殊な関係があったとおぼしく、　r買嫁粧』と『十二寡婦征西』にはともに文益

書局から刊行された『絵図百家姓読本』とr絵図歴史三字経読本』の表紙が使わ

れ、　『合同記』には『違警罰法詳解』の残葉が使われている。

　協成書局の出版活動については、　r牙痕記』下巻末の「上海協成書局批発」書

目と『双花記』巻末の広告により、そのおおよそが推知される。’以下に両者を引

いておこう。

通俗教育連環画図類　岳飛精忠伝　年贋発征西　蕎堂相会　楚覇王出世

狸猫換太子　黄九齢　九花娘　孫寵七国志　児女濃情伝　小金龍

尚武拳術小説類　前平陽伝　続平陽伝十三剣客　江湖飛行侠　太湖剣侠

図画大唱目録附後

本局出版図書大唱，精益求精．不日画図宝巻出版，内容更精美非常，絵図精

工，価廉物美．　総発行所上海蒙古路北公益里内協成書局．

　樫記書局は椿蔭・協成両書騨に次ぎr石印鼓詞」を刊行した書騨で、上海の錫

金公所西首松成里二衡にあった。　r中国俗曲総目稿』（中央研究院歴史語言研究

所、1932．5）に「石印鼓詞」とおぼしき、墜記書局の作品が複数著録されてい

る。　『韓湘子』上巻の表紙にr友□写」、下巻の表紙に「月樵画」とあるから、

この二人（ないし一人）に絵図の制作を依頼していたらしい．錫金公所は間北の

新彊路に面する。

　椀蔭山房は上海新粒坂橋直北華界川虹路均済里にあった。　r石印鼓詞」に著録

される作品こそr黄氏女』ただ一つだが、同種の作品が複数石印本ならびに鉛印

本として刊行されている（後述）。鉛印本の刊行は石印本のそれにやや遅れよ

う．　r黄氏女』の初版刊行時期は図中のr時民国二年季夏□」から明らかで、椀

蔭山房の活動時期についても清末から民国にかけてとみなせる（r黄氏女』は椿

蔭書荘からも刊行された）。新拉坂橋は蘇州河に架かる西蔵路橋のことで、すぐ
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下流には老粒坂橋（漸江路橋）が架かっていた。1924年の完成といい（4）、椀蔭山

房の活動時期を知る目安になるとみられる。なおr黄氏女』の巻末にはr椀蔭山

房出版京調図考」の広告が見える。また梶蔭山房栄記書荘（5）はその分店とみら

れる。

　劉徳記書局は上海の海寧路裕露里にあり、椿蔭書局が刊行したr紅風伝』、協

成書局が刊行したr劉貴成』のほか、　『包公斬国舅』を独自に刊行した。海寧路

も聞北にあったから、以上に述べた五書離はいずれも聞北の相互に至近な場所に

あったことになる。

　美術書局についても上海にあったことが知られるが、その所在地はわからな

い。椿蔭書荘刊行の『梁山伯』と合訂されたr後梁山伯』を刊行しており、表紙

などの類似から椿蔭書荘との関係が推察される。

　大成書局も上海の書犀だが、所在地は明らかでない。独自の刊物たる『双銀

記』のみが著録されるが、『中国俗曲総目稿』に『黄氏女』が著録されており、

「石印鼓詞」を刊行する書騨だったことは明らかである。

　以上が上海の書騨であるが、　「石印鼓詞」は上海の書騨だけが刊行したわけで

はなかった。民益書局は漢口にあり、学古堂は北京にあった（ただし学古堂は

「石印鼓詞」出版書騨ではあるまい。後述）。

　民益書局は2種の「石印鼓詞」一いずれも協成書局が刊行したr烏金記』と

r秦雪梅弔孝』一を刊行したことで知られる。このうち後者にはr常識画習字

帖』の残葉が使われた。

　学古堂は唯一『月明楼』を刊行している。『月明楼』は上記いずれの書騨から

も刊行されておらず、体例も一見して他の「石印鼓詞」とは異なる。分類説明は

『月明楼』に見える「男正鼓板唱正書」の文言により、これのみならず、これを

含むすべての作品を「石印鼓詞」とみた。この考証の過程には問題があるといわ

ざるをえない。むしろ『月明楼』はいわゆる「石印鼓詞」の大部分と異なる曲芸

に淵源する作品とみるべきであろう．

　なお最後に一冊十数頁からなる「石印鼓詞」の書価だが、　『下関西』に「定価

銅元四枚」の文字があり、およそその程度と推知される．

三会、壇、櫨
　分類説明が「石印鼓詞」を鼓詞と認定する根拠となった鼓板、鍵鼓のうち、鐸

鼓は『魏五郎遊地府』の末尾に見える。
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古人言語説得好　聖人良言道得真　粗布衣来菜飯飽　陰曹不到此地方

寒沐地獄投過表　五郎打馬到金堂　且把鐸鼓収一棒　在会人等総興旺

　地獄を経巡った主人公魏五郎が馬で金堂に到着した．しばらく鋸鼓を打ち鳴ら

すのを止めましよう。同席（在会）の皆様はご壮健で．以上が後半のおおよその

意味であろう。しからばこの「会」はどのような組織なのか。幸いr魏五郎遊地

府』の巻頭にそれをうかがわせる部分がある。以下にそれを引いておきたい。

請得上界赴壇場　会首点燭把香装　拝神三脆九叩首　中界五郎進表章

　上界（の神）に壇場に赴いてもらい、　r会首」は燭を点し香を持ち、神に三脆九

叩頭の礼をし、中界は魏五郎が招請状（表章）を進呈するというのであろう。また

以下のごとき文言もある。

為人総有十二老　出在古書人人愁　孤児墳上投過表　還代会首発関文

前文所説不必表　打鐸先生味我言　……

　ここから魏五郎が地獄を経巡るのはr会首」になりかわってであることがわか

る一方、語り手が鋸鼓の演奏者（打鋸先生）と掛け合いでストーリーを進めてゆく’

ことが明らかになろう。　r魏五郎遊地府』以外で「会」に言及する「石印鼓詞」

には『譜香女』『干龍江伸冤記』r李栄春僧鮭記』がある。まず『謂香女』末尾

の例を引こう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

好心自有天知道　見賢良要学賢良　課香栽瓜一小段　万古留伝姓名香

脱了凡胎成正果　封為龍女在上方　会首若還不肯信　観音勇辺去張張

一来請休作古幟　看会人等総安康

　ここで語り手はr会首」に向かい、もしもここまで自分が語ってきたr讃香

女』が信じられないなら、観音のそばに見にいってほしいといっている。おそら

く諄香女の像がいずこの寺廟にも飾られていたに相違ない（ちなみに「看会人等

総安康」は先の「在会人等総興旺」などとともに締め括りの決まり文句だったら
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しい）。

　続いてr干龍江伸冤記』の例を引こう。 これも巻末に見える．

編成一本福禄寿　万歳標名留世上

在会人等添福禄　看会人等福寿長

仙花鮮果玉案上　酒添再献奉賢良

今日喜慶龍門会

天官賜福早降生

果報元私分善悪

天官賜福降禎祥

花台卓上収銭狼

請公注意看瑞祥

　ここからも語り手が「会」でこの『干龍江伸冤記』を語ったこと、そこには花

台卓や玉案があり、銭根、仙花鮮果、酒などが並べられていたことがわかる。

　最後に『李栄春僧鞍記』末尾の例を引こう．

串成一本僧軽記　英和伝流到如今

四十五回従頭査　査到淳娘李栄春

賢良当壇留好俄　在此男女福寿増

在壇会首休不信

非怪世人言称過

擾開英烈看分明

会首請神点香燭

　これにより、語り手たる演者を呼ぶ組織が「会」であり、　r会」は男女の会員

からなり、演者を呼ぶ目的は長寿・健康などにあることがわかる。のみならず語

りの場を「壇」といったこともわかる。それゆえ以下では「壇」について考えて

みたい，

　r壇」に言及する「石印鼓詞」は『李栄春僧鮭記』以外にも複数存在する。こ

のうち「会」が見える作品が『讃香女』　『魏五郎遊地府』、　「会」の見えない作

品が『九郎官借馬』『九郎官請神』である．

　r魏五郎遊地府』の例はすでに引いたから、ここではr謂香女』の例を引こ

う。ただし以下に引用する巻頭部分にr会」は見えない。

香在燧中燭在台

女子看花増福寿

麟麟看花送来子

漸江省裏杭州府

精神安坐雨花台

男子看花歩金階

鳳鳳看花帯宝来

仁和県裏小課庄

神仙看花微微笑

老年看花身康健

在壇男女帰坐位

凡人看花楽開懐

少年看花智識開

聴表龍女下天台

　どうやらr壇」とはこのr謂香女』が語られ（ないし演ぜられ）た場であるら

しい。
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　次にr九郎官請神』r九郎官借馬』の例を引こう。九郎官とは魏徴の九男栄の

ことで、『九郎官請神』のあらすじは以下の通りである。唐太宗は皇后が病気と

なったおり仙童を夢見、その言葉にしたがい、魏徴に上天にゆき天神を連れてく

るよう命ずる。老齢を理由にこれを拒んだ魏徴を逆恨みし、太宗は魏徴を捕らえ

斬首しようとする．塾で勉学に励むおり不吉な予感にとらわれ帰宅した九郎は、

徐茂公の諌言により斬首を免れた父が入牢中と聞き、父にかわって上天にゆくこ

とを申し出て、火に焼かれて死ぬ。　『九郎官借馬』は「九郎官借馬借鞍借鞭全

本」とするのが正しく、火に焼かれ神となった九郎が東洋大海にゆき龍王から

馬・鞍・鞭を借りるというものであった。以上の順にそれぞれの冒頭部分を引こ

う。

上得壇来把香拮　奉請天神到壇前　開壇就請開壇将　潔壇就請潔壇神

壇前打掃多潔浄　弟子塵誠把香焚　一住真香入燈内　香童排攣請尊神

若問尊神家何慮　家住長安錦繍城　……

上得壇来笑微微　燭上銀台酒満杯　葦菜供品般般有　鮮花鮮果色色斉

真香一住入燈内　拝請魏家九老爺　金殿領了皇聖旨　要到東海借馬騎

　かくて「壇」では香が櫨で薫かれ燭が台で点されていたこと、董菜供品・鮮花

鮮果が供えられていたことがわかる。おそらくもうもうたる煙とむせかえるよう

な匂い、かがやく光と鍵鼓の喧しい音の中、香童が準備した攣輿にごこのたびの

r会」で語られ（ないしは演じられ）た「石印鼓詞」の主人公たる「尊神」が降

凡したことがわかる。語り手ないし演じ手は「尊神」いますがごとく、それにな

りかわるなり扮するなりして物語を進めていったのであろう。ちなみに冒頭ない

し末尾に燧ないし炉の文字の見える作品は30種の多きにのぼる．

　四　民間芸能の場としての壇

　「石印鼓詞」に見える「壇」とはいかなるものか．黄強のr壇ど民間芸能の上

演の場所」（6）によれば、　「中国では「壇」という言葉で民問芸能の上演場所を

呼ぶ現象がかなり普遍的に見られる」という．まずはこれに先立つ問題提起の部

分を引こう。

一76一



　演劇の上演場所に関する研究は、これまで一般に有形の建築物である「舞

台」にしか注目してこなかった。成熟した演劇はたしかに固定された「舞

台」建築の上で上演されるのであるが、宗教的祭祀儀礼と密接に結びついた

民間芸能は、むしろ固定された「舞台」建築の上で上演されるものではな

い．野外の広場、山間の空き地、住居の居間、寺院の本殿なども、一定の飾

り付けをすれば上演場所とすることが可能なのである。ここで最も注意しな

ければならないのは「一定の飾り付け」という問題である。民間芸能では、

何らかの「一定の飾り付け」をしなければ上演の場所となり得ないのであっ

て、この問題を明らかにせずに民間芸能の上演場所の本質を真に理解するこ

とはできまい。

かくて黄強は壇という言葉で上演場所を呼ぶ民間芸能を列挙する．

　例えば中国西南部の貴州省、四川省、湖南省地区で広く見られる灘堂戯で

は、その上演場所は「灘壇」と呼ばれる。また中国東部の江蘇省で広く見ら

れる憧子戯でも、その上演場所を「壇」と呼ぶ。そのほか、山西省曲沃県任

荘の扇鼓灘戯の上演場所もr八卦壇」と呼ばれる。更に、民間芸能の中には

直接r壇」という名をつけているものもある．例えば、四川、貴州一帯で広

く見られるr慶壇」がある。また先にあげた灘堂戯は、場所によっては人々

の間で「灘壇戯」とも呼ばれている。

　では「石印鼓詞」の「壇」はいかなる民間芸能の上演場所を示すものであった

のか。その根拠については後述するが、筆者はそれを憧子戯のそれとみている。

童子戯（同一論文中にもかかわらず表記が異なる．以下引用では原文によるが、

地の文では童子戯と表記する。なお巫人が自らを童子と称するのは南通のある江

蘇省に限ったことではないようだが、童子戯の名は現在ほぼ江蘇省の灘戯の意味

で用いられているとおぼしく、以下もこれによる）の「壇」につき黄強は以下の

ごとく論ずる．

　童子戯の「壇」は、一般的には民家の客間の中に作られるが、野外の広い

ところ、例えば海辺、川べりなどに作られることもある．最近の数年間に二
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度、南通県で童子戯を見た．一度は南通県興仁鎮の川べりの広場で（一九八

九年十二月十八日から二十日の三日間上演）、もう一度は県城の広い屋内で

あった←一九九〇年十月三日から五日のこれも三日間の上演）．童子戯の

「壇」は、正面は神榜で、そこにはたくさんの神の名前と絵が描かれてい

る。神榜の先端には紙を束ねて作った一匹の大きな馬が立っている．神榜の

まわりには紙を束ねて作ったたくさんの神人や馬が立っている。空間には紙

を切りぬいた神像などがぶら下げ七ある．注目されるのは、「壇」の正面

に、このほかに太い線香を束ねて作ったr山」が置かれていることである。’

この「山」の周囲には、紙で作ったたくさんの人が置かれ、お供えが供えて

ある。この「山」も恐らくr宇宙山」の特性を備えているのであろう．

「壇」の前方には更に神幡が立てられている。この神幡は、灘堂戯の「灘

壇」の正面の入り口の両側に立てられている三角形の旗と同じように、神の

光臨を迎えるという役割を持っている。童子戯の「壇」も、人と神霊が交わ

るr神聖な空間」であることは間違いない。

　黄強の香山即宇宙山説の当否については判断を差し控えざるをえないが、この

香山と「石印鼓詞」に見える煽中の香とは別物に相違ない。なお黄氏のいう一九

九〇年十月三日から五日にかけての童子戯については田仲一成氏に詳しい調査報

告がある（7）。

五童子戯と壇
　曹琳の「江海平原上的古灘餓風　南通童子祭祀活動概覧」（以下A論文と呼ぶ）

によれば（8）、南通の童子戯は神壇でおこなわれ、神壇は「農舎堂屋」の中に作

られる場合が多いが、江灘海除にも設けられ、壇門とも洪山堂とも呼ばれるとい

う．壇神は東嶽泰山天斉仁聖大帝黄飛虎といい、神壇は壇門掛錬と総称される神

軸、大字、疏、五路神医、十二古医、榜文、神符などで色とりどりに飾り立てら

れる。壇門外にはハリボテの青鶯と百脚旗からなる神幡が高々と掲げられた．百

脚旗は引幡、龍旗ともいわれ、形状が百足に似るゆえこう呼ばれるとされるが、

その実南方方言で百脚の脚は駕の譜音、青鷺の鷺は攣駕の攣と通仮であって、神

幡はr迎攣接駕」の意を表わすものという。

　南通童子の祭祀活動は大きく二っに分かれる。大規模でほぼ定期的に行なわれ

る童子倣会と臨時・個人的な色彩が濃く、上童子とも呼ばれる童子上聖がそれで
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ある。童子倣会と童子上聖とに関わらず、南通童子の祭祀演唱形式は内表、外

表、文童子坐唱、武童子倣外場、童子勧に分かれる。

　内表は坐捻とも呼ばれる。表は童子の請神文で、病人にかわって各界の神仙に

光臨を求めるものであって、三表五聖、五表七聖、九表十三聖に分かれる。内表

は神壇の前で童子一人が存立して盆鼓ないし聖鈴を敲きつつ主唱し、これを取り

囲むその他の童子が木魚、鐸、鍼などで伴唱しつつ執り行われる。外表は神壇に

近接した屋外の広場で表演されるもので、説と唱が入り交じり、歌いつ舞いつし

ながら行なわれるという．文童子坐唱は神壇附近の空き地を囲って場とし（圏地

作場）、八仙卓を集めて小舞台をこしらえ、机ひとつと椅子二脚を用意し、二人

の童子が上下首に分かれて坐り、上首が鼓を撃ち、下首が鋸を敲き、十三本半と

呼ばれる巫書を唱表するという（巫書については後述）．案ずるにこの下首が打

鐸先生に相違ない．武童子坐（倣）外場は広場で雑技、魔術、気功、武術などの雑

技をしてみせるもの、童子勧は人々に悪を棄て善に従い、修行して徳を積むよう

童子が勧世文書を表演するものといい、童子が鬼門道を出入し、舞台の上で勧世

文を表演することから出台とも呼ばれるという。

　案ずるに「石印鼓詞」は文童子坐唱において唱表される十三本半と呼ばれる巫

書を含む、伝来の南通童子戯の抄本が、民国初期に椿蔭書荘（局）などの上海の書

騨により石印出版されたものを含むに相違ない。その根拠については節を改めて

論ずることにするが、先立って同じ江蘇省海州の童子戯についてもみておく必要

があろう。

　六　童子戯と「童子戯」

　童子戯は江蘇省南通県のみならず、通州市、かつての海州1現在の連雲港市に
　　ヤも存す1。連雲港市の童子戯については朱秋華に「海州憧子戯的灘儀及其他」があ

り（g）孕焼猪と総称される海州の童子戯の演出形式が紹介されている。

　鋪壇から始まるその活動は、開壇、献猪、請亡、踪箔子、安坐、過橋、欣刀、

升文、送聖からなるという。鋪壇は裏壇、腰壇、外壇からなる壇を鋪陳する準備

作業をさす．裏壇は喜主と呼ばれる酬願戸主の家のr内山將上」に設けられる．

部屋の角から角へ×の字に縄が張り巡らされ、そこに焼猪吊子と呼ばれる三角形

の色とりどりの旗や字謎などが掛け巡らされる。摘上には仙符神像を掛ける．第

一列が玉皇大帝、第二列が羅僧と蓑衣老祖、第三列が黄河仏祖、都天大帝と青峯

廟道場楊二郎という．神像の両側には上聯が「由周朝聖人祈祷」、下聯が「至唐
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氏太宗求神」からなる神門と呼ばれる対聯が貼られる。神門の両側には十二本の

勇紙の銀樹が掛けられ、神像の下のテーブルには香炉や燭台、各種の供物が並べ

られる（搦満香櫨燭台及各色供果）。部屋の中央には腰壇が設けられ、香机の上

に上界天官八郎、中界太上九郎と下界霊官五郎の神位が置かれる．八郎について

は知見がないが、九郎と五郎は魏九郎と魏五郎に相違ない。腰壇の神門には「天

　黄道を開き攣架を迎え、地　紅塵を掃き諸神を接す」の文字が記される．室外

に置かれた香机は外壇と呼ばれ、当地の城陛、劉老先鋒、福徳正神、値年太歳と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あつ火徳星君の神位が置かれ、神門にはr疽を駆い疫を逐い東作を秦む、福を降し災一

を消し西成を課す」の聯が貼られる。壇前には二本の長さ三丈ほどの竿が立てら

れ、紙を勢って作られr招神幡」と呼ばれる彩幡が掛けられた．以上海州童子戯

の鋪壇に関する記載を簡潔に紹介した．

　童子戯は一般的には二日、全村規模のものでは五日にも及び、祭祀活動の節目

には必ず賑やかな芝居が行なわれた。これすなわち本稿で論ぜんとするr童子

戯」である（広義の祭祀活動を含む童子戯と区別し、以下では括弧をつけ表記す

ることにしたい）。

　海州「童子戯」の演目は百近くあり、およそ二類に分けられるという。道教や

当地の民間伝説に発源し、　r童子戯」特有で、内容が「曲折離奇、荒誕不経」な

ものと、徽劇、京劇ないし地方の小戯から移植され敷術変化させられたもので、

前者にはr李迎春出家」　r楊小姐出嫁」　r洪山捉妖」　r魏九郎借馬」　r唐太宗坐

朝」　「九仙姑掲榜」などが、後者にはr下河東」　「劉全進瓜」　「挙獅観画」　「扮

河湾」　r薬茶記」　r双椀樹」　r天縁配」などがあるという。このうちr魏九郎借

馬』『八虎闘幽州〔下河東〕』　r劉全進瓜』　rT山征西〔扮河湾〕』　r薬茶記』

が「石印鼓詞」に見える．またr魏九郎借馬jが海州r童子戯」の必演劇目であ

ることが注目される。

　七　十三本半巫書

　ひるがえって南通の「童子戯」だが、先の曹琳の調査報告によれば、同じく二

類に分けられるという。一つは祭儀構成上不可欠な一種の宗教戯で、灘戯に分類

すべきもの。いま一つは祭儀中に挿入され、観客を喜ばせることを主目的とした

通俗劇である。前者に分類されるものには巫人の発蹟変泰の歴史を述べた十三本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ半と呼ばれる巫書一r闇荒j　r蓑樵裡渡j　r売卦斬龍」　「収疽斬挙」　「江流児

出世」　r唐僧取経」　r劉全進瓜」　r五岳嗣皇宮」　r魏九郎替父請神」　r魏九郎借
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馬闇東海」r魏九郎借鞍借鞭」r魏九郎遊地府」「唐王天子遊月宮」　r魏九郎請

星迷路（半本）」一これに次ぐr鄭三郎上西天」　r坐堂審替」　r担経入庫」、歌

舞戯r開門請神」　「打掃浄園」、楚漢の争いのおり劉邦を救け土地神に冊封され

た張士貴について語るr謝土封神」などがあるといい、後者としてr南通県戯劇

資料匿編」から41種をあげる（後述）．だが同じ曹琳の『江蘇省南通市閲東郷

公園村漢人的免災勝会』　（以下B書と呼ぶ）（10）やr蜆教伝人一南通童子胡錫

頭」（同じくC論文と呼ぶ）（11）に見える十三本半巫書は、これと題名や種類が

異なっている。鈴木陽一氏より複写を恵贈された内部出版の『十三部半巫書』

（南通市民間文学集成弁公室・南通市民問文芸家協会、1995．3）所収のものと合わせ

【表二】に示しておいた。

　しかく十三本（部）半巫書を構成する作品とその名が異なることになった所以と

しては、聞き取り調査した童子ごとにそれに対する見解が異なっており、なおか

っ需要に応じひとつの作品であっても分割して語られたり演ぜられることがあっ

たことと、研究がなお発展段階にあることがあげられよう。r十三部半巫書』の

巻頭を飾る楊問春・施漢如の「南通憧子“十三部半巫書”初探」は、曹琳を含む

十六名のこの問題に関する見解を一覧表の形で掲げた後、　r比照結果表明，至少

有十部書為各家（其中二位学者，男有十二位為南通地区著名的憧子〉所一致公認。

這就是《蓑樵擢渡》、《売卦斬龍》（含《唐王游地府》）、《劉全進瓜》、《唐僧出

世》（又名《陳子春》）、《唐僧取経》、《九郎替父請神》、《借馬》、《借鞍》、

《借鞭》、《五郎游地府》」とし、続けて「此外，還有一部書即《請星迷路》錐

稽有異議，却為多数人認定，亦可列入其中」とする。残る三部については、その

一として三箇条の理由をあげ《陽元請神》（又名《胞陽元》）をあて、　「尚余的両

部巫書較難確定」とするが、《収痙斬岳》と《闇荒》をとりあげ、それぞれにつ

きr不僅応該帰入“十三部半巫書”之列，而且対全書起着承先啓后、穿針引綾的

重要作用」、　「在《蓑樵瀧渡》和《売卦斬龍》之前，応該還有一個総的交代，宅

就是号称“半部書”的《闇荒》。　《闇荒》作為“十三部半巫書”的統領，不僅円

満解釈了以下十三個故事発生的背景和縁由，更喩示了現実生活里挙辮憧子“消災

勝会”的目的和原因，即穰解天災人禍，替人祈福納吉」とのべ、最後に駄目押し

の形で十三部半巫書の書目と順序を掲げており、その見解は明らかである（ちな

みに『十三部半巫書』所収の十四部の巫書の収録順序はこれによる）。案ずるに

《闇荒》と《唐王天子遊月宮》、　《収癖斬挙》と《五岳闇皇宮》は同づ作品とお

　　　　　　　　　　　　　　　　ヤちぼしく、筆者も下記するその見解に従いたい（12）．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　萄
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①闇荒（半部）　②嚢樵搦渡

③売卦斬龍（凡求雨只説《売卦》不説《斬龍》、北路憧子称《行雨》）

④陳子春（版本全名《陳子春被害龍宮招親》，又称《唐僧出世》）

⑤唐僧取経・⑥劉全進瓜（版本名《劉全進瓜借屍還魂》）

⑦収疽斬岳（異本為《斬五岳》、《五岳闇皇宮》）　⑧九郎替父（異本為《九郎請神》）

⑨九郎借馬闇東海　　⑩九郎借鞍　　⑪九郎借鞭　　⑫請星迷路

⑬陽元請神（又名《飽陽元》）　⑭五郎遊地府（又名《翻関》）

　ここで注目されるのが、その過半を越える7種（後述のごとく実質的には9

種）の作品が「石印鼓詞」に収められている点、ならびにr西遊記』関係の作品

が5種の多きにのぼる点である。後者については別稿で論ずることとして、ここ

では前者につきひとまず確認しておきたい。上掲④と『陳子春』、③とr斬老

龍』、②と『衰樵揺渡』、⑥とr劉全進瓜』、⑨とr九郎官借馬』、⑧とr九郎

官請神』、⑭と『魏五郎遊地府』の関係がそれだが、『九郎官借馬』は既述のご

とく本文題を「改良九郎官借馬借鞍借鞭全本」とし、内容的には⑩と⑪を含んで

いる。

　八　通俗r童子戯』

　ひるがえってA論文において曹琳より通俗劇とされた上記41種であるが、B’

書では同一資料（r南通県戯曲資料匿編』所引の「童子戯劇目総表j）によりなが

ら、これより多い57種をあげている。そこでひとまずB書の57種をあげ、そ

の後にA論文の41種からこれと重複しない作品を補い、異名同種については統

合し注記することにした（ただし不確実な部分も残っている。角括弧はA論文と

B書で表記に相違があるもの、丸括弧は筆者の判断で誤字を正したもの、［］内

は筆者の補記）。

菟碗記　　翠花記　　双花記　　息盆記　　牙痕記　　升官記　　双釘』記

海洲記　　羅聖自記　　西遊記　’買（売）花記　　薬基記　　黒虎記

踏頭記　　　　日A百雪　　　　　　　　　　　玉畳記即自馬駄屍劉文英

　’オ　’艮　　　秦〔察〕金蓮尋夫　　趙五蟹去［即琵琶記］

奎三娘挨磨　　塞聾　　僧鮭記即奎鑑妻　　珍麹蓋　　孟麗君
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　灘会盤＋五貫鳳冠夢滴血珠鴛喬会

父子恨　　女鮒馬　　碧玉簑　　包公誤　　陳英売丞　　莚包記即劉塵私訪

二女争夫　　包公告状　　梁祝哀史　　沈査救母　　初工壷唐　　捷鳳撮北

張三送王　　　劉文龍求宜　　武〔伍〕迎春進宝　　鴛鴛湖　　天門．陸

蜜蛾冤　　花仙果　　鑑即血更　　九更（人）頭」

　四　　　’』　　四下河南　　孟姜女　　掌曹二　　烏金記

　かくて総計58の作品が南通の通俗「童子戯」の演目として明らかになったわ

薪薯，篇薯瀦碧磁諜鑑講1ま馨瓢些鰍1灘
所に蔵されぬ「孟姜女」も『孟姜女万里尋夫集』（上海出版公司、1955）に椀蔭山

房石印本によるテクストが『孟姜女尋夫巽倒万里長城貞節全伝』と題して収めら

れており（【参考書目①】を参照されたい）、海州r童子戯」の演目に見えかつ

縄灘纏縫孕調勢磐、魏難講婆も鷲繊
一に◎を附して示した）、先の十三本半巫書の9種（同様◎を附して示した）と
あわせれば姦種となるわけで、r石印鼓詞」全、、5種のほぼ4割1こなる．今

に伝わる「近百」の海州「童子戯」の演目のうち、朱秋華の前掲論文に見えるも

のはその7分の1ないし8分の1にとどまる。南通通俗r童子戯」の演目も上掲

58種にとどまるまいから、残る6割の「石印鼓詞」の中に通俗r童子戯」の演

目に由来する作品のさらなる存在を想定しても不当とはいえまい。筆者はとりあ

えずその候補として「壇」「会」「燧」などの文字のいずれかが見える作品をあ

げたい（同様Oを附した）．以下にその17種の名を筆者の附記とともにあげて

おこう。

下南唐（巻四に1金燈内把宝香焚j、巻一コに1香姻砂紗結祥雲iとある）

小祭祖（r大祭祖』は通俗r童子戯の演目）　分梧記　　孝灯記　　破肚記

郭三娘　　殺子報　　葛丁香　　趙天保　　劉金狗　　劉貴成　　課香女

目連救母　　呉漢三殺妻　　干龍江伸冤記　　劉状元得勝記

龍官保女大王

なおr童子戯」に由来する可能性をもった「石印鼓詞」には、史語所所蔵の1
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15種と既述のr孟姜女』のほか、椀蔭山房刊行でr董永沈香合集』に収められ

る『董永売身張七姐下凡織錦椀蔭記』が存在する（椿蔭書荘及び椀蔭山房から刊

行された石印ないし鉛印の作品はこの他にも存するが、その多くが未見のためこ

こでの言及は省きたい）。

　九「童子戯」伝来の抄本とr石印鼓詞』・r十三部半巫書』の関係

　A論文には曹琳が見たr童子戯」伝来の抄本の書影が掲げられているが、そこ

にr民国二十六年十二月、丁丑年造（屠戸書本）j　r辛巳年置（陽元請神）」　r民国己丑

年新月」などの干支が見え、それぞれ1937年、1941年、1949年に抄写されたも

のと知れる。　r公元一九八九己巳（張四姐闇東京）」ともあるから、近年に至るまで

転写が繰り返されたらしいこともわかる。

　以下に『陳子春』の冒頭の相互に対応する部分を，抄本、「石印鼓詞」、『十三

部半巫書』の順に引いておこう。

抄本

　紫金炉内把香焚　三仏臓表陳子春　若問老爺家何住　書中道啓有家門

　家住江南海州城　宏農鎮上是家門（家住山東済南府　運城県内有家門

　ロロ海州洪農鎮　陳家村上立門庭〉父是天官陳仁傑　母親詰命□（張）夫人

「石印鼓詞」

紫金燈内把香焚　奉請子春下天庭　若問老爺家何慮　自然道起自家門

家住江南海州界　宏農鎮上是家門　父親陳姓天官職　母親張氏老年人

『十三部半巫書』

紫金櫨内把香焚　恭表天星陳子春　若問老爺家何住　江南海州有家門

父親姓陳天官職　母親張氏老安人

　それぞれに繁簡の差はあっても（抄本の括弧内は併記されたものであって、お

そらく主として演ずる地域の相違に応じ語り口を変えたものとおぼしい）、同一

芸能「童子戯」に由来するテクストとみる差し支えとはなるまい。相違は「石印

鼓詞」においてはその表紙や本文の題のいくつかに見えるごとく、それが南通な

らぬ上海で印刷され、読み物として不特定多数の消費にむけられるにあたり「改
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良」ないしr重編官話」されたことに、r十三部半巫書』においてはそのr后

記」に記されるごとく、それがr許多抄本与口頭演唱版本」をr合井整理」し

r有些重複唱詞，在尊重原稿基礎上適当作些側減」したことによろう。　r童子

戯」に迫るには現に南通ないし海州に伝来する抄本によるのが最良の方法だが、

それが不可能な場合、史語所所蔵の「石印鼓詞」も十分その代わりは務められる

のである（13）。

　なおr童子戯」の抄本の大半は唱本の形式をとるようだが、童子により唱と白
からなる演出本の形に改編されたものも存在夷る唱本の例をすでに引いたr陳子

春』の演出本を先の書影から引こう（遺憾ながら不分明で長く引けない）。

　第一場　別母上京

陳子春〈唱〉　家住江南海州界　洪農鎮上是家門　父親姓陳天官職

　　　　　母親張氏東安人　生下小生人一個　陳約就是小生名

　　　　　下名叫倣陳光汝　官名叫個陳子春

　　　〈白〉　有請母親。

　曹琳A論文は、十三本半巫書は童子が自ら作成した系統的な演唱本であって、

文化大革命以前（六十年前）には南通の城陸廟前の出店で入手可能であり、七字

もしくは十字の韻文で構成され、上海の椀蔭山房より刊行されたr刊本」には南

通の方言や風物伝説が点綴されていたことをいう。楊問春・施漢如のr南通億子

“十三部半巫書”初探」も、彼らが捜集した十三部半巫書のテクストは「只有復

少幾部書大同小異，絶大多数小同大異」だが、《陳子春》、《劉全進瓜借屍還

魂》、《五郎游地府》のごとき「倣刻版本的巫書」によるものは、　r憧子説唱」

がr比較統一」であって、いずれも「民国初年“上海椀蔭山房”」から刊行され

たテクスト（十六開大小綾装，封面用彩色紙、図版，内芯堅排，鉛字字体小而

密，但字跡清晰）によっており、　「毫無疑問他椚是出自憧子之口，経過某些人的

記録整理而后付梓成書的」であって、　「其韻脚全部為南通方言，許多地名、語匿

也来自南通」をいう。

　ひるがえって椀蔭山房は「石印鼓詞」に含まれる作品を相当数石印ないし鉛印

出版している書犀だが（曹琳の「刊本」が石印本か鉛印本かはさだかでない）、

史語所の「石印鼓詞」には2種が蔵されるに過ぎない．むしろ復旦大学の趙景深

旧蔵本や日本の早稲田大学沢田瑞穂旧蔵書を収めた風陵文庫本（『風陵文庫目
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録』が早稲田大学図書館から1999年4月に刊行された）に見るべきものがある。

　そもそも椿蔭書荘（局）と梶蔭山房は蔭の文字を共有する書騨であった。椿は

r荘子・迫遥遊』にもとづき、椿年が長寿を、椿庭が父親を意味し、椿庭萱室と

熟して父母を指す．梶のイメージは多くr南祠太守伝』にもとづき、いずれも栄

華富貴の無常をその根底にもつが、椀楡と熟すと兄弟や時節の移り変りを示す。

それゆえ椿蔭・椀蔭とも、時の移ろいの中に生きてゆかねばならぬ人々に親族の

ありがたさを示す言葉とみてよかろう．しかも同傾向の、祖先を祀る祭祀で演ぜ

られる「童子戯」にもとづく作品を出版する書犀とあらば、両者の間に何らかの

関係があったと想定しても不当ではあるまい．

　なおB書には上海椀蔭山房出版石印本によるとされるr重編官話王清明合同

記』の巻二末葉並びに巻三表紙の書影が収められる。書影に上海椀蔭山房の文字

は見えないが、表紙の提綱は椿蔭書局のそれと完全に一致する。また椿蔭書局の

、r合同記』は重編官話でなく編訳官話を称する（協成書局のr合同記』は表紙で

は重編官話を、本文では「按照原本編訳官話」を称する）。いずれも原抄本が方

言を含むものであったことを示そう。重編官話ないし編訳官話を称する「石印鼓

詞」としては、重編官話にr秦雪梅弔孝』が、編訳官話にr下関東』がある。

r劉全進瓜』のごとく原本重編を称するものもあった。

　結語

　南通ならびに海州の「童子戯」については今だ現地に伝来する抄本にもとづく

信頼するにたるテクストが刊行されていない（r十三部半巫書』のごとき貴重な　．．

成果も内部出版されているが、信頼性の点では問題なしとしまい）㌔この点は曹

琳のr童子戯資料彙編』　r江蘇南通童子戯祭祀儀式戯本8が民俗曲芸叢書の第八

輯以降に刊行されることにより解消されよう．だが伝来の抄本のすべてが活字化

されるかはさだかでない．しかも伝来の抄本といっても転写を重ねたものらしい

から、民国の石印本であり、官話に改編されているにせよ、その価値を一概に否

定することは出来まい．これが筆者が史語所所蔵のr石印鼓詞」につき紹介の労

を執ることとした所以である。なお管見に入った「石印鼓詞」刊行書騨の「石印

鼓詞」著録以外の刊物（主にr子弟書」と「大鼓書」に分類される）については

【参考書目②】に、曹琳の論文等により知ることが出来たr石印鼓詞」未収の

r童子戯」演目については【参考書目③】に、管見に入った童子戯の演目につい

ては【参考書目④】に掲げた．就いて参考にしていただければ幸いである。
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　註

（1）「歴史語言研究所所蔵の曲本について」、『中国古典小説研究動態』最終号（1g94．6）

　所収。

（2）「石印鼓詞研究」其一～其三、　『埼玉大学紀要教養学部』第35巻1号～第36巻1号

　　（1999～2000）所収。

（3）曽永義「中央研究院所蔵俗文学資料的分類整理和編目」、『説俗文学』　（聯経出版事業

　公司、1980，4）所収。

（4）木之内誠編著『上海歴史ガイドマッブ』（大修館書店、1999．6）による。

（5）鈴木陽一氏より複写を恵贈された『十三部半巫書』　（南通市民間文学集成弁公室・南

　通市民間文芸家協会、1995）所収の楊問春・施漢如「南通憧子“十三部半巫書”初

　探」によれば、　『上海出版工具書jに「民国三年上海英租界甘粛路椀蔭山房栄記書

　店，非出版単位，系王番堂号。王可能為南通籍人」とあるという。

（6〉原文「壇与民聞芸能的表演場所」は『中国民間文化』第七集（1992．9）所収。翻訳

　は『日中文化研究j4　（1993．4）所収の平石淑子訳によった。

（7）『中国巫系演劇研究』、第三篇郷灘の変容一仮面の退化、第二章江蘇省南通県の憧子

　戯（東京大学出版会、1993。3）。

（8）『民俗曲芸』第70号（1991．3）所収。

（9）『民俗曲芸』第113号（1998．5）所収。

（ゆ『民俗曲芸叢書』第五輯（1996．7）所収。

（1⇒『民俗曲芸』第117号（1999．1）所収。

⑳姜彬主編の『呉越民問信仰民俗＿呉越地区民間信仰与民間文芸関係的考察和研究』　（上海文芸

　出版社、1992．7）第五章第三節三「憧子戯」に見える〈哀樵擢渡〉〈斬龍売卦〉　〈収癌
　　ママ
　斬挙〉〈唐僧出世〉〈唐僧取経〉〈劉全進瓜〉〈五岳闇皇宮〉〈魏九郎替父請神〉

　〈魏九郎借馬嗣東海〉〈魏九郎借鞍借鞭〉　〈魏五郎遊地府〉　〈唐天子遊月宮〉　〈陽元

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ　請神〉〈魏九郎請星迷路〉（半部）を「十三部半神書」とする説は採らない。

（瑚沈志沖・呉周翔捜集の「憧子会資料」　（『民間文芸研究』1989・3、1989。9）の「四

　　憧子書」に収められ、解題で「〈唐僧取経〉　〈陳子春〉等十三部千行以上的長書和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ
　ニ百多行的称為半部的〈闊荒〉」とともに「十三部半神書jを構成するとされる「売

　卦斬龍」は「石印鼓詞」の「斬老龍（哀天壁売卦斬老龍）」とかなり異なる。「五　憧子戯」

　の解題に「請神看的神戯有憧子書発展而成的〈陳子春〉　〈魏徴夢斬老龍〉　〈九郎救

　父〉和其他劇種移植来的〈打碗記〉〈殺狗勧妻〉〈白馬駄屍〉等五十鯨部」とあるか
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ら、　「石印鼓詞」の「斬老龍」は憧子書の「売卦斬龍」ではなく、憧子戯の「魏徴夢

斬老龍」に近いのかも知れない。待孜。

附記

　以上は大塚が平成十～十二年度に亙って受けた科学研究費補助金（基盤研究（c）

（2））「上海刊行の「石印鼓詞」と小説、宗教儀礼・宗教演劇のかかわりに関する

研究」による成果の一部である。

（おおつか　ひでたか）
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【表一】

題　名 椿蔭書荘（局） 協成書局 椀蔭・鑓 凹他 不　明 童子戯1　備　考

托人頭上下巻

更天
度梅礁蜷宝
山
・
西
唐
三
孝
記
k
香
山
ド
南
唐
巻
一
ド
南
唐
巻
ニ
ド
南
唐
巻
三
ド
南
唐
巻
四
・
祭
祖
k
祭
祖

HOO2

03
）04

05，006

08，009

11，鹸深
］．3

14
15
1．6

17，018

20，021

001

12

19
22

鹸深

蘇

懸深

服深（鉛）

07
10

深（鉛）

田騰

◎（九更〔人〕頭）

（打九更・㈱記）

○
○
◎

『
麹
離

騰
纂
「
1
F
巾
記
k
平
記
E
門
陣
上
下
巻
ヤ
明
珠
四
巻
ヨ
明
楼
四
巻

023
27
29
30

32

024
28

31？

遡．

鯉

趙景深

33

025、中国儘曲纏目稿　026、中国俗曲纏目稿

　　　　腿深

◎　購，

1 鯨学古堂

◎　　　　唱囎局
◎（自馬駄圃文英●玉帯記）

　　　　　白轍轍（中）

◎
◎

◎
　　　　　鯉
繍1印）膿墓局

響攣
◎（劉文崖雄）

劉概書荘

稿
O
目

◎

　　號書荘

　　妬調
　　騰局灘書荘

隙）

　　美儲局
春按害趨宮招宮、江流児出世、唐

→世犠
　　I
l遊鞘）橦子会資料（捌斬鍵）

「記）1

036、中国俗曲舘

嚴深

054、055、中

対貝資一覧表r童子戯」及r石印鼓詞」

九
九
二
八
小
三
大
下
下
下
下
小
大

↓
2
3
4
5
6
7
融
論
蹴
測
9
⑳

、035
038

鈴木C

中国舳組稿

　
　

　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
朧
醐
灘
朧

043（影印本）

045
047

U
V
、
℃
7
9
り
3
3
）
0
0

　
　
　
　
　
潤
　
　
　
　
　
景
　
　
　
　
　
越
　
　
　
　
　
　
、
0
1
2
4
6
8
9
4
4
4
4
4
4
4
0
0
0
0
0
0
0

　
　
　
　
　
　
　
回
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
十
巻
　
　
　
　
巻
一
一
塾
琶
下
　
　
　
　
　
下
監
巴
下

下
下
手
太
天
六
月
王
分
白

－
盤
溜
4
5
爵
7
織
簿
⑰

』
毘
4
1
，
疋
1
⊥
－
．
1
1
，
嘱
．
茨

深

臓深（抄）

趙景深

中国俗雌開

0
深且厭通

053？

烈玉堂春上下
濃玉帯記
鯛白蛇伝
割牙痕記上下
鍋合同記四巻
錨血抱記上下
鮒李三娘
濾何文秀
㈱李彦貴
認⑲孝灯記

○
◎
◎
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫

　　　細瑞穂（十二巻）

　　　巌深

　　　∩71　∩7q　I

ー
ワ
‘6
3
0
1

（下のみ）　◎（梁配哀史）

◎（陳子

○

○

誼景深　1

071・073
。75＃、畷

　　　　　　　I

　　　　　　　l沢田瑞穂（下のみ）

078＃　1沢朧
　　　　　　　i沢田瑞穂

　　　　　　　一＿＿＿

（衰蕨聯欄、駄宗

一一
◎（双釘

　
　
　
　
　
　
深

一　　
　
　
　
　
旦
凧

　
　
　
　
　
　
趙

［
　
ー
1
臼
　
I
l

072

警
隣

　　079

十〇82＃

璽型　IUbZ
瓢．花仙果　　　　056
湖昇仙伝　　　　057
調咬舌記　　　　058
融紅風伝巻上　　　059
脳珍珠塔（鵜麟）　136
　後珍珠塔　　　136
36重婚配
騨紅連保　　　　064
調紅灯記　　　　065
㈱姻縁記　　　　070＃
瑚孫二娘　　　　066

擁翻癬蕊
44烏金記
鰯烏盆記　　　　074
鰯茶碗記　　　　076
甜草鞍記　　　　077
棚梁山｛白上下巻　　、078＃

　後梁山伯

器識器
翻斬老龍　　　　085
融釣金亀　　　　086、087
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　大囎局

買㈲檀

i劉朧

醐　1
雛」．2

趙景深（二巻）、鈴木C◎

　
　
　
　
　
　
ラ
を

　
　
　
　
　
　
概
認

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　

O
◎
◎
　
　
○
嚴
○

◎（李麟
書荘

◎（双概・軸解夫）

　　　　　大囎局
◎

O
◎

◎
◎（翻湾）

沢田雛（ヰ）

（李翠齢闊魂、劉全戯儲闘魂）

．廊一
◎◎（螂東糟）r、出朝）

（魏螂散誹、九郎散、螂訥

07騨、細鵜

。
蝋
遷
b
ー
㎝
8

夢麿
◎（劉臨訪・荷包記）

O　　I
◎（李栄春休妻・僧鮭記）

1．35、中国俗

紐景深（八巻）

〕上海裕諦荘

1150

089 中国舳纏臨

慰

趙號（鉛）

鵬深

沢田瑞穂、趙景深 108

112

魍
117

25

灘

腿深（鉛）

細鵜

欝

鵬深（十巻）

1
5
3

1．59

趣景深（鉛）

＃

2
2

【
」
91
0

097

107

111

115

121，

124、1

130

141
142
143

154＃　　　　　　　拝
1．44

081＃　　　　　　　拝
145
官借騙鵬難本）146、

148、149

155＃

158

162

168、中国俗曲箆目稿

趣景深（二本）1

◎（五醐繍十燗、蠣）

173

　錐木C

088、通景深

090＃
091

094

096
098
099
100
101
102
103
104

105、106

109
110

11．3、1］．4

116

118
119
120
122

123
126
127

128、129
131
132
133
134
138
】．39、140

調黄氏女
調開封府（五騰鯨）

盟買嫁粧
58綜鶯記上巻

翻葛丁香
60遊地府

馴，琵琶記

畝遊蘇州
醐趙天保八回
⑥4　碧玉管上下巻

脳翠花記上下巻

鰯鳳團記
研売瓜記
醐劉金狗
囎売花記上下巻

70劉貴成

蹴売鍋記
微賢良伝
73韓湘子
微双花記
協繍針記
76双銀記上下巻十二回

實羅伽記
凋讃香女
鋤薬茶記
鵬厳差傘

西
縁
母
世
嚢
墓
妻
瓜
北
賢
齪
難

灯
征
姻
認
出
征
救
抄
擶
売
．
戯
進
掃
訪
相
孝
闘
官
官
双

蓮
山
笑
宗
公
貴
連
坤
樵
英
　
子
全
通
英
橋
嵜
虎
郎
郎
審

宝
丁
三
仁
包
仁
目
何
童
陳
　
荘
劉
羅
羅
藍
鶯
八
九
九
大

瓢
雛
聰
蹴
蘭
鵬
瀧
闘
繍
騨
蝋
鰍
鱒
蝋
瓢
鰯
騨
鯛
㈱
㎝

101包公斬国舅（舩稲国丈）
：ゆ2呉漢三殺妻　　154＃
嶋認張三姐思凡　　156、157
104秦雪梅弔孝上下
jl備劉子英打虎上下　160

鋤丙十二寡婦征西　161
〕1◎γ大清伝荷包記　163、164

：鵬干龍江伸冤記　165
1旺：囎李鮫昌伸冤記　166、167
：肌⑭李栄春僧鮭記1169、170

152＃090＃
171、172

174、175、176
177
178

』賦金牡丹双包記
〕聡張四姐囲東京
＝鵬劉状元得勝記
』il4龍官保女大王
鍋魏五郎遊地府



題名欄前の数字は「石印鼓詞」の種数番号（白抜は椿蔭書荘（局）石印本が、太字は協成書局石印本があるも
の）。書蹄欄の数字は「石印鼓詞」GSの請求番号（冊数番号）。＃は複数「石印鼓詞」所収を示す。趙景
深は復旦大学趙景深旧蔵本、．沢田瑞穂は早稲田大学風陵文庫沢田瑞穂瑞旧蔵本。中国俗曲総目稿は『中国俗
曲総目稿』著録本。憧子会資料は『民問文芸季刊』1989－3「憧子会資料」所収本を示す。鉛は鉛印本，抄は
抄本。椀蔭・栄記欄の下線は椀蔭山房栄記書荘を示す。童子戯欄の◎◎○については本文参照。題名と異な
るr童子戯j演目は丸括弧に注記。備考欄の書騨名は其の他欄の書騨名、複数ある場合はその順による。
【表二】

曹琳A論文 曹琳B書 曹琳C論文 r十三部半巫書』

闇荒 闇荒（半本〉 闇荒（半本） 周荒（判黄鞠鵡）5P
蓑樵擁渡 蓑樵揺渡 童樵掘渡 蓑樵掘渡（捌繍・黄学櫨稿）32P

売卦斬龍 売卦斬龍 蓑天援売卦斬老龍（唐太萩1鮪〉 童天翼売卦斬老龍（欝融稿）22P
収痘斬挙（脚）・・ r麟雌、三傭、三元伝）

江流児出世 江流児出世 陳子春被害龍宮招親（江潮駆 陳子春一麟雌一（瞭瓢瑚騒鷹）40P

唐僧取経 唐僧取経 西遊記唐僧取経　　　「魂） 唐僧取経（胡騒鵡）50P
劉全進瓜 劉全進瓜 劉全進瓜（李翠瀦腿魂、劉鍵陥髄 劉全進瓜（脚鵬）38P
五岳闇皇宮………ノ 五岳周皇宮 五岳闇皇宮（難髄、暫五岳） 収癖斬岳（紅岳黄勃1鵠）13P

魏九郎替父請神 九郎替父請神一・ 魏九郎替父請神（螂散、螂甜 魏九郎替父請神（黄鞄瑚騒㈱

魏九郎借馬嗣東海
九郎官出朝
郎借馬囲東海

　　　　　　　　進踊、出朝）

郎借馬闇東海
　　　　　　　　　　．L23P
九郎借馬（砺聖鵬）10P

魏九郎借鞍借鞭 九郎借鞍借鞭 九郎西京買鞍轡一 魏九郎借鞍（砺聖蜘7P
九郎東海借鞭 九郎借鞭（胡顯・静祖儲）24P

魏九郎遊地府 五郎遊地府 五郎遊地府十八関（醐） 五郎遊地府（賦瞭勘欝櫨稿）33P
唐王天子遊月宮
魏九郎請星迷路（半本） 九郎請星迷路 九郎官請星迷路 請星迷路（黄鞠・李錘供稿）7P

陽元請神 九郎陽元請神㈱元） 鉋陽元（陽君神継・欝鰍稿）9P

【参考書目①】史語所所蔵外「石印鼓詞1目録

題　名　　　椿蔭書荘（局） 協成書局 椀蔭・塑 其の他 不　明 童子戯 備　考

A－1鯨碧砒肝膿鱗膿記一2聾孟数尋隷倒万里長願鮭伝 影躰、趙蘇

躰 趙景深（ヰ） 細囎
　　鯨沈香合集
叢妨蝸態擾髄・刻躇局

【参考書目②】　r石印鼓詞」？目録

題 名 旛蔭書荘　協成書局　椀蔭・墨　　其の他　　不　明

B－1喬太守乱点鴛秀譜
一2望児楼
一3遊武廟
一4太子蔵舟
一5杜十娘怒沈百宝箱

一6雷峰塔
一7遊旧院
一8王天仙痴夢
一9靡夫人託孤
。10十里亭
一11小天台
一12三報記
一13白蛇伝
一14打関西
一15呂蒙正
一16度林英
一17葛姑娘
一18紫羅抱
一19尋陽楼
一20調精忠
一21賢良詞
一22勧姑娘
一23八字成文
一24丁郎尋父
一25子期聴琴
一26周楡托夢
一27小喬自嘆
老8太公売麺
一29王婆罵鶏

蜥（子鵜）

懸所（悌書）

史翻（子鵜）

史漸（子弟書）

史舗（太囎）

史翻（熾書）

史蜥（斌書）

蝋所（太鰭）

史語所（太館）

史舗（太鰭）

史語所（太鰭）

史漸（太鵬）

史諭（太鼓書）

史語所（太鼓書）

史語所（煽）

史語所（太鼓書）

蠣所（太鵬）

史語所（太館）

史緬（太囎）

史語所（太鰭）史翻（覇購鴎〉

史舗（子鵜）

組景深

史舗（子鵜）

蠣所（子鵜）

灘（ヰ）

史語所（稀書）

史語所（子第書）

糠深

灘

　僻朧
灘

灘
嫡所（太囎）

史語所（太鼓書）

鵬深

史舗（太潴）

嫡所（太囎）

備　考

棚堂

麟
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一30打狗勧夫 史語所（太潴）

≡灘離
史語所（太鼓書）

語所（太鼓書）

蜥（太鼓書）

史舗（太囎） 大囎局

一34宋江殺 蜥（太鼓書） 螂（綴磯）

一35金精戯實 史漸（膿）

一36酒色財気 史語所（斌書） 斌書局

一37湘子得道 史語所（太翻） 盈景深

一38新画扇面 史語所（太轄） 大囎局

一39劉伶酔酒 史漸（太鼓書）

一40羅成託夢 史譜所（太鋸）

一41羅成□口 史翻（太轄）

一42羅成叫関 史語所（繊書）

一43小伽ロ上廟 史漸（斌書）

一44iE美容観花 史語所 北平軸堂

二1麗騒藩 史漸

所
史翻

一47古人百家姓 魑所

一48朱洪武牧牛 史漸

一49朱買臣休妻 史語所・朧 1細瑞穂〕

一50李翠蓮巻串 史舗

。51秦雪梅吊孝 史諭 史語所

一52郭子儀上寿 蟷所

一53後娘打弦児 史語所 煽局
一54喬切切罵猫 史漸 史謝

一55淡香女突瓜 蝋所 史語所

一56閻断猫鼠伝 史諦・糠深 贈所 1醐翻

：雛購難 史詠

所

民醤局

書局

一59黄氏女遊陰伝 史語所・鹸深

一60孫悟空大闊天宮 史語所 史漸

一61孫悟空大闇幡桃会 史漸

二ll鞠霞離鞭
史語所・櫨深

嫡所

〔細瑚

大囎局

一64方卿見姑娘道情 史漸（道惰）

一65富貴九子図 櫨深 〔沢隅嬉〕

一66金鉢三法 趙景深

一67状元祭塔 趙景深

一68小繰降党（購二十六回） 嚴深 麹書局

一69許仙借傘 趙景深

イ0白娘娘酔飲雄黄酒 櫨深

一71金山闘法全合鉢 朕深
隔

：雑魏灘 臓深

深 ∂’ 糠
一74票状元造洛陽橋 齪馳
【参考書目③】　「童子戯」知見目録

題　　　名 r童　子 戯』 題　　　名 r童　子　戯」

ひ1闇荒 ◎ 一20父子恨 ◎
一2唐僧取経一3収痘斬嶽一4請星迷路

◎
8
（
繍 r十三欝

書
1
融

二1整鷺夫一23鴛奮湖 ◎
◎
◎

一5距陽元 ◎（陽着神〉 一24買蛾寛 ◎京轍編

一6伍【武〕迎春進宝 ◎ 一25李迎春出家 ◎
一7四下河南 ◎ 一26楊小姐出嫁 ◎
一8包公告状 ◎ 一27洪山捉妖 ◎

一9包公誤 ◎ 一28唐太宗坐朝 ◎
一10掌曹二 ◎ 一29九仙姑掲榜 ◎
一11升官記 ◎ 一30挙獅観画 ◎
一12黒虎記 ◎ 一31双椀樹 ◎
一13陪頭記 ◎ 一32天縁配 ◎
一14孟麗君 ◎P 一33火焼張遥公 ◎
一15花矯会 ◎ 一34殺狗勧妻 r憧絵責料」

一16十五貫 ◎ 一35孔雀東南飛 「呉越民縮抑民俗」輔繭

一17鳳冠夢 ◎ 一36打城陛 r呉越聞帥民岱」闘鵡

一18滴血珠 ◎ 一37打土地 r呉越關帥民俗」棚繭
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一19鴛奮会　　　’　1◎

【参考書目④】童子戯知見目録

題　　　　名 テクスト 劇種 童子戯中程序和環節

D－1開門接駕一2度天関

打掃浄園

●（灘階段儲四獺）
（祈榊触軌事）

（送榊晦倣事）
一4跳判・憧判・鋤・雛僚一5跳加官一6大小醜 r

唖
舞
劇
一
科
臼
劇

●（榊躰個働沖断節）
（敬禰麗蹴翻駆）
（敬神醐演前櫨劇駈）

一7鄭三郎上西天・屠戸躰 原撚唱躰・『雌舗肺旧東舩購人的燗蜘 集唱含購為一体 ●（敬繍事之儲働）・撚侯看門

一8楚漢相争封土地・認樹紳 演出本・『江蘇省酬市横港郷北店村観氏上童子儀式1 鵬合型餌 ●（敬撒事之儲捌神1）

一9坐堂審替・大審甑寿・包公緒身 演出実鎌本。『江蘇省酬市横瀞北店村胡氏上童子域式』 ●（祈榊断膨嚇事）
値子会資料所収本●『聞文芸季刊毒1989－3

一10担経入庫 ●（送榊晦囎事）

一11点名過堂 演出実鎌本。『江蘇省酬市横港郷北店村胡氏上童子儀式1 ●

8垂髄娑鶉驕響塗撫丁構成祭儀必不欄程序和購是一種宗教蝋当属戯之死
◎《村会年新》勝会年新的勧善戯一一穿挿在祭儀之中，以娯人為主的通俗戯劇。
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石印鼓詞研究（其一）

大　塚　秀　高

埼玉大学紀要 教養学部　第35巻

　　別　　刷

第1号　1999



石印鼓詞研究（其一）

　　大塚秀高
中央研究院歴史語言研究所附属傅斯年図書館所蔵

　　　　　　　　　　　　　石印鼓詞目録

凡例

　以下は，台北にある中央研究院歴史語言研究

所附属傅斯年図書館所蔵の「石印鼓詞」を，同

館の目録草稿にもとづきつつ私見によって変更

を加え，調査によってえた知見を附記し，書誌

学的な情報を見やすくするなどし，これに続く

札記の目次の役割をも兼ねるよう工夫し著録し

た所蔵目録である。もとづいた目録草稿につい

ては別に起稿する予定の拙文にゆずり，ここで

は本目録に施した工夫につき簡単に述べておく

ことにしたい。

　まず函冊だが，これにG　S（鼓詞石印の略号〉

を附したものが傅斯年図書館の図書請求番号と

なる。これは目録作成にあたって附した整理番

号がそのまま請求番号となったものであって，

その際の原則は，対象となる作品を三字名のも

の，四字名のもの等に分け，それぞれのなかで

字画（繁体字）の少ないものから並べるという

ものであるが，整理番号であったため厳密に原

則が追求されたわけではなかったし，複数の作

品を同一冊に収めるものがあったため，一部に

混乱と脱落が見られる。本目録の作成にあたっ

ては，脱落を補い混乱を可能な限り正したが，原

則からの逸脱を承知しつつ，敢えて正さなかっ

た部分もある。なお，函冊番号のあとの＃は同一

番号のもとに複数の作品が収められていること

を示し，※はその一方がここでいう鼓詞以外の

作品で，本目録末尾の附録部分に収められてい

ることを示している。

　作品名は次項の書騨の違いに応じて書体等を

変えて示した。最も多い明朝体は椿蔭書荘（ま

たは椿蔭書局）により，白抜きは協成書局によ

り石印出版されたことを示している。この二つ

の書蝉以外から印行された作品については作品

名に綱かけを，書騨名すら不明のものは作品名

を太字とした。書蝉名欄の下線はその作品がテ

キストとして他と重複せず，今後の研究対象と

なることを示している。なお，備考欄の下線は

これと異なり，それが調査未了の事項であるこ

とを示している。

函冊

1－001

1－002

1－003

1－004

レ005
1－006

1－007

1－008

1－009

作品名

瀕　〃
九更天

二度梅

八宝山

　〃

小西唐

三孝記

　〃

書騨名

燧
擁
⊥
⊥
⊥
〃

蔭椿
“

頁数備考
48頁　く上下巻，書眉附図〉

19頁　く上下巻，附図一頁＞　　　　　　cf．与001略異

12頁　〈渡釘板，金環記＞

42頁　〈陳杏元和番，初集四本八巻，附図一頁〉

9頁

9頁

22頁　〈西唐伝，附図一頁〉

11頁　〈姜安安送米＞

11頁　〈姜安安送米〉
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1－010

1－011

1－012

1－Ol3

1－014

1－015

1－016

2－017

2－018

2－019

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

『
｝
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
『
一
一
］
一
一
一
一
一
一
一
一
一

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

3－047

三孝記

大香山

　〃

下南唐

　〃

　〃

　ノノ

小祭祖

　〃

　〃

大祭祖

　〃

　〃

下関西

　〃

〃

　〃

下関東

　躍

手巾記

太平記

天聞陣

六明珠

月明櫻

王家洲

　〃

　〃

分裾記

　〃

白扇記

玉堂春

玉帯記

白蛇伝

　〃

牙痕記

　躍

合同記

〃

4－048　　血抱記

4－049　　李三娘

4－050　　何文秀

雛
腿
擁
⊥
⊥
⊥
⊥
磁

離
丁
羅
亟
蟹

擁
麩
擁
⊥協成？
擁
北京学古堂

頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁

1
0
8
2
1
2
2
0
0
2

2
1
1
1
1
1
1
1
1
2

頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁

0
0
4
2
4
4
5
4
8
9
1
4
4
9
2
2
9
9
4
9
4
1
1
4
2
7
7

1
1
2
1
2
2
2
1
2
　
1
2
4
4
1
1
1
　
2
　
2
1
1
2
2
4
4

〈姜安安送米，附図一頁＞　　　　cf．与008略異

〈観音出家大香山〉

〈観音出家大香山，書眉附図〉

〈巻一，高侯保一下南唐〉

〈巻二，劉金定二下南唐＞

〈巻三，楊七郎三下南唐〉

〈巻四，劉金定四下南唐〉

〈金槍伝，又名両狼山〉　　　　　　cf．大祭祖→

＜金槍伝，又名両狼山＞

〈金槍伝，又名両狼山，鉄首二頁，書眉附図〉

　　　　　　　　　　　　cf．民国八年以降出版

〈楊排風掃北〉　　　　　　　　　　cf．→小祭租

〈楊排風掃北〉

〈楊排風掃北，書眉附図＞

　　　　　　　　　　　　　　　　cf．乾隆故事

〈書眉附図〉

〈渡龍橋，困龍伝〉

〈鉄末二頁，書眉附図〉

〈附図一頁＞

〈上下巻，書眉附図＞

〈四巻，巧合姻縁＞

〈四巻，附図二頁〉

cf．乾隆故事，重編官話

cf．穆桂英故事

　　cf．非064

　cf．康煕故事

蔭椿
“

擁
羅
⊥
十
亟
離
擁

腿
蔭椿
“
“

96頁

20頁

12頁

12頁

〈附図一頁〉

〈龍髪麺，附図一頁＞

〈龍髪麺＞

〈上下巻〉

〈白馬駄屍，附図一頁＞

〈盗仙草，雷峰塔〉

〈盗仙草，雷峰塔，書眉附図〉

〈上下巻，瓦車蓬〉

〈上下巻，書眉附図〉　　cf．与044略異，有広告

〈四巻二十一回，王清明合同記，附図一頁＞

　　　cf．1－5，6－10，11－15，16－21，編訳官話

〈四巻二十一回，王清明合同記，書眉附図＞

　　　　　　　　　　　cf．編訳官話，重編官話

〈上下巻＞

〈白兎記，又名磨房相会〉

〈何文秀唱道情〉
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4－051　李彦貴

4－052　孝灯記

4－053　　　〃

4－054　　　〃

4－055

4－056

4－057

4－058

4－059

4－060

4－061

’’

花仙果

昇仙伝

咬舌記※

紅風伝

　〃

灘
　
　
　
　
＃
　
　
　
　

＃
　
　
　
　

＃
　
　

＃
　
　

＃
＃

2
3
4
5
0
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

6
6
6
6
7
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

一
｝
一
　
一
一
　
一
一
一
一
一
　
一
一
｝
一
『
一
一
一
　
一
一
一
　
一
一
一
一
　
一
一
一
　
一

4
4
4
4
5
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6

　
ラ
ロ

擁
⊥
撚

　
　
　
　
記

蔭
　
　
徳

椿
“
“
“
劉

越

撃
〃
〃
一
⊥
〃
子
麗
籠
二
離
丁
一
⊥
雛
7
一
罐
⊥
⊥
〃
一
二
擁

10頁

13頁

24頁

26頁

15頁

頁
頁
頁
頁
頁
頁

1
　
1
　
8
　
3
　
3
　
4

1
　
1
　
　
　

1
　
1
　
2

濃
鑑
濃
順
据
農
藷
順
鴉
狢
濃
碩
農
藷
頁
一
頁
一
藷

〈売水記＞

〈王月英孝灯罵灯記，附図一頁〉

〈王月英孝灯罵灯記，書眉附図〉

〈王月英孝灯罵灯記＞

　　　　　　　　cf．与052，053略異，醒世小説

〈王月英孝灯罵灯記，附図一頁〉

　　　　　　　　cf．与054同一書騨出版之異版

〈繰球記，附図一頁＞　　　　　　cf．→新練球記

〈劉文龍求官，附図一頁＞　　　cf．潤題，有広告

〈巻上，新練球記，附図一頁〉　　　cf．練球記→

〈巻上・新繰球記・附図一頁＞

〈上下冊，前珍珠塔，九松亭，書眉附図〉

　　　　　　　　　　　　　　　cf．参136，137

〈十二回〉

〈鉄末二頁〉

＜上下巻，巧合姻縁記，附図一頁＞　　cf．非032

〈上下巻，孫継高売水＞

〈両世姻縁記〉

〈九則〉　　　　　　　　　　　　cf．水濤故事

〈小清官，附図一頁〉

〈附図一頁〉

〈王小姐鳥金記，附挿図＞

〈王小姐鳥金記，書眉附図＞

〈王小姐烏金記＞

〈附図一頁〉

〈附図一頁＞

〈双冠（官）諾＞

〈上下巻〉

〈上下巻，書眉附図〉

〈龍宮招親，三元記〉

〈書眉附図〉

〈附図一頁上下二段〉

〈上下巻，附図一頁〉

cf．与071，072略異

cf．与074略異

cf．有広告，→後梁山伯

　　　　cf．→後梁山伯

〈遊地府対金剛，附図一頁〉

〈遊地府対金剛，附図一頁〉

　　　　　　　　　　cf．民国二年季夏，有広告
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6－090＃　開封府

6－091　　買嫁粧

6－092　　　〃

6－093　絵鷺記

6－094　葛丁香※

6－095　　遊地府

6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

9
9
9
9
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
一
一
一
『
一
一
一
一
一
｝
一
一
一
一
一
一
『
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｝
一
一
一
一
一
｝

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8

　
　
※
　
　
　
　
　
　
※
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
縁
母

甲
灘
叢
難
聯
寧
灘
躍
灘
〃
臨
〃
．
翻
難
蜜
血
諜
”

擁
⊥
鰍

蔭椿
“

擁
協成

椿蔭

⊥
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

越
劉徳記

椿蔭

〃

越
鑓
擁
〃

越
擁
（大成）

越
擁
⊥
⊥（協成）
擁
⊥
越
〃
擁
〃
〃
〃

6頁

10頁

24頁

20頁

頁
頁9
9
狢
濃
器
籍
藷
羨
鴉
藷
藷
鋸
頁
磧
藷
藷
藷
膿
藷
順
藷

〈五鼠岡東京，附図一頁＞　　　　　　cf．参152

〈張祥買嫁粧，伸冤記＞

〈張祥買嫁粧，伸冤記，書眉附図〉

　　　　　　　　　　　　　cf．銭氏戎福庚手著

〈上巻，大闇賢関鎮，附図二頁〉

　　　　　　　　　cf。与177龍官保女大王略異

〈戒指記〉

〈正忠伝〉①胡迫罵閻羅②胡迫遊十八層地獄〈附

図一頁〉③全本遊地府④胡迫打秦檜

〈附図一頁＞　　　　　　　　　　　cf。潤身絶題

〈書眉附図＞

〈練羅帯，周天保，附図一頁＞

〈八回，団円記〉

〈上下巻＞　　　　　　　cf．「明代留伝到如今」

〈上下巻，附図一頁＞　　　　　　cf．陳題井書

〈包断劉金狗〉

〈上下巻〉

〈上下巻〉

〈金錫記，書眉附図＞

＜金鋼記，附図一頁〉

〈附図一頁＞

＜鵬素貞替夫伸冤，附図一頁〉

〈凋素貞替夫伸冤，書眉附図＞

〈九度文公十度妻，附図一頁〉

〈書眉附図＞

cf．有説明

cf．有広告

〈上冊一～六回，附図一頁〉

〈下巻七～十二回，附図一頁〉

〈双金榜〉

〈讃香女巽瓜，貞孝伝，附図一頁〉

〈附図一頁＞

〈書眉附図＞

〈看灯記＞

〈沈香救母，附図一頁＞　　　　　　　　cf．陳徳

〈沈香救母，書眉附図〉

〈沈香救母，書眉附図＞

〈附図一頁〉　　　　　　　　　cf．仁貴征東→

〈桃花配〉cf．「民国初開万物新，五族共和各文明」

〈包公遇后〉

〈包公遇后〉
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8
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8
8
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5
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1
1
1
1
1
1

仁濾録
包公出世

仁貴征東

目連救母

何坤抄家

　〃
前珍珠塔

後珍珠塔

　〃
後梁出泊

蓑樵搦渡

陳英売水

　ノノ

荘子戯妻

劉全進瓜

羅通掃北

羅英訪賢

　〃
藍橋相会

鴬寄孝母

　〃
八虎閲幽州

九郎官借馬

　　ノノ

九郎官請神

　　〃

　　〃

大審双玉鍋

五鼠騰
包公斬国舅

腿
墨
⊥
⊥
⊥
擁
⊥
鰍
誰
十
⊥
⊥
⊥
⊥
腿
雛
〃
一
馨
⊥
〃
⊥
〃

擁
（協成）

劉徳記

包公斬曹国丈

呉漢三殺妻

　　〃

張三姐思凡※

　　〃　　　※

秦雪梅弔孝

　　〃

劉子英打虎

十二寡婦征西

　　〃
大清伝荷包記

　　〃
干龍江伸冤記

李齢昌伸冤記

　
　篠
擁
〃
畿
擁
⊥
羅
〃
⊥
擁

頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁

4
2
1
2
9
8
2
2
4
2
1
4
4
0
2
2
4
8
8
7
5
1
9
9
1
1
1
2
2
2
9
7
6
9
9
6
0
3
9
2
3
3
9
2

2
1
1
1
　
　
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
　
　
　
　
1
1
　
　
1
1
1
1
1
1
　
　
1
　
　
2
2
2
　
2
1
1
　
1

〈上下冊，包公遇后，書眉附図＞

＜附図一頁〉

〈三世得道＞

〈青龍伝，附図一頁〉

〈嘉慶私訪桂花城＞

〈九松亭〉

〈頗麟豹〉

＜麟麟豹，書眉附図〉

〈附図一頁＞

〈附図一頁〉

〈売水記＞

〈売水記＞

〈大壁棺〉

〈借屍還魂＞

cf．→丁山征西

cf．参061珍珠塔

cf．梁山泊→

cf．原本重編，潤書

〈書眉附図〉

〈巻上水漫藍橋，巻下二世姻縁，附図一頁〉

〈附図一頁＞

＜書眉附図〉

〈附図一頁〉

〈附図一頁〉

〈附図一頁＞

〈附図一頁〉

〈法門寺＞

〈書眉附図〉

〈還魂記＞

〈附図一頁〉

〈書眉附図〉

〈上下冊，三元記，書眉附図＞

〈上下冊，三元記，附挿図二面＞

〈上下巻，義侠伝，附図一頁＞

〈附図一頁〉

〈書眉附図〉

〈劉鋪私訪，荷包記＞

〈劉鋪私訪，荷包記〉

cf．楊家将故事

cf．参090

cf．参075

cf．参153

cf．重編官話

cf．楊家将故事

cf．楊家将故事

一47一



10－167

10－168

10－169

10－170

6－090＃

9－152＃

10－171

10－172

10－173

10－174

10－175

10－176

10－177

10－178

　附録

李銃昌伸冤記　椿蔭

李銃墨偉冤記　塊蔭

李栄春僧軽記　椿蔭

　　〃　　　　　　　〃

金牡丹双包記　　〃

　　〃　　　（協成）

張四姐蘭東京　椿蔭

　　〃　　　　　　　〃

　　〃
劉状元得勝記　椿蔭

　　〃　　　　　　　〃

　　ノノ　　　　　　〃

龍官保女大王　　〃

魏五郎遊地府　　〃

頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁

2
8
0
0
6
3
1
1
7
2
2
2
2
1

1
　
1
1
1
　
　
　
1
1
　
1
　
1
1
1
　
1
1
1

〈開封府，附図一頁〉

〈双包記，書眉挿図〉

〈附図一頁〉

〈附図一頁〉

〈附図一頁〉

＜附図一頁＞

cf．与093練鶯記略異

　　　　cf．有広告

4－058

6－094

6－098

6－105

6－1G6

9－156

9－157

二十四枝花　　椿蔭

女自家十盃酒　　〃

二十四月疾迷　　〃

鴉片煙歓五更　〃

　　〃　　　　　　〃

姻花女自嘆　　　〃

　　〃　　　　　　　〃

1頁　下河調

1頁

1頁

1頁

1頁

2頁　子弟書

2頁　子弟書
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中央研究院歴史語言研究所附属傅斯年図書館所蔵

　　　　　　　　　　　石印鼓詞札記（其一）

1－001九人頭　上下巻二冊

　表紙（彩色）呉大人私訪九人頭巻上（下）上海協成書局印行

　　　（上）　春龍落第投江　妬姦刀傷二命　図財推人下井　買頭反成鉄案

　　　（下）　縄督探訪監牢　大紅案発逮捕　長発出首鳴冤　一干悪棍伏法

　上図下文

　本　文　題　校正呉大人私訪九人頭奇案全伝巻上（下）16×（7×4）

　附　　　記　巻下表紙有上海山海関路六昌印書館五彩印刷所承印十八字。

上下巻二冊

呉大人私訪九人頭上（下）巻上海椿蔭書荘発行　開設閲北新民路中

春龍落第投江　妬姦刀傷二命　図財推人下井　買頭反成鉄案

練督監牢訪案　大紅案発被捕　長発鳴冤出首　悪棍難逃伏法

絵図呉大人私訪九人頭巻上（下）24×（7×7）

巻下無絵図，本文題也無絵図二字，与001略異。乾隆年間湖北嚢陽谷城県南門外

楊家村発生的連累員外孜子楊春龍的殺人案。

襯
8
描
記

2
紙

oo

　
　
図
本
附

r

1－003九更天〈渡釘板，金環記〉

　表紙（薄朱）義僕救主渡釘版九更天　上海椿蔭書荘発行

　　　　　　　因探病調笑成姦　割妻首代充淫婦　害近貴強姦殺捜　審近貴交頭定案

　　　　　　　渡釘版替主伸冤　斬冤犯夜打九更

　本　文　題　新刻義僕救主渡釘板九更天金環記全本28×（7×8）

　附　　　記　弘治年間杭州発生的犯案。主人公是米員外第二子米近貴・

　引　　　用　編書要編忠孝伝　勧化良民学前賢　世間万悪淫為首　百善還是孝為先

　　　　　　　為人須要学忠孝　節義廉恥四字全　説節義来唱節義　去開閑文唱正篇

　　　　　　　　　　　　　　選定吉日来祭祖　三牲祭礼供墳堂　一家大小来脆下

　　　　　　　祝告呉氏謝恩人　現今小児成長大　送他攻書諦文章　祭祖回家排香案

　　　　　　　一家大小謝天神　米府禍中得了福　一家団円過光陰　只勧世人要行善

　　　　　　　行兇作悪没収成　要学成義和至宝　莫学花曙与小連　好淫犯法神豊察

　　　　　　　害人還是害自身　編成一部金環記　留在人間勧世文

1－004二度梅〈陳杏元和番＞　八巻四冊

　表紙（薄朱）二度梅陳杏元和番巻一（二，三，四）上海椿蔭書荘発行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一49一



陞任都察院　立志滅好臣　直諌遭謙裂　義僕替主死

陳府避難　梅開二度　謳真献策　和番報仇

杏元尽節　江魁捻親　求楽反苦　因禍得福

春香楡銀　良玉得病　金銀重逢　良玉辞婚

一
二
三
四
葉
題
記

巻
巻
巻
巻

　
　
　
　
一
文

　
　
　
　
図
本
附

題　新編時調説唱二度梅初集巻之一26×（7×60r47）

記　各冊表紙上写巻一（二，三，四），而巻頭写巻一（三，五，七）。表紙上的四句構成

　　二対句而以一対句為一巻，但柱上葉数各冊一貫到底。

用　陞任都給事　立志滅好臣（題目）詩日……話説這部奇書出在大唐繍宗年間，江

　　南常州府，有一清廉正直之臣，姓梅名魁字伯高……

弓
1

1－005，006八宝山

　表紙（薄朱）　大宋包断八宝山　上海椿蔭書荘発行

　　　　　　　劉小姐進香　李夫人帯兵　開封府査妖　孫行者闘法

　本文題新刻八宝山
　附　　　記　八宝山是劉志公起造廟宇的山名。

　引　　　用　風吹河北岸　雨洒向陽城　会説古今伝　須読孔聖文。愚下稟告衆位名公小書一

　　　　　　　本，出在宋朝。只因西天外有三尊古仏，両労有十八羅漢，東辺一尊羅漢，名叫劉

　　　　　　　志公，有万夫不当之勇。三尊祖仏打睡去了。他盗了金花拐杖，擾開雲頭一看。束

　　　　　　　京城内花花世界，美景非常，婦女生得十分美貌，不免購師父，下了凡塵，起造一

　　　　　　　所廟宇，招他五百徒弟，携些良民女子，好不快楽也。

働酪
侠

く

繍像小西唐全伝23×（7×60r48）

書騨名不詳。

青雲瀞砂紫雲現　大唐大宗登金殿　十二才官造見鯨　書名叫作西唐伝。題詞言

過，内引半部西唐伝的故事。説的是太宗，民順国安，那些年遭功動，倶已下世。

只因西涼王反辺，秦山控了帥印，一同英国公魯国公保衛太子李智，前去出征西。

唐
紙
葉
題
記
用

西
￥
　

一
文

例oo

図
本
附
引

r

1－008，009三孝記〈姜安安送米＞

　表紙（薄朱）　姜安安送米三孝記　上海椿蔭書荘発行

　　　　　　　姜姑進識　姜詩休妻　安安孝母送米　三春孝姑奉魚　安安点元　三孝団円

　本文題改良姜安安送米三孝記全本28×（7×80r63）

　引　　　用　自古聖賢教忠孝　暦朝史鑑有明文　請看西漢姜文進　平帝年間進士身

　　　　　　　籍貫四川成都府　錦州徳陽姜家村　一生富貴享不尽　万貫家具撫比論
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出入安童騎駿馬　呼奴使碑不必論　嬰房妻子陳氏女　魚水和倍過光陰

夫妻好合有数載　鉄少香姻後代根　二人同心来向善　只吃長斎不動輩

神壇古廟多修飾　要求香姻後代根　夫妻求子三年正　香姻練紗透天門

感動天主張大帝便問六丁六甲神太白金星忙啓奏文進乏嗣把香焚

玉皇聞奏忙伝旨　即差孝星下凡塵　太白金星領了旨　送到姜家倣子孫

…… 　　　　　為人要学姜詩子　順母休妻顕孝名　要学三春多行孝

被逐不恨婆婆身　後封一品節孝婦　牌坊高竪至今存　要学七歳安安子

送米養母留孝名　莫学姜姑起　意　暗害姜家母子個　使人妻離並子散

後来熱油受重刑　看来善悪終有報　不曽差錯半毫分　此書名為三孝記

刊刻留与後人断　知音君子買一本　忠孝二字勧化人　完

1－010三孝記〈姜安安送米＞

表紙姜安安送米三孝記
　　　姜姑離間　逼子休妻　積米尽孝　奉旨迎親

図一葉
本文題新刻三孝記姜安安送米全進23×（7×60r47）

附　　　記　書舜名不詳，有与1－007為同一書騨出版的可能性。表紙下辺有醇字。内容与1－008

　　　等略異。
引　　　用　雨順風調歌盛世　河清海曇頒昇平　休唱朝廷多有道　且説一部三孝文

　　　西漢有個姜文進　平帝年間進士身　……　　　　　　此書名為三孝記

　　　刊刻留与后人瞬　少年賑了起孝敬　年老断来勧化人　説書之人加福寿

　　　瞬書之人福禄増　知音君子存一本　以便説与后人瞬

1－011大香山〈観音出家大香山＞

表紙（薄朱）大香山全本　上海椿蔭書荘発行

　　　三公主出家　火焼白雀寺　観世音遊地府　刺眼晴医父病

　　　大香山得道　救度衆尼僧

本文題新刻観音出家大香山全本28×（7×80r63）

附　　　記　本文有七字句、十字讃、散文。似為宝巻。

1－012大香山く観音出家大香山＞

表紙（彩色）　大香山全本　上海協成書局

　　　三公主出家　火焼白雀寺　観世音遊地府　則眼晴医父病

　　　大香山得道　救度衆尼僧

上図下文

本　文　題　新刻観音出家大香山全本24×（7×50r39）

附　　　記　本文有七字句、十字讃、散文。似為宝巻。最後一図有鰻雲画社作五字。
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1－013下南唐〈高倹保一下南唐〉

　表　　　紙　改良高侯保一下南唐　劉金定作法戯侯保　上海椿蔭書局発行

　本文題絵図下南唐巻一26×（7×8）

　附　　　記　表紙無細目，本文無絵図，無散文。

1－014下南唐〈劉金定二下南唐〉

　表紙（薄朱）　劉金定二下南唐　上海椿蔭書荘発行

　　　　　　　干妖道二次興兵　劉金定陣前喪命　太乙真人捉洪妖　鄭鳳卿寿州招親

　本　文　題　劉金定二下南唐　鄭鳳卿寿州招親28×（7×8）

　附　　　記　本文無散文。

1－015下南唐〈楊七郎三下南唐＞

　表紙（薄朱）　楊七郎三下南唐　上海椿蔭書荘発行

　　　　　　　干道人三次興兵　楊七郎金殿挙鼎　柴素貞練楼招親　播相府大郎被害

　　　　　　　七狼鎗挑四猛将　金定還魂捉干洪

　本文題劉金定三下南唐楊七郎槍挑四将28〉ぐ（7×8）

　附　　　記　本文無散文。

1－016下南唐〈劉金定四下南唐＞

　表紙（薄朱）　劉金定四下南唐　上海椿蔭書荘発行

　　　　　　　劉金定掛帥印再（？）彬斬決無論劉金定中飛刀高翠屏捉紅妖

　本　文　題　劉金定四下南唐26×（7×8）

　附　　　記　本文無散文。

2－017，018小祭祖〈金槍伝，両狼山〉

　表紙（薄朱）　両狼山小祭祖　上海椿蔭書荘発行

　　　　　　　老令公顕霊託夢　楡祭祖楊宗保盗令　韓翠屏用法檎五将　余太君請旨発兵

　　　　　　　両狼山楊家被困　楊楼子変猫戯翠屏　殺番兵救出五兄弟　両狼山楊家祭祖

　本　文　題　改良金槍伝両狼山小祭祖全本25×（7×7）

　附　　　記　本文無散文，詩也只有一首。

　引　　　用　紫金熔内把香焚　祈講金槍伝上人　説起這部金槍伝　出在天波大府門

　　　　　　　　　　　　　　此回不過小祭祖　大祭還要大交兵　一来排風病未好

　　　　　　　二来此書根又深　還要大破陰兵陣　大祭祖上再表明

2－019小祭祖〈金鎗伝，両狼山〉

　表紙金鎗伝両狼山小祭祖上海聞北蒙古路協成書局印

　　　　　　　老令公顕霊夜託夢　楡祭祖宗保盗令箭　韓翠屏法檎五小将　余太君請旨発救兵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一52一



両狼山前楊家被困　楊楼子変猫戯翠屏　敗番兵救出五兄弟　両狼山楊家祭祖螢

上図下文

本　文　題

附　　　記

不詳（巻首二葉訣）23×（7×3）

巻末有民国八年春二月上海文益書局印行益幼雑字（中西絵図）的広告。

2－020，021大祭祖〈楊排風掃北〉

　表紙（薄朱）　楊排風掃北大祭祖　上海椿蔭書荘発行

　　　　　　　鵬飛搦陣　嚇死倭子　排風借宝　破陰兵陣

　本文題楊排風掃北大祭祖25×（7×7）

引 用　金櫨又把宝香焚

一対鳳燭左右分

龍香点起透天廷

賜下八姐救老身

還有孫孫一衆人

金銀紙馬火中焚

又開道場超亡魂

功成完満転府門

今日将軍享太平

去従卓魁大師君

北国幽州総投誠

福寿康寧万万春

大宋伝流直到今

還請金鎗伝上人

万歳龍牌当中供

家将収拾斉全了

将身脆在将台上

北番不是八姐去

総在将台三叩首

太君請到将台下

超度陣亡兵和将

将台折殿不須説

独有宗登人一介

日後下山回帥府

書中何必多煩現

外国年年来進宮

這回提起金鎗伝

紫金櫨内生祥雲

相請余老太君身

要謝凌雪張玉君

急得干戎定太平

拝謝天庭諸位神

演戯三台謝神明

各升三級総為神

軍兵同享太平春

拝別祖母入山林

更比前番武芸深

大宋楊家有功臣

先到天波大府門

単表番兵韓翠平

時新果品色色有

孫児扶住将台上

多蒙大帝来保佑

金花銀花井児嬉

拝罷了時平身起

今日心願完満了

金銀紙錠無其数

太平本是将軍定

伍往巫山去学道

楊氏英名伝天下

余老太太長不老

忠孝節義金鎗伝

2－022大祭祖〈楊排風掃北〉

　表紙楊排風掃北大祭祖上海間北協成書局印行

　　　　　　　鵬飛姐搦陣　嚇死楊倭子　楊排風借宝　大破陰兵陣

　上図下文

　本文題絵図楊排風掃北大祭祖全本23×（7×3）

　附　　　記　其中出現孫行者、紅孜児。

2－023下関西

　表紙（薄朱）

題
記
用

文
本
附
引

乾隆皇帝下関西　上海椿蔭書荘発行

鳳鳳城乾隆遇難　五王俣陥鍋底牢　騎泥馬官保進京

改良乾隆下関西鳳鳳城私訪陳監生全本28×（7×8）

本文無散文。乾隆故事。

日落西山又転東　勧人行善莫行凶　覇王江山今何在

闘法宝黄花傷身

韓信功労一場空
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長長短短家常事

清明時節雨紛紛

借門酒家何庭有

閑談幾句言帰正

是是非非庭庭同

魯蓬和尚去遊春

武松酔打蒋門神

関西伝上表能人

今日不知明日事

林沖要奔梁山去

若門宋江家何庭

若要問起関西伝

人争閑気一場空

路上行人欲断魂

牧童遙指杏花村

先表当今聖主人

西
紙

関下　02狂

上図下文

本　文　題

附　　　記

乾隆皇帝下関西　上海協成書局印行

鳳鳳城乾隆遭大難　五王爺俣陥鍋底牢

泥馬渡官保北京報信　闘法宝黄花老母傷身

改良乾隆下関西鳳鳳城私訪陳監生全本28×（7×4）

其中出現紅弦児。

2－025下関西

　表　　　紙

　本　文　題

乾隆皇帝下関西　錫金公所西首松成里二衡婆記書荘石印

新刻下関西巻全19×（7×6）

西
細
題
記

雛
文
02

本
附

塞

新刻下関西巻全19×（7x6）

表紙無文字，本文無散文。巻末有定価銅元四枚六字。

2－027下関東〈渡龍橋，困龍伝＞

　表紙（薄朱）　乾隆皇帝下関東　上海椿蔭書荘発行

　　　　　　　童三虎槍女戦殺多命　陸遽雲写状進京叩閣

　　　　　　　迷魂山捉獅子怪　砲洪山得太平妃　渡龍橋君臣遭難　紫金城国太発兵

　　　　　　　女将闘法宝三軍大戦　春（奉）旨抄童家人心大快

　本文題重編官話乾隆下関東渡龍橋私訪童三虎困龍伝全本30×（7×8）

　附　　　記　本文無散文。乾隆故事。

2－028下関東

　表紙（彩色） 乾隆皇帝下関東　上海協成書局印行　上海山海関路元昌印書館五彩印刷所承印

童三虎槍良女戦殺多命　陸遽雲写血状進京叩閣

迷魂山捉掌獅子怪　砲洪山喜得太平妃　渡龍橋君臣遭大難　紫金城国太発救兵

女将闘法三軍大戦　童家抄斬大快人心

上図下文
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重編官話乾隆下関東渡龍橋私訪童三虎困龍伝全本21×（7×5）

鉄末二葉。

題
記

文本
附

2－029手巾記

　表紙朱金蓮焼香手巾記上海椿蔭書局印行

　　　　　　姜楚秀焼香遇小姐　贈手巾暗中留情　放走金蓮焼死秋菊　文進被害牢中受苦

　　　　　　妹救兄絶庭逢生

改良朱文進焚屍救妹手巾記全本20×（7×60r46）

不唱前朝並後漢　不談古来不論今　析唱我朝朱太祖　大明国内出明君

前後相伝十七帝　崇禎万歳楽太平　不唱君王多有道　且唱一本是新文

　　　　　　　　今日一家団円会好似枯木又逢春等伽外甥升官職

一同回家祭祖墳　編成一本手巾記　崇相（禎）年間一新文

葉
題
用

一
文

図
本
引

2－030太平記

　表　　　紙　李雲夫婦下柳州得勝太平記　上海椿蔭書荘発行

　　　　　　　帯家丁打猟　打揺台招親　力誉（挙）千斤石　掛帥下柳州

　　　　　　　馬尖雲救夫　大破金鎖陣

　本文題新刻李雲夫婦下柳州得勝太平記全本27×（7×7）

　附記本文無散文。
　引　　　用　編書之人費心勤　忠孝伝世衆人瞬　清朝有名李雲将　家住燕山上北京

上下巻二冊

穆桂英大破天門陣上（下）

孟良盗金刀　李勇梅連破三陣　焦松大破太歳陣　白虎陣六良（郎）喪命

殺寮花張豹報仇　万全仙救駕討封　五陣斉問点五将　破喪門懐女認夫

新刻楊六郎二気（次）還魂穆桂英大破天門陣19×（7×5）

書騨名不詳（協成書局欺）。上巻中有上下，下巻中也有上下。巻頭有詩，常々以話

説二字開始。穆桂英故事。

蜷
8
憶
記

2－031天

　表紙（

上図－

本文
附

2－032六明球く巧合姻縁〉　四巻四冊

　表　　　紙　巧合姻縁六明珠巻一（二，三，四〉　上海椿蔭書荘発行

　　　巻一　黄泥崩悪僕害主　都堂府仮婿招親　毛凱子黒夜盗墓　郡九成還魂重生

　　　　　　　察耀怒打郡九成　劉埼大圏都堂府

　　　巻二　公子花園会小姐　悪僕繍房殺嬌妻　被難人偏遇繭馬　悪家奴又害主人

　　　　　　　一女双接両家茶　劉埼二打都堂府
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一一巻

巻四

本　文　題

附
引
記
用

張夫人追赴劉埼　劉侠士怒打不平　被控告察耀進京

珍珠嶺劉埼招親　察月紅奉旨和番

柳夢蘭強姦被殺　郡九成巡按出京　征北番楊玉掛帥

劉埼上陣中飛刀　騰雲沙場闘法宝　劉青賊夜半行刺

絵図巧合姻縁六明珠巻一（二，三）25×（7×70r55）

改良巧合姻縁六明珠巻四

本文無絵図。

（巻二）唱到此庭歓一歌，下一本再表都堂点雄兵。

献美人劉青設計

察月紅夫婦団円

楊元帥得勝回朝

　
楼
　
楼
目

　
明
　
明
細

　
月
　

月
無

楼
紙
醐
題
記

明
面
文

謂
　
二

〇3

図
本
附

狂

引 用

北京学古堂発行

絵図月明楼巻一

表紙無細目。四巻而只有一本文題。書本較小，常用言一回三字和西江月詞牌。巻

四末有「要知他二人誰勝敗，下回書裡接前言」十五字，拠此似還有続集。康煕故

事。

閑言余又過，内有古段相随，明公尊坐，再瞬下回拙口唖燥慢慢的道来。言一回，

一言説罷売麺事，男正鼓板唱正書。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　待続
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石印鼓詞研究（其一）
　　　　　大塚秀高

中央研究院歴史語言研究所附属傅斯年図書館所蔵

　　　　　　　　　　　　　　　石印戴詞目録

　　凡例
　以下は、台北にある中央研究院歴史語言研究所附属傅斯年図書館所蔵の「石印鼓
詞」を、同館の目録草稿にもとづきつつ私見によって変更を加え、調査によってえ
た知見を附記し、書誌学的な情報を見やすくするなどし、これに続く札記の目次の
役割をも兼ねるよう工夫し著録した所蔵目録である。もとづいた目録草稿にっいて
は別に起稿する予定の拙文にゆずり、ここでは本目録に施した工夫にっき簡単に述
べておくことにしたい。
　まず函冊だが、これにGS（鼓詞石印の略号）を附したものが傅斯年図書館の図
書請求番号となる。これは目録作成にあたって附した整理番号がそのまま請求番号
となったものであって、その際の原則は、対象となる作品を三字名のもの、四字名
のもの等に分け、それぞれのなかで字画（繁体字）の少ないものから並べる．という
ものであるが、整理番号であったため厳密に原則が追求されたわけではなかったし、
複数の作品を同一冊に収めるものがあったため、一部に混乱と脱落が見られる。本
目録の作成にあたっては、脱落を補い混乱を可能な限り正したが、原則からの逸脱
を承知しつっ、敢えて正さなかった部分もある。なお、・函冊番号のあとの＃は同一
番号のもとに複数の作品が収められていることを示し、※はその一方がここでいう
鼓詞以外の作品で、本目録末尾の附録部分に収められていることを示している。
　作品名は次項の書騨の違いに応じて書体等を変えて示した。最も多い明朝体は椿
蔭書荘（または椿蔭書局）により、向抜きは協成書局により石印出版されたことを
示している。この二つの書騨以外から印行された作品にっいては作品名に網iカ§織を、
書騨名すら不明のものは作品名を太字とした。書騨名欄の下線はその作品がテスト
として他と重複せず、今後の研究対象となることを示している。なお、備考欄の下
線はこれと異なり、それが調査未了の事項であることを示している。

函冊
1－001

1－002

1－003

1－004

1－005

1－006

1－007

1－008

1－009

1－010

1－011

1－012

1－013

1－014

1－015

1－016

2－017

2－Ol8

2－019

2－020

名
頭
天
梅
山
唐
記
山
唐
　
祖
祖

品
人
〃
更
度
宝
〃
西
孝
〃
〃
香
〃
南
〃
〃
〃
祭
〃
〃
祭

作
九
九
二
八
小
三
　
大
下
　

小
　
大

書騨名　頁数
協．成　　48頁

盤蔭　　19頁
〃　　　12頁
〃　　　42頁
〃　　　9頁
〃　　　9頁
　　　　22頁
擁　　ll頁
〃　　　11頁
　　　　21頁
捲蔭　　10頁
協成　　18頁
捲蔭　　12頁
〃　　　11頁

L　　12頁
」L＿　　12頁
〃　　　10頁
〃　　　10頁
．協成　　22頁

擁　　10頁

備考
く上下巻、書眉附図〉

〈上下巻、附図一頁〉　　　　　　　cf．与001触
〈濠釘板、金環記＞

〈陳杏元和番、初集四本八巻、附図一頁〉

く西唐伝、附図一頁〉

く姜安安送米〉

〈姜安安送米〉

〈姜安安送米、鯛一頁〉　　　　　cf．与008略異

〈観音出家大香山〉
〈観音出家大香山、韻附図〉

〈巻一、高侯保一下南唐〉

〈巻二、劉金定二下南唐〉
〈巻三、楊七郎三下南唐〉

〈巻四、劉金定四下南唐〉

〈金槍伝、又名両狼山〉　　　　　cf．大祭祖→

〈金槍伝、又名両狼山〉　　　　　　r以降撒
〈金槍伝、又名両狼山、鰭二頁、書馴図〉cf．民国八年

〈楊排風掃北〉　　　　　　　　　cf．→小祭祖

1



2－021　　〃

2－022　　〃
2－023　下関西
2－024　　〃
2－025

2－026　　〃
2－027　下関東
2－028　　〃
2－029　手巾記
2－030　太平記
2－031天門陣
2－032　六明珠
2－033　月明：棲

3－034　王家洲
3－035　　〃
3－036　　〃

3－037分祐記
3－038　　〃
3－039　白扇記

3－040玉堂春
3－041　玉帯記
3－042　白蛇伝
3－043　　〃
3－044　牙痕記
3－045　　〃
3－046　合同記

3－047　　〃

”
髄
雛
鯉

4－048　血炮記
4－049　李三娘

4－050何文秀
4－051　李彦貴
4－052　孝灯記
4－053　　〃
4－054　　〃

4－055　　〃

4－056　花仙果
4－057　昇仙伝
4－058　咬舌記※

杢059　紅風伝
4－060・．・．・．グ：

4－061珍珠塔
4－062　重婚配
4－063　　〃

4。064　紅連保

4－065紅灯記
5－070＃姻縁記
4－066　孫二娘

5－067海州記

　
　
　
　
タ
　

一擁

擁
壷
擁
蜷
擁
”

一
雛
擁
”
”
”羅
雛

頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁

0
4
2
4
4
5
4
8
9
1
4
4
9
2
2
9
9
4
9
4
1
1
4
2
7
7

1
2
1
2
2
2
1
2
　
1
2
4
4
1
1
1
　
2
　
2
1
1
2
2
4
4

協威　　96頁

盤蔭　　20頁
－＿　　12頁
∠L＿　　12頁
∠L＿　　10頁
乙＿　　13頁
協威？　24頁

＿　　26頁
　　　　15頁

盤蔭　　11頁
』L＿　　11頁
』L＿　　8頁
∠L＿　　13頁
劉徳記　13頁
幽　　24頁
＿　　12頁
　　　　10頁
擁　　21頁
－＿　　24頁
乙＿　　7頁
－＿　　10頁
∠L，　10頁

く楊排風掃北〉

〈楊排風掃北、書眉附図〉

〈書眉附図〉

〈濃龍橋、困龍伝〉
〈麩題、書眉附図〉

〈附図一頁〉

〈上下巻、書眉附図〉

〈四巻、巧合姻縁〉
〈四巻、附図二頁〉

〈附図一頁〉

〈龍髪麺、糖一頁〉

〈龍髪麺〉

cf．乾緻事

、cf．乾鰍事、重縮話

cf．雛英故事

cf．非064
cf．康熈故事

〈上下巻〉

〈白馬駄屍、魎〉
〈盗仙草、雷峰塔〉
〈盗仙草、雷峰塔、書眉附図〉

〈上下巻、瓦車蓬〉

〈上下巻、書眉附図〉　　　　　cf．与044略異、砿告

〈四巻二十一回、王清明合同記、附図一頁〉

　　　　c　f．1－5、6－10、11－15、16－21、編訳官話

〈四巻二十一回、王清明合同記、書眉附図〉

　　　　　　　　　　　　cf．鰍購、重縮話
〈上下巻〉

〈白兎記、又名磨房相会〉
〈何文秀唱道情〉
〈売水記〉

〈王月英孝灯罵灯記、附図一頁＞

〈王月英孝灯罵灯記、書眉附図〉

〈王月英孝灯罵灯記〉cf．与052，053暇、醒働説
〈王月英孝灯罵灯記、附図一頁〉

　　　　　　　　　　cf．与054同一書賭版之藪
〈練球記、魍一頁〉

〈劉文龍求官、附図一頁〉

〈巻上、新絵球記、附図一頁〉

〈巻上、新森球記、附図一頁〉

cf．→鰭球記

cf．爾、有広告

cf．綜球記→

　「、137
〈上下冊、前珍珠塔、九松亭、書朋図〉cf．参136
〈十二回〉
〈綜二頁〉

〈上下巻、巧合姻縁記．附図一頁〉

〈上下巻、孫継高売水〉

〈両世姻縁記〉

cf．非032

cf．水鰍事

2



5－068　　〃

5－069烏江渡・
5－070＃破肚記

5－071烏金記
5－072　　〃
5－0731，：’〃』∵，

5－074烏盆記
5－075＃　〃

5－076　茶碗記

5－077草鮭記
5－078＃梁山伯

5－079梁山伯
5－080　陳子春

5－08難郭三娘
5－082＃郭三娘
5－083　殺子報
5－084　陳世美
6－085　斬老龍
5－086　釣金亀
6－087　　〃
6－088　黄氏女
6－0891・1：li』垣：IP◇

6－090鉢開封府
6－091　買嫁粧
6－092　　〃
6－093　　糸糸鷺記

6－094　葛丁香※
6－095　遊地府

　　　①胡迫罵閻羅
6－096　　琵琶言己

6－097　　”
6－098　遊蘇州※
6－099　趙天保
6－100　碧玉響
6－101　翠花記
6－102　　鳳園言己

6－103売瓜記
6－104　劉金狗
6－105　売花記※
6－106　　〃　※
7－107　劉責成
7－108』1：1：〃ll』』』

7－109売鍋記
7－110　賢良伝
7－111　　”
7－112　韓湘子

7－113　双花記
7－114　　〃

7－115　　〃
7－116　繍針記

7－117双銀記

”
璽
騨
離
擁
”
”
盤
”
麗
”
一

頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁

0
1
6
0
8
8
0
5
9
0
4
7
2
6
9
0
0
0
0
0
3
3
6
0
4
0
9
9

1
1
　
1
1
1
1
1
　
1
2
4
1
　
　
1
2
1
1
1
1
1
　
1
2
2

〈小清官、附図一頁〉

く附図項〉

〈王小姐烏金記、附挿図〉

〈王小姐烏金記、書眉附図〉

〈王小姐烏金記〉

く附図一頁〉

〈附図一頁〉

〈双冠（官）詰〉

〈上下巻〉

〈上下巻、書眉附図〉

（龍宮招親、三元記〉

〈書眉附図〉

〈限図一頁上下二段〉

〈上下巻、附図一頁〉

cf．与071，072略異

cf．与074略異

cf．有広告、→後梁山伯

　　cf，→後梁山伯

〃

　

ア〃　　　　　　　〈遊地府対金剛、附図一頁〉
櫨蔭　　　　　　〈遊地府対金剛、附図一頁〉　　cf．民国二年季夏、有広告

捲蔭　　　　　〈五鼠闇東京、附図一頁〉　　　　　　cf．参152

〃　　　　　　〈張祥買嫁粧、伸冤記〉
協．成　　　　　　〈張祥買嫁粧、伸冤記、書眉附図〉　cf．銭氏戎福庚手著

　　　　　　　く上巻、大囲賢関鎮、稲二頁〉cf．与177舘徽妊略異

捲蔭　　　　　〈戒指記〉
　　　　　　　〈正忠伝〉
②胡迫遊十八層地獄〈附図一頁〉③全本遊地府　④胡迫打秦檜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cf．脚題
離
擁
”
”
”
7
”
一
”
7

”
継
”
　
　
　
　
　
　
　

髄
羅
”
盤
越

　
　
　
　
　
　
（

頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁

1
4
8
0
8
4
0
8
2
9
9
4
1
9
2
4
8
2
2
4
2
1

1
2
　
1
1
2
1
　
1
　
　
2
1
　
1
2
1
1
1
2
1
1

〈附図一頁〉

〈書則図〉

（綜羅帯、周天保、附図一頁〉

〈八回、団円記〉

〈上下巻〉　　・
〈上下巻、附図一頁〉

〈包断劉金狗〉
〈上下巻〉

〈上下巻〉

〈金鋤記、書眉附図〉

〈金鋼記、附図一頁〉

〈附図一頁〉

〈潟素貞替夫伸冤、附図項〉

〈凋素貞替夫伸冤、書朋図〉

〈九度文公十度妻、附図一頁〉

く書眉附図〉

〈上冊一～六回、附図一頁〉

cf．r明代留伝到如今」

　　cf．魎井書

cf．有調

cf．砿告
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7－117・i．：．グ1∵’

7－118　羅巾白記・

7－119　諏香女
7－120　薬茶記
7－121　　〃
7－122　厳差傘
7－123　宝蓮灯
7－124　　〃
7－125　　〃

8－126　丁山征西
8－127　三笑姻縁
8－128　仁宗認母
8－129　　〃

8－130　　”
8－131　包公出世
8－132　仁貴征東
8－133　目連救母
8－134何坤抄家
8－135　　〃
8－136　前珍珠塔
8－136　後珍珠塔
8－137　　〃
5－078＃後梁山1伯
8－138　蓑樵搦渡
8－139　陳英売水
8－140　　〃
8－141　荘子戯妻
8－142　劉全進瓜
8－143　羅通掃北
9－154＃羅英訪賢
9－155＃　　　ノノ

8－144　藍橋相会
5－081＃鶯寄孝母
5－082＃　　　ノ1

9－145　八虎間幽州
9－146　九郎官借馬
9－147　　〃
9－148　九郎官請神
9－149　　〃
9－150　　〃
9－151　大審双玉金蜀

9－152＃五鼠岡来京

9－153包公斬国舅
5－075＃包公斬曹国丈
9－154＃呉漢三殺妻
9－155＃　　　ノノ

9－156

9－157

9－158

9－159

9－160

張三姐思凡※

　〃　　　※
秦雪梅弔孝
，・1

　
P
『
．

劉子英打虎

太成　　11頁

擁　　12頁
〃　　　8頁
」L＿　　12頁
（逓成）　24頁

擁　　8頁
〃　　　11頁

髄　　24頁
〃　　　24頁
捲蔭　　11頁
〃　　　10頁
〃　　　10頁
〃　　　10頁
塊成　　24頁
擁　　12頁
乙二　　11頁
－＿　　12頁
」L＿　　9頁
　　　　　8頁
擁　　12頁
－＿　　12頁
（協成）　24頁

美徳　　12頁
擁　　ll頁
〃　　　14頁
〃　　　14頁
〃　　　10頁
⊥＿　　12頁
－＿　　12頁
〃　　　　4頁
協成　　8頁
揃嚢　　8頁
■＿　　　7頁
協成　　15頁
捲藍　　11頁
」L＿　　　9頁

〃　　　　9頁
∠L＿　　11頁
〃　　　11頁

＿　　11頁
権蔭　　12頁
（協威）　12頁

劉徳記　12頁
　　　　　9頁
撞蔭　　7頁
（協成）　16頁

擁　　　9頁
〃　　　9頁
協威　　26頁
民益　　20頁
捲蔭　　23頁

〈下巻七～十二回、附図一頁〉

〈双金榜〉

〈潭香女巽瓜、貞孝伝、附図一頁〉
く附図一頁〉

〈書眉附図〉

〈看灯記〉’

〈沈香救母、脳一頁＞　　　　　　　　cf．騰
く沈香救母、書眉附図〉

〈沈香救母、書眉附図〉

（蠣一頁〉　　　　　　　　cf．仁貴征束→
〈桃花配〉　　　　cf．「民国翻万物新、五族共和各文明」

〈包公遇后〉

〈包公遇后〉

〈上下冊、包公遇后、書眉附図〉

く附図一頁〉

〈三世得道〉
〈青龍伝、附図一頁〉

〈嘉慶私訪桂花城〉
〈九松亭〉

〈麟麟豹〉

〈麟麟豹、書眉附図〉

〈關一頁〉

〈附図一頁〉

く売水記〉

〈売水記〉

〈大壁棺＞

〈借屍還魂〉

cf．→丁山晒

cf．参061珍珠塔

cf．梁山伯→

c　f．原本重編、潤書

〈書朋図〉

〈巻上水漫藍橋、巻下二世姻縁、鯛一頁〉
〈附図一頁〉

〈翻附図〉

〈附図一頁〉

〈附図一頁〉

〈附図一頁〉

〈附図項〉

〈法門寺〉
く書眉附図〉

〈還魂記〉
〈附図一頁〉

〈書眉附図〉

〈上下冊、三元記、書眉附図＞

〈上下冊、三元記、繍図二面＞

〈上下巻、義侠伝、附図一頁〉

cf，楊家将故事

cf．参090
cf．参075

cf．参105

cf．聾齢
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10－161　十二寡婦征西
10－162　　　　ノノ

10－163　大清伝荷包記
10－164　〃
10－165，干龍江伸冤記
10－166　李硫昌伸冤記
10－167　　〃
10－168☆’丑’：：：：1’．』’・．，甲’

10－169　李栄春僧鞍記

10－170　〃
6－090＃金牡丹双包記
9－152＃　　　／ノ

10－171　張四姐闇東京
10－172　　〃
10－173　　〃
10－174　劉状元得勝記
10－175　　〃
10－176　　〃
10－177　龍官保女大王
10－178　魏五郎遊地府
　附録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

”
羅
”
”
羅
”
羅
”
よ
盤
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

擁
”
”
”
”

9頁　　〈附図一頁〉

22頁　　く書眉附図〉

13頁　　〈劉金庸私訪、荷包記〉

13頁　　〈劉金庸私訪、荷包記〉

9頁

12頁
12頁
18頁
10頁
10頁
6頁　　〈開封府、附図一頁〉

13頁　　〈双包記、翻挿図〉

11頁　　〈附図項〉

11頁　　〈脳項〉
17頁　　　〈附図一頁〉

12頁
12頁
12頁
12頁
11頁　　〈魍一頁〉

cf．楊家将故事

cf。楊家将故事

cf．与093練欝記略異

　　　cf．砿告

4－058

6－094

6－098

6－105

6－106

9－156

9－157

二十四枝花
女自家十盃酒
二十四月疾迷
鴉片煙歓五更
　　
姻花女自嘆
　〃

擁〃
〃

〃

〃
〃
一
〃

調
　
　
　
　
書
書

河
　
　
　
　
弟
弟

下
　
　
　
　
子
子

頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁

1
1
1
⊥
－
「
↓
2
n
乙
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中央研究院歴史語言研究所附属傅斯年図書館所蔵

　　　　　　　　　　　　　石印鼓詞札記（其一）

1－001九人頭　上下巻二冊
　表紙（彩色）　呉大人私訪九人頭巻上（下）上海協成書局印行
　　　（上）　春龍落第投江　妬姦刀傷二命　図財推人下井　買頭反成鉄案
　　　（下）　総督探訪監牢　大紅案発逮捕　長発出首鳴冤　一干悪棍伏法
　上図下文
　本文題　校正呉大人私訪九人頭奇案全伝巻上（下）16×（7×4）
　附　　記　巻下表紙有‘上海山海関路元昌印書館五彩印刷所承印’十八字。柱上有
　　　　　　‘一冊’到‘四冊9二字。

上下巻二冊
呉大人私訪九人頭上（下）巻上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中
春龍落第投江　妬姦刀傷二命　図財推人下井　買頭反成鉄案
総督監牢訪案　大紅案発被捕　長発鳴冤出首　悪棍難逃伏法

絵図呉大人私訪九人頭巻上（下）　24×（7×7〉
巻下無絵図。本文題也無‘絵図’二字，与001略異。乾隆年間湖北嚢陽
谷城県南門外楊家村発生的連累員外孜子楊春龍的殺人案。

願
㈱
暑
葉
題
記

九
（
（
（
一
文

2
紙

oo

　
　
図
本
附

r

1－003九更天〈濠釘板、金環記〉
　表紙（薄朱）　義僕救主濠釘版九更天　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中
　　　　　　因探病調笑成姦　割妻首代充淫婦　害近貴強姦殺捜
　　　　　　審近貴交頭定案　濠釘版替主伸冤　斬冤犯夜打九更
　本文題　新刻義僕救主濠釘板九更天金環記全本　28×（7×8）
　附　　記　弘治年間杭州発生的犯案。主人公是米員外第二子米近貴。
　引　　用　編書要編忠孝伝　勧化良民学前賢　世間万悪淫為首　百善還是孝為先
　　　　　　為人須要学忠孝　節義廉恥四字全　説節義来唱節義　去開閑文唱正篇
　　　　　　……　　　　　　選定吉日来祭祖　三牲祭礼供墳堂　一家大小来脆下
　　　　　　祝告呉氏謝恩人　現今小児成長大　送他攻書諦文章　祭祖回家排香案
　　　　　　一家大小謝天神　米府禍中得了福　一家団円過光陰　只勧世人要行善
　　　　　　行兇作悪没収成　要学成義和至宝　莫学花噛与小連　軒淫犯法神塵察
　　　　　　害人還是害自身　編成一部金環記　留在人間勧世文　完

1－004二度梅〈陳杏元和番〉　八巻四冊
　表紙（蘇）　二度梅陳杏元和番巻一（二、三、四）　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民
　　　　　　路中
　　　巻一　陞任都察院　立志滅軒臣　直諌遭謙鐵　義僕替主死
　　　巻二　陳府避難　梅開二度　言匡真献策　和番報仇
　　　巻三　杏元尽節　江魁槍親　求楽反苦　因禍得福
　　　巻四　春香楡銀　良玉得病　金銀重逢　良玉辞婚

　図一葉
　本文題　新編時調説唱二度梅初集巻之一　26×（7×60r47）
　附　　記　各冊表紙有‘巻一（二、三、四）’二字，而各冊巻頭有‘巻之一（三、五、七）’

　　　　　　三字。表紙上四句提綱構成二対句，而以一対句為一巻，但柱上葉数各
　　　　　　冊一貫到底。
　引　　用　陞任都給事　立志滅好臣　詩日……話説這部奇書出在大唐粛宗年問，
　　　　　　江南常州府有一清廉正直之臣，姓梅名魁字伯高……　上巻説的梅公子
　　　　　　忍涙含悲叫高僧　……　　　　　　四巻略表端的事　今将五巻接前因
　　　　　　一　　　　　　六巻略表端的事　七将七巻接前因　……
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1－005、006八宝山
表紙（薄朱）　大宋包断八宝山　上海椿蔭書荘発行　開設悶北新民路中

　　　　劉小姐進香　李夫人帯兵　開封府査妖　孫行者闘法
本文題　新刻八宝山　26×（7×60r47）
附　　記　八宝山是劉志公起造廟宇的山名。
引　　用　風吹河北岸　雨洒向陽城　会説古今伝　須読孔聖文　愚下稟告衆位名
　　　　公小書一本，出在宋朝。只因西天外有三尊古仏，両勇有十八羅漢，東
　　　　辺一尊羅漢，名叫劉志公，有万夫不当之勇。三尊祖仏打睡去了。他盗
　　　　了金花拐杖，擾開雲頭一看。東京城内花花世界，美景非常、婦女生得
　　　　十分美貌，不免購師父，下了凡塵，起造一所廟宇，招他五百徒弟，揚
　　　　些良民女子，好不快楽也。

1－007小西唐〈西唐伝〉

表　紙侠
図一葉
本文題　繍像小西唐全伝　23×（7×60r48）
附　　記　出版書騨名不詳。
引　　用　青雲紗沙紫雲現　大唐太宗登金殿　十二才官造見籐　書名叫作西唐伝
　　　　題詞言過，内引半部西唐伝的故事。説的是太宗，民順国安，那些年遭
　　　　功渤，倶已下世。只因西涼王反辺，秦山控了帥印，一同英国公魯国公
　　　　保衛太子李智，前去出征西。

1－008、009三孝記〈姜安安送米〉　’

表紙（薄朱）　姜安安送米三孝記　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　姜姑進講　姜詩休妻　安安孝母送米　三春孝姑奉魚
　　　　安安点元　三孝団円
本文題　改良姜安安送米三孝記全本　28×（7×80r63）
引　　用　自古聖賢教忠孝　暦朝史鑑有明文　請看西漢姜文進　平帝年問進士身
　　　　籍貫四川成都府　錦州徳陽姜家村　一生富貴享不尽　万貫家財無比論
　　　　出入安童騎駿馬　呼奴使脾不必論　婆房妻子陳氏女　魚水和僧過光陰
　　　　夫妻好合有数載　欲少香姻後代根　二人同心来向善　只吃長斎不動葦
　　　　神壇古廟多修飾　要求香姻後代根　夫妻求子三年正　香姻繧紗透天門
　　　　感動天主張大帝　便問六丁六甲神　太白金星忙啓奏　文進乏嗣把香焚
　　　　玉皇聞奏忙伝旨　即差孝星下凡塵　太白金星領了旨　送到姜家傲子孫
　　　　……　　　　　　為人要学姜詩子　順母休妻顕孝名　要学三春多行孝
　　　　被逐不恨婆婆身　後封一品節孝婦牌坊高竪至今存　要学七歳安安子
　　　　送米養母留孝名　莫学姜姑起　意　暗害姜家母子個　使人妻離並子散
　　　　後来熱油受重刑　看来善悪終有報　不曽差錯半毫分　此書名為三孝記
　　　　刊刻留与後人断　知音君子買一本　忠孝二字勧化人　完
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1－011大香山〈観音出家大香山＞
　表紙（蘇）　大香山全本　上海椿蔭書荘発行　開設關北新民路中
　　　　　　三公主出家　火焼白雀寺　観世音遊地府測眼晴医父病
　　　　　　大香山得道　救度衆尼僧
　本文題新刻観音出家大香山全本28×（7×80r63）
　附　　記　正文以七字句、十字讃和散文構成。似為宝巻。
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1－013下南唐く高俊保一下南唐〉
　表　　紙　改良高俊保一下南唐　劉金定作法戯俊保　上海椿蔭書局発行　開設聞
　　　　　　北新民路中
　本文題　絵図下南唐巻一　26×（7×8）
　附　　記　表紙無提綱。無絵図。正文以七字句和十字讃構成，無散文。
　引　　用　香姻紗砂結祥雲　表起大宋武曲星　七代将門生的子　趙王駕前御外甥
　　　　　　父是銀鎗高懐徳　皇姑美容是母親　小爺名礎字君保　年方二八正青春

1－014下南唐く劉金定二下南唐〉
　表紙（蘇）　劉金定二下南唐　上海椿蔭書荘発行　開設閲北新民路中
　　　　　　干妖道二次興兵　劉金定陣前喪命　太乙真人捉洪妖　鄭鳳卿寿州招親
　本文題　劉金定二下南唐鄭鳳卿寿州招親　28×（7×8）
　附　記無図。正文以七字句和十字讃構成，無散文。

1－015下南唐〈楊七郎三下南唐＞
　表紙（蘇）　楊七郎三下南唐　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中
　　　　　　干道人三次興兵　楊七郎金殿挙鼎　柴素貞練楼招親　渚相府大郎被害
　　　　　　七狼鎗挑四猛将　金定還魂捉干洪’
　本文題　劉金定三下南唐楊七郎槍挑四将　28×（7×8）
　附　記無図。正文以七字句和十字讃構成，無散文。

1－016下南唐〈劉金定四下南唐〉
　表紙（蘇）　劉金定四下南唐　上海椿蔭書荘発行　開設關北新民路中
　　　　　　劉金定掛帥印　再（？）彬斬決無論　劉金定中飛刀　高翠屏捉紅妖
　本文題　劉金定四下南唐　26×（7×8）
　附　　記　無図。正文以七字句和十字讃構成，無散文。
　引　　用　金櫨内把宝香焚　四下南唐表忠臣　太祖皇帝登天下　四海刀兵不安寧
　　　　　　……　　　　．　金定謝恩又啓奏　奏過有道聖明君　臣女翠平未婚配
　　　　　　仙師口分口付配鄭門　鄭家有個長寿保　他与臣女有宿因　天子依奏択吉日
　　　　　　奉旨完姻福満門　長寿翠平将恩謝　文武百官賀良辰　後来夫妻多恩愛
　　　　　　子孫満堂楽万年　四下南唐事已畢　園唱数巻衆人聞

2－017、018小祭祖〈金槍伝、両狼山〉
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両狼山小祭祖　上海椿蔭書荘発行　開設問北新民路中
老令公顕霊託夢　楡祭祖楊宗保盗令
韓翠屏用法檎五将　気太君請旨発兵
両狼山楊家被困　楊倭子変猫戯翠屏
殺番兵救出五兄弟　両狼山楊家祭祖
改良金槍伝両狼山小祭祖全本　25×1（7×7〉
無図。正文以七字句和十字讃構成，無散文，也有詩一首。
紫金燈内把香焚　折講金槍伝上人　説起這部金槍伝　出在天波大府門

…… 　　　　　此回不過小祭祖　大祭還要大交兵　一来排風病未好
二来此書根又深　還要大破陰兵陣　大祭祖上再表明

表紙（薄青）

題
記
用

文本
附
引

2－019小祭祖〈金鎗伝、両狼山〉
表紙（彩色）　金鎗伝両狼山小祭祖　上海關北蒙古路協成書局印

　　　　老令公顕霊夜託夢　楡祭祖宗保盗令箭
　　　　韓翠屏法檎五小将　奈太君請旨発救兵　　　　　　’
　　　　両狼山前楊家被困　楊倭子変猫戯翠屏
　　　　敗番兵救出五兄弟　両狼山楊家祭祖螢
上図下文
本文題　不詳（巻首二葉鉄）　23×（7×3）
附　　記　巻末有‘民国八年春二月上海文益書局印行中西絵図益幼雑字’表紙。

2－020、021大祭祖〈楊排風掃北〉

表紙（蘇）　楊排風掃北大祭祖　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　鵬飛搦陣　嚇死嬢子・排風借宝　破陰兵陣
本文題楊排風掃北大祭祖25×（7×7）
附　　記　正文以七字句和十字讃構成，無散文，也有詩一首。其中出現孫行者、

　　　　紅孜児。
引　　用　金燈又把宝香焚　還請金鎗伝上人　這回提起金鎗伝　単表番兵韓翠坐
　　　　……　　　　　　万歳龍牌当中供　紫金熔内生祥雲　時新果品色色有
　　　　一対鳳燭左右分　家将収拾斉全了　相請余老太君身　孫児扶住将台上

　　　　辮宍醸奮盟築獣舷欝箋響舜蓼籍魏葬髄
　　　　還有孫孫一衆人　総在将台三叩首　拝謝天庭諸位神　拝罷了時平身起
　　　　金銀紙馬火中焚　太君請到将台下　演戯三台謝神明　今日心願完満了
　　　　又開道場超亡魂　超度陣亡兵和将　各升三級総為神　金銀紙錠無其数
　　　　功成完満転府門　将台折殿不須説　軍兵同享太平春　太平本是将軍定
　　　　今日将軍享太平　独有宗登人一介　拝別祖母入山林　働往巫山去学道
　　　　去従卓魁大師君　日後下山回帥府　更比前番武芸深　楊氏英名伝天下
　　　　北国幽州総投誠　書中何必多煩環　大宋楊家有功臣　余老太太長不老
　　　　福寿康寧万万春　外国年年来進宮　先到天波大府門　忠孝節義金鎗伝
　　　　大宋伝流直到今　完

2－022大祭祖〈楊排風掃北〉
表紙（艶）　楊排風掃北大祭祖　上海問北協成書局印行
　　　　鵬飛姐梶陣　嚇死楊楼子　楊排風借宝　大破陰兵陣
上図下文
本文題　絵図楊排風掃北大祭祖全本　23×（7×3）
附　　記　巻末有‘新中華公民課本小学校初級用第一冊’5、6頁一張。

2－023下関西
　表紙（薄朱）　乾隆皇帝下関西　上海椿蔭書昼発行　開設關北新民路中
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鳳風城乾隆遇難　五王瞬陥鍋底牢

騎泥馬官保進京　闘法宝黄花傷身
改良乾隆下関西鳳鳳城私訪陳監生全本　28×（7×8）
正文以七字句和十字讃構成，無散文。乾隆故事而其中出現紅咳児。巻
末有“新中華常識課本教授書小学初級第七冊’139、140頁一張。
日落西山又転東　勧人行善莫行凶　覇王江山今何在　韓信功労一場空
長長短短家常事　是是非非塵庭同　今日不知明日事　人争閑気一場空
清明時節雨紛紛　魯逡和尚去遊春　林沖要奔梁山去　路上行人欲断魂
借問酒家何塵有　武松酔打蒋門神　若問宋江家何慮　牧童遥指杏花村
閑談幾旬言帰正　関西伝上表能人　若要問起関西伝　先表当今聖主人

題
記
　
用

文本
附
　
引

2－024下関西
　表紙（彩色）　乾隆皇帝下関西　上海協成書局印行
　　　　　　鳳鳳城乾隆遭大難　五王爺携陥鍋底牢
　　　　　　泥馬渡官保北京報信　闘法宝黄花老母傷身
　上図下文
　本文題　改良乾隆下関西鳳鳳城私訪陳監生全本　28×（7×4）
　附　　記　巻末有‘言文対照児童尺順巻上上海聞北蒙古路北公益里協成書局印、
　　　　　　綬雲画社’彩色表紙。

錫金公所西首松成里二衡製記書荘石印

19×（7×6）
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2－027下関東〈濠龍橋、困龍伝〉
表紙（薄朱） 謹顯多毒海灘聾嚢窪京職間北新民路中

　　　　　　迷魂山捉獅子怪　砲洪山得太平妃
　　　　　　濠龍橋君臣遭難　紫金城国太発兵
　　　　　　女将闘法宝三軍大戦　奉旨抄童家人心大快
　本文題　重編官話乾隆下関東濠龍橋私訪童三虎困龍伝全本　30×（7×8）
　附　　記　正文以七字句和十字讃構成，無散文。乾隆故事。
　引　　用　自従盤古到如今　歴代興亡記不清　君明臣良民安楽　君王無道出肝臣
　　　　　　出了軒臣専権柄　天下黎民活遭痕　前朝後代都不表　単説前講一段文
　　　　　　……　　　　　　作悪終帰無結果　自古貴人有善根　我勧世人多積徳
　　　　　　切莫椅勢去欺人　不信就看童三虎　那個悪人有収成　関東私訪書一段
　　　　　　伝与後世作規箴

2－028下関東
　表紙（艶）　乾隆皇帝下関東　上海協成書局印行　上海山海関路元昌印書館五彩印
　　　　　　刷所承印
　　　　　　童三虎捻良女戦殺多命　陸遽雲写血状進京叩蔚

　　　　　　迷魂山捉掌獅子怪　砲洪山喜得太平妃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　10



濃龍橋君臣遭大難　紫禁城国太発救兵
女将闘宝三軍酎戦　童家抄斬大快人心

21×（7×5）重編官話乾隆下関東漠龍橋私訪童三虎困龍伝全本
飲末二葉。

文
題
記

下
文
図上
本
附

2－029手巾記
表紙（薄朱）　朱金蓮焼香手巾記　上海椿蔭書昼印行

　　　姜楚秀焼香遇小姐　贈手巾暗中留情　放走金蓮焼死秋菊
　　　文進被害牢中受苦　妹救兄絶庭逢生
図一葉
本文題改良朱文進焚屍救妹手巾記全本20×（7×60r46）
引　　用　不唱前朝並後漢　不談古来不論今　所唱我朝朱太祖　大明国内出明君
　　　前後相伝十七帝　崇禎万歳楽太平　不唱君王多有道　且唱一本是新文
　　　……　　　　　　今日一家団円会　好似枯木又逢春　等伽外甥升官職
　　　一同回家祭祖墳　編成一本手巾記　崇禎年間一新文　完

2－030太平記
表紙（薄朱）　李雲夫婦下柳州得勝太平記　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　帯家丁打猟　打揺台招親　力挙千斤石　掛帥下柳州
　　　馬尖雲救夫　大破金鎖陣
本文題　新刻李雲夫婦下柳州得勝太平記全本　27×（7×7）
附　　記　正文以七字句和十字讃構成，無散文。巻末有‘常識画習字帖’2頁一張．
引　　用　編書之人費心勤　忠孝伝世衆人折　清朝有名李雲将　家住燕山上北京
　　　一一　　　　　　平定柳州書一段　説与諸公散々心

2－031天門陣　上下巻二冊
表紙（艶）　穆桂英大破天門陣上（下）

　　（上）　孟良盗金刀　李勇梅連破三陣　焦松大破太歳陣　白虎陣六郎喪命
　　（下）　殺饗花張豹報仇　万全仙救駕討封　五陣斉開点五将　破喪門懐女認夫
上図下文
本文題　新刻楊六郎二気（次〉還魂穆桂英大破天門陣巻上（下〉　19×（7×5

　　　0r35）
附　　記　出版書騨名不詳。協成書局殿。上巻柱上有‘上冊’‘下冊’二字，下巻柱
　　　上也有‘三冊一四冊壁二字。巻頭有詩，常以‘話説’二字開始。穆桂英故
　　　事。巻末有‘新中華算術課本教授書小学高級第一冊’43、44頁一張。

2－032六明球〈巧合姻縁〉　四巻四冊
表紙（薄朱）　巧合姻縁六明珠巻一（二、三、四）　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路

　　　中
　巻一　黄泥闘悪僕害主　都堂府仮増招親　毛凱子黒夜盗墓　淘5九成還魂重生
　　　票耀怒打勢九成　劉王奇大闇都堂府
　巻二　公子花園会小姐　悪僕繍房殺嬌妻　被難人偏遇繭馬　悪家奴又害主人
　　　一女双接両家茶　劉王奇二打都堂府
　巻三　張夫人追律劉王奇　劉侠士怒打不平　被控告察耀進京　献美人劉青設計
　　　珍珠嶺劉王奇招親　察月紅奉旨和番
　巻四　柳夢蘭強姦被殺　獅九成巡按出京　征北番楊玉掛帥　察月紅夫婦団円
　　　劉王奇上陣中飛刀　騰雲沙場闘法宝　劉青賊夜半行刺　楊元帥得勝回朝
本文題　絵図巧合姻縁六明珠巻一（二、之三）　25×（7×70r55）
　　　改良巧合姻縁六明珠巻之四
附　　記　無絵図。
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図
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引　用

前朝後代倶不表　単表大明有道君　嘉靖皇爺登龍位　雨順風調賀太平

・一 　　　　　要知後事如何解　且聴下巻説分明

…… 　　　　　唱到此威欧一欧　下一本再表都堂点雄兵

四巻
絵図月明楼　北京学古堂発行

絵図月明楼巻一
表紙無提綱。四巻合綴一冊。書本較小，常用一言一回’三字和西江月詞
牌。巻四末有“要知他二人誰勝敗，下回書裡接前言’十五字，拠此似還
有続集。康煕故事。
閑言叙過，内有古段相随，明公尊坐，再折下回拙口唖燥慢慢的道来。
言一回……　　　一言説罷売麺事　男正鼓板唱正書　話説一回康煕爺
私訪月明楼。言的是……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　待続
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　　　　　　石印鼓詞研究（其二）

中央研究院歴史語言研究所附属傅斯年図書館所蔵　石印鼓詞札記（其二）

　　　　　　　　　　　　大　塚　秀　高

埼玉大学紀要　教養学部　第35巻　第2号　1999

　　　　　　　別　　冊



石印鼓詞研究（其二）

　　大塚秀高

中央研究院歴史語言研究所附属傅斯年図書館所蔵

　　　　　　　　石印鼓詞札記（其二）

3－034，035王家洲

表紙（薄朱）　新出大潮王家洲　上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　　　両省争奪会館　各自招聚英雄　三次排命悪闘　巡按判断分明

本文題新印説唱大岡王家洲全部25×（7×70r55）

引　　　用　不唱前唱並古本　且説江西一新文　江西有個饒州府　帯過浮梁一県人

　　　　　　　　此事王家洲上事　万古標名永伝聞　編成一本説唱記

　　　諸君買本散散心　完

3－036王家洲

図一葉
本文題新刻説唱王家洲全部23×（7×60r46）

附　　　記　表紙侠，出版書騨名不詳。

引　　　用　不唱前唱併古本　且説一家新詩文　話分両京十三省　単表江西一座城

　　　　　　　　此自王家洲上事　万古名標永知聞　倣成一本説唱句

　　　看看也好散散心　知音君子買一本　消愁解悶過光陰

3－037分梧記〈龍髪麺＞

表紙（薄朱）　龍髪麺分裾記全本　上海椿蔭書荘印行　開設聞北新民路中

　　　Y媛害主母　兄妹苦分楯　巧製龍髪麺　兄妹喜相逢

図一葉
本文題改良梁餐金龍髪麺分裾記全本24×（7×60r50）

附　　　記　有少量散文。主人公為梁子玉和梁賓金兄妹。梁氏兄妹之母被夫疑為与和尚有染而自

　　　殺。兄妹倶受父親後妻虐待。和李翠蓮故事相似。

引　　　用　紫金櫨内把香焚　先表君来後表臣　大明成化登龍位　雨順風和享太平

　　　　　　　　此書名叫分裾記　龍髪再伝到如今　奉勧世人須習好

　　　忠孝節義有収成　梁審金龍髪麺分裾記全本完

3－038分裾記〈龍髪麺＞

表紙（彩色）　龍髪麺分梧記全本　上海協成書局印行

　　　Y娯害主母　兄妹苦分裾　巧製龍髪麺　兄妹喜相逢
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上図下文

本文題改良梁審金龍髪麺分裾記全本18×（7×30r23）

附　　　記　巻末有‘絵図千家詩文益書局印行’表紙。

3－039白扇記

表紙（薄朱）最新白扇記　上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　　　　洞庭湖中知府遇盗　殺全家衆人遇害　小金元遇救得生　長大成人代父報仇

本文題新刻辰州胡知府白扇記全本25×（7×70r55）

引　　　用　唐漢晋宋都休唱　聴唱眼前一新文　雍正皇帝登龍位　風調雨順国太平

　　　　休唱君王多有道　再将世間細詳論　……　　　　　　休把閑言来提起

　　　　単表陳西一新文　編成一本白扇記　狽心強盗罵幾声　……

3－040玉堂春　上下巻

表紙（薄朱）三司大審玉堂春　巻上（下）上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　　（上）　唐一仙保薦王公子　王金龍初識玉堂春　定終身同盟山海誓　黄金用尽逐出勾欄

　　　　関帝廟王公子自尽　玉堂春廟会王金龍　王公子被鎖在書房　玉堂春売与珠宝客

　　（下）　害蘇三惧傷親夫主　賄駐官冤殺玉堂春　雪裏梅逃出宰相府　厳世蕃怒打勾欄院

　　　　王金龍官拝都巡按　三法司大審玉堂春　殺淫婦玉堂春出獄　斬駐官花燭慶団円

本　文　題　重編玉堂春全伝巻上（下）27×（7x80r62）

附　　　記　十字：讃上巻無而下巻有。上巻末有‘新中華国語読本教授書小学初級第六冊’17、18

　　　　頁一張。
引用（下）　……　　　　　　家春都在京城住　各家大小慶団円　好人到底有好報

　　　　悪人那個有収成　勧人行善莫行悪　報応昭彰不饒人　編成玉堂春一部

　　　　留作人間勧世文

3－041玉帯記〈白馬駄屍＞

表紙（薄朱）　白馬駝屍玉帯記　上海椿蔭書局印行

　　　　劉文英進京赴考　遇強盗招親得宝　招商店失宝傷命　白馬駝屍伸寛告状

　　　　包大人審問白馬

図一葉
本文題新刻白馬駝月劉文英還魂玉帯記全本24×（7×6）

附　　　記　表紙椿蔭二字埋木改刻的，比其他字略小。正文以七字句和十字讃構成，無散文。巻

　　　　末有‘新中華常識課本教授書小学初級第一冊’35、36頁一張。

引　　　用　紫金燈内把香焚　表起宋朝一古人　若問此人名何姓　自然道出本家門

　　　　　　　　為人要学全忠孝　不学楊二黒心人　好人到底有好庭

　　　　悪人那裡有収成　只是一本玉帯記　消愁解悶勧々人
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3－042白蛇伝く盗仙草、雷峰塔＞

　表紙（薄朱）　白娘子盗仙草　上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　　　　　　　許仙搭船白氏献媚　奉還雨傘漢文招親　盗仙草白娘娘捨死　合金鉢許仙官無情

　　　　　　　雷峰塔白娘娘産子　許状元祭塔報娘恩

　本文題白蛇伝盗仙草雷峰塔全本29×（7×8）

　附記全文以七字句構成。

　引　　　用　自従盤古分天地　三皇五帝治乾坤　秦漢唐朝都不唱　単表宋朝有道君

　　　　　　大宋天子登龍位　国泰民安定太平　説起漸江杭州府　西湖上面這段情

　　　　　　　　　　　　　　此本名為白蛇伝　雷峰塔蹟到如今　完

3－043白蛇伝〈盗仙草、雷峰塔＞　上下冊

　表紙（彩色）盗仙草白蛇伝全本　協成書局印行　上海山海関路元昌印書館五彩印刷所承印

　　　　　　　搭航船白娘献媚　還雨傘許仙招親　盗仙草白娘捨死　合金鉢許仙無情

　　　　　　　雷峰塔白娘産子　許状元祭塔報恩

　上図下文

　本文題繍像盗仙草白蛇伝雷峰塔全本21×（7×5）

　附　　　記　上下冊合綴。巻末有‘初級国文読本第八冊’3、4頁一張。

3－044牙痕記〈瓦車蓬＞　上下巻

　表紙（薄朱）　天賜双生瓦車蓬牙痕記巻上（下）上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　　　（上）　困守異郷寿保売身　火焼廟堂夫妻離散　瓦車蓬内鳳英産子　蕪湖県中文亮投江

　　　　　　　聴信護言榿雲被逐　中好計文秀下監牢　禄金被害死裏逃生　寿保招親母子相逢

　　　（下）　金芳艶寅夜私逃　安禄金登台拝帥　禄保被害遇仙師　憧雲陥入勾欄院

　　　　　　寿保法場救熔母　成龍打播招尉馬　験牙痕金殿認母　大団円文秀被極

　本文題絵図瓦車蓬牙痕記上巻（巻下）26×（7×7）

　附　　　記　無絵図。正文以七字句和十字讃構成，散文太少。

　引用（上）’香咽瓢瓢給彩雲　牙痕記上表賢人　若問此人家何庭　呪我慢慢表本根

（下）

白鶴升天見玉君

東斗星君収香咽

広寒宮内受香姻

景龍封為北斗星

嘉靖伝流到如今

一家不願享洪福

玉皇大帝龍心喜

顧氏夫人封官職

寿保本是文曲星

合家大小升天去

斉吃長斎念経文

封他満門在天庭

蠕桃会上飲杯巡

禄保本是武曲星

永在天宮収香咽

修行得道成正果

先将文亮封官職

周氏夫人封官職

応龍封為南斗星

編成一本牙痕記

3－045牙痕記　上下巻

　表紙（五彩）　天賜双生瓦車蓬牙痕記上（下）冊 協成書局印行　上海山海関路元昌印
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（上）

（下）

上図下文

本　文　題

附　　　記

書館五彩印刷所承印

困異郷寿保売身　焼廟堂夫妻離散

信護言榿雲被逐　中妊計文秀下監

金芳艶寅夜私奔　安禄金登台拝帥

寿保法場救嬢母　成龍打播招騎馬

瓦車蓬鳳英産子　蕪湖県文亮投江

禄金被害死裏逃生　寿保招親母子相逢

禄保被害遇仙師　榿雲陥入勾欄院

験牙痕金殿認母　大団円文秀被極

絵図瓦車蓬牙痕記上巻（巻下）24×（7×4）

与044略異。下巻末有‘上海協成書局批発y書目如下＝

通俗教育連環画図類　　飛精忠伝　年廣尭征西　奄堂相会

子黄九齢九花娘　麗七国志児女濃情伝小金龍

尚武拳術小説類　前平陽伝　続平陽伝十三剣客　江湖飛行侠

図画大唱目録附後

楚覇王出世

太湖剣侠

狸猫換太

3－046合同記く王清明合同記＞　四巻二十一回

　表紙（薄朱）王清明合同記巻一（二、三、四）上海椿蔭書局発行　開設聞北新民路中

　　　（巻一）遭火災（天火）母子落難　帯合同田府招親

　　　　　　　悪虎山真公子被害　山東省仮公子投親

　　　　　　　観世音示兆（顕聖）託夢　田小姐臥床粧病（装病臥床）

　　　　　　　王公子投親受非刑（遭刑杖）田小姐巧（廟）会王清明

　　　　　　　済南城（府）公子告状　田郷紳暗中送賄（用賄買官）

　　　（巻二）知府貧駐逼口供（非刑勒供）公子受屈［打］下監牢

　　　　　　　張得見書（伝書信張得）受驚　（改決単）清明問成庭斬

　　　　　　　義僕法場替死（法場替死義僕遇救）烈女逼嫁（香閨逼嫁烈女）投糧

　　　　　　　張春喜逢花燭［夜］　素貞死後［又］還魂（魂還）

　　　　　　　白雲竜［田］素貞受苦　丞（宰）相府［王］金保訴冤

　　　（巻三）　王清明点元封王［位］　田素貞挑水［帯］打更

　　　　　　　白雲篭夫妻会面（相会）天斉廟巡按行文

　　　　　　得勝楼捉傘趙老虎　白雲奄迎接田素貞

　　　　　　報宿仇怒（韓門）斬悪禿　倣乞化千里訪妓［生］

　　　　　　仮公子［用］計逐主母　真公子審案遇親［娘］

　　　（巻四）　斬食（駐）官宛U心祭桂保　捉仮増董殺（老）丈人峯

　　　　　　仮小姐庭前招口（実）供　真小姐法場救父［親］

　　　　　　　［倒］吊張春活澆蝋燭　［迎］接張得奉養終身

　　　　　　王清明洞房了（償素）願　張桂保下山建功（奇勲）

　　　　　　除鹿（妖）怪桂保献［奇］策　斬奔妖（蟻…精）甘紅放（施）［法］宝

　　　　　　金饗殿大賞功臣［宴］　藩王府欽賜福（百）寿図

図　一　葉
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　本　文　題　按照原本編訳官話忠孝節義王清明投親合同記全部巻之一（二、三、四）

　　　　　　　29×（7×80r62）

　附　　　記　図中有‘月浩’二字。正文無十字讃。

　引用（巻一）盤古關開混沌分　忠臣孝子古相聞　五帝三皇相継後　東西両漢迄有明

　　　　　　　太祖首出大明主　伝至嘉靖十七君　万暦天子登大宝　駕至燕山古北京

　　　　　　　不説君王多有道　再表扶王保駕臣　家住陵西平陽府　林托巷内有家門

　　　（巻四）　……　　　　　　看来好人有好報　悪人到底没収成　為人要学張得子

　　　　　　　莫学凶奴小張春　編成一部合同記　善悪与人作規箴　完

3－047合同記〈王清明合同記＞　四巻二十一回

　表紙（彩色）　重編官話王清明合同記巻一（二、三、四）協成書局印行

　上図下文

　本文題按照原本編訳官話忠孝節義王清明投親合同記全部巻之一（二、三、四）

　　　　　　　27x（7×40r31）

　附　　　記　原為八冊而改装為四冊。巻四末有‘違警罰法詳解’53、54頁一張。表紙提綱、正文

　　　　　　　回目従略。

4－048血抱記　上下巻

　表紙（薄朱）　文武状元金再興血抱記巻上（下）上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　　　（上）　金元帥全家逃難　現花井丁氏身傷　祉戦抱血書裏子　拝龍駒縛子逃生

　　　　　　　虎狼山英雄結義　高麗国公主招親　林公子花園践約　徐巡撫放火焼楼

　　　（下）　金再興奉旨掛帥　現花庵公主看花　看掌記宮中認子　見血抱高麗訪父

　　　　　　　金栄興反進中華　沙場中陳亮遇弟　金饗殿骨肉団円　郡王府母女相逢

　本　文　題　新刻金再興文武状元血抱記（全本）巻上（下）26×（7×70r55）

　引用（上）　詩自，……　　　自従盤古分天地　一朝天子一朝臣　幾朝有道聖明主

（下）

幾朝無道帝王君

列国分争起戦争

楚失鳥江一命傾

蝪帝妊妹滅天倫

黄抱加体把基登

是個真命天子君

立了皇孫建文君

奪了皇孫蹄乾坤

単表朝中一大臣

説到此庭歌一歌

三皇相伝到五帝　禺王商湯又周興

西秦強覇呑六国　焚書坑儒無道君

鼎分漢室為三国　晋王統一把基登

自従出了唐高祖　秦王力戦滅妖鼠

金兀混乱中華国　闘得人民不安寧

江山一統中華国　駕坐南京管万民

太祖駕崩皇孫立　悩了燕王有道君

遷都古北燕京地　江山依然又太平

乃是北京順天府　大興県内有名人

下巻書中再分明

此書名為血抱記　為人要学好良心

　　　　　一71一

周朝相伝八百載

漢王斬蛇登天下

晴文帝把江山奪

又来陳橋把兵変

鳳陽出了朱洪武

一日太祖身崩了

提兵調将登大宝

休唱永楽坐天下

要学陳亮多義気



莫学張憤喪良心　金陳子孫多栄耀　皇天不負苦心人　善悪到頭終有報

只等来早与来遅　知音君子看一本　消愁解悶過光陰

4－049李三娘〈白兎記、磨房相会＞

　表紙（薄朱）李三娘磨房産子　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　　東嶽廟楡鶏　瓜園中捉妖　得宝剣投軍　大戦王彦章　磨房産麟児　咬月齊郎打猟

　本文題絵図劉智遠李三娘磨坊相会白兎記全伝26×（7×80r63）

　附　　　記　無絵図。巻末有‘新中華地理課本小学高級第四冊’23、24頁一張。

　引　　　用　詩日，……　　　混沌初開清濁分　天地人和立帝君　五代教民成万物

　　　　　　　伝賢尭舜禺湯文　滑水河辺姜呂望　一弔周朝八百春　五覇諸侯争社稜

　　　　　　　始皇無道築長城　秦井六国安天下　賢人楽毅共蘇秦　流公斬蛇三尺剣

　　　　　　　三傑同心保漢君　平王因寵王葬賊　南陽光武又中興　漢王英雄劉玄徳

　　　　　　　孫権曹操国三分　三請臥龍諸葛亮　周喩赤壁大塞兵　漢朝気数天当絶

　　　　　　　晋朝司馬又交兵　唐朝因寵楊妃女　禄山造反動刀兵　有個翰林李太白

　　　　　　　酔写黄庭定太平　残唐宋李石文郭　五代梁唐晋漢周　不唱前朝並後代

　　　　　　　単唱後漢智遠身　……　　　　　　自古好人遭磨難　苦尽甜来福自増

　　　　　　　磨房産子書一本　唱与諸公散散心　完

4－050何文秀〈何文秀唱道情〉

　表紙（薄朱）何文秀巽牌算命唱道情　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　　何文秀遇害逃生　唱道情巧得美婦　二次被寛下監牢　王安侯義替主人

　　　　　　　奉命巡按海寧州　張堂家満門抄斬

　本文題何文秀唱道情巽牌算命全本26×（7×70r54）

　附　　　記　無図。

　引　　　用　詩日，……話説大明嘉靖年間有一奇事，乃是義士節婦的小説。……詩日，

　　　　　　　湛湛青天不可欺　挙頭三尺有天知　善悪到頭終有報　只事来早与来遅

4－051李彦貴〈売水記＞

　表紙（薄朱）双状元祭祖先李彦貴売水　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　　奉旨満門抄斬　彦貴逃難売水　桂英花園贈金　彦貴被謳下獄

　　　　　　　桂英番邦尋夫　和番奏旋回朝　法場上祭丈夫　奉聖旨完婚姻

　本文題絵図李彦貴売水記全本24×（7×6）

　附　　　記　無絵図。正文無散文。

　引　　　用　自従盤古分天地　三皇五帝治乾坤　有道君王登龍位　風調雨順国太平

　　　　　　　不唱君王多有道　斬唱福建一新文　……　　　　　　為人学得黄小姐

　　　　　　　貞烈二字永伝名　世人莫学黄宰相　万古留伝落罵名　莫学朝中劉吉士

　　　　　　　寛冤相報問典刑　這是一本売水記　留与世人改悶心　完
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4－052孝灯記く王月英孝灯罵灯記＞

　表紙（薄朱）　王月英孝灯罵灯記　上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　　　　　　　老成明嫌貧愛富　張元慶打入監牢　送牢飯月英売髪　救叔父支汗売身

　　　　　　　成鳳英男粧赴考　中状元救夫出監

此乃一本孝灯記

改良王月英孝灯罵灯記全伝　27×（7×8）

似戯劇文本。有上場詩，会話前有花、丑、生等字。

紫金燈内把香焚　大宋年間表奇文

留与世人細評詳

葉
題
記
用

一
文

図
本
附
引

4－053孝灯記〈王月英孝灯罵灯記＞

　表紙（彩色）　王月英孝灯罵灯記

　　　　　　老成明嫌貧愛富　張元慶打入監牢　月英売髪送牢飯　小支汗売身救叔

　　　　　　成鳳英男粧赴考　中状元救夫出監

　上図下文

　本　文　題　改良王月英孝灯罵灯記全伝　30×（7×4）

　附　　　記　表紙無書騨名，協成書局出版歎。

4－054孝灯記く王月英孝灯罵灯記＞

　表　　　紙　新出絵図改良王月英罵灯孝灯記　醒世小説

　　　　　　貧賊知県　女状元会客　張宰相謝恩　挿標売人

　本文題新刻孝灯記全20×（7×60r47）

　附　　　記　無絵図。与052、053略異。出版書騨名不詳。

　引　　　用　……　　　　　　此是一本孝灯記　留与人間消遣看

4－055孝灯記〈王月英孝灯罵灯記＞

　表紙新出絵図改良王月英罵灯孝灯記醒世小説

　　　　　　貧賊知県　女状元会客　張宰相謝恩　挿標売人

新刻孝灯記巻全　27×（7×8）

表紙与054同而正文版式不同。似同一書騨出版的両種本子歎。

　　　　　　　　此是一本孝灯記　留与人間消遣看

葉
題
記
用

一
文

図
本
附
引

4－056花仙果〈繰球記＞

　表紙（薄朱）　花仙果繰球記　上海椿蔭書局印行

　　　　　　　花仙果死裡遇救　皇公主拠打繰球　仙果宮中招馬付馬　天牢救出生身父

　　　　　　　奉旨還郷祭祖墳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一73一



図一葉
本文題改正花仙果繰球記全本27×（7×7）

附　　　記　表紙椿蔭’二字有埋木改刻的。正文以七字句和十字讃構成，無散文。巻末有‘新

　　　中華国語読本教授書小学高級第二冊’15、16頁一張。金童玉女下凡的故事。

引　　　用　紫金櫨内把香焚　表起仙果一段文　……

4－057昇仙伝〈劉文龍求官＞

表紙（薄朱）劉文龍求官昇仙伝　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　貧美色仮伝死信　曙子受賄算仮命　二老逼娘婦再酷　文龍封侯爵栄帰

図一葉
本文題劉文龍求官昇仙伝28×（7×7）

附　　　記　図中有‘潤題’二字。正文以七字句和十字讃構成，無散文。巻末有広告

　　　云：各種唱本百数十種，諸公採購，請閲目録。‘金叙記’故事。

引　　　用　前朝後代倶不表　単講文龍一段文　……　　　　　　後来文龍生三子

　　　絡在朝中伴当今　文龍金殿告過仮　合家吃斎念真経　修行一百単八日

　　　白鶴升天見玉尊　玉皇大帝封官職　霞蔚将軍祢当身　両手執的両頭印

　　　五道将軍祢為尊　蒲氏封為仙姫職　夫妻同在南天門　員外安人也封贈

　　　聖父聖母在天庭　文龍求官事已畢　千古流伝直到今　完

4－058咬舌記

表紙（薄朱）　義父節婦咬舌記附二十四枝花　上海椿蔭書局発行　開設間北新民路中

　　　賢嬉事公尽孝　妬婦疑娘餅公　女扮男敏試娘　烈女咬舌保貞

　　　蓋憤投江自尽　遇救夫婦団円

本文題改正義父節婦咬舌記全本28×（7×70r55）

　　　口伝時様下河調二十四枝花全本

附　　　記　正文第一葉柱上有‘上海椿蔭書荘印行’八字。

引　　　用　自従盤古分天地　三皇五帝治乾坤　周漢秦晋年久遠　唐宋元明記不清

　　　不唱前朝並後代　大清一統万年青　男子忠好不並立　婦人女子有貞淫

　　　不説両京十三省　単表人臣節孝名　……　　　　　　自古善悪終有報

　　　田家夫婦世難尋　貞節牌坊名不朽　万古千秋永伝名　編成一本咬舌記

　　　留与人間勧世文　知音君子買一本　勧化善男信女人　完

4－059紅風伝〈新繰球記〉　巻上七回

表紙（薄朱）　紅風伝新繰球記巻上　上海椿蔭書局印行

　　　紅風鷹到蘇州城　賭輸銀暗売鳳英　江鳳英陥入妓院　玉清被困在旅店

　　　彼心爽繁栄官保

図一葉
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本文題経像紅風伝新繰球記巻上24×（7×70r55）

附　　　記　表紙‘椿’字歪。正文巻頭有‘第一回’三字及回目，之后有詩。以七字旬和散文構

　　　　　成，文体与065紅灯記有些類似。下巻出版与否不詳。巻末有‘新中華国語読本教

　　　　　授書小学初級第五冊’11〉12頁一張。

引　　　用　詩日，……四句提綱叙過，引出一部紅風新繰球記来。話説道光皇爺……

　　　　　要知知県如何断　下巻書中再表明

4－060紅風伝く新繰球記＞　巻上

　表紙（薄朱）紅風伝新繰球記巻上　劉徳記書局印　上海海寧路裕蓋里便是

　　　　　　鳳英拠打繰花球　紅風刮到蘇州城　賭輸銭売紅鳳栄　紅鳳英陥入娼寮

　図　一　葉

　本文題繍像紅風伝新繰球記巻上24×（7×70r55）

4－061珍珠塔く前珍珠塔、九松亭〉　上下冊

　表紙（彩色）重編善本九松亭珍珠塔　上海協成書局印行

　　　　　　　翠蛾私贈珍珠塔　方卿凍死九松亭　老夫人討飯尋子　遇静方死而復生

　　　　　　　唱道情刺謁姑母　都巡按三美団円

　上図下文

　本文題新刻珍珠塔九松亭全本22×（7×5）

　附　　　記　正文以七字句和十字讃構成，無散文。後接‘後珍珠塔’。巻末有‘算術教科書第二

　　　　　　　冊’51、52頁一張。

　引　　　用　香咽綾緯透天堂　珍珠塔上表賢良　若問此書根由事　就是公子小方郎

　　　　　　　　　　　　　　編成一本珍珠塔　奉勧男女学賢良　要知方家興廃事

　　　　　　　請看後本自分明　後本捉掌麟麟豹　天下才知享太平

4－062、063重婚配　十二回

　表　　　紙　重婚配洗衣記母子会双奇文大団円

　本文題絵図重婚配全伝巻上31×（7×80r64）

　附　　　記　表紙有‘皇’字。出版書騨名不詳。無絵図。回目七字一句。正文有西江月詞。063

　　　　　敏末二葉。

4－064紅連保〈巧合姻縁記＞　上下巻

　表紙（薄朱）　紅連保巧合姻縁記上（下）上海椿蔭書荘印行　開設間北新民路中

　　　（上）　行善事天賜紅核　謀害人反傷已子　大中事発下監牢　害親夫仇氏買盗

　　　　　　　張愛松充軍運南　紅蓮保巧遇姻縁

　　　（下）　点元被諦紅蓮保　改扮尋夫方小姐　方金定掛帥平南　紅蓮保復職招親

　　　　　　　張愛松父子団円　衆兇犯法場庭決
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葉
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記
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上

一
文
　
（

　
　
　
用

図
本
附
引

（下）

改良紅蓮保巻上（下）23×（7×70r54）

上巻末有‘新中華国語読本教授書小学初級第五冊’

前朝後代都不唱　単表永楽坐龍廷　皇王登位安天下

君国有道都休唱　提起偏州小県人

下巻之中表分明

　　　　　　　　状元報仇回衙門　侍奉双親在府門

善悪到此報分明　編成一本巧合記　前人伝与後人聴

123、124頁一張。

　風調雨順国太平

　欲知後事如何様

子孫代代為官職

完

4－065紅灯記〈孫継高売水＞　上下巻

　表紙（薄朱）趙蘭英紅灯記巻上（下）上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　（上）　奉母親孫継高売水　頼婚姻趙朋害継高　孫継高被冤下牢獄　趙蘭英怒殿退婚書

　　　　　　　小愛姐売身瞼祖母　孫継高南牢得妻書　蘭英弔孝紅灯為記　女扮男装小姐叩圃

　　　（下）　青峯山夢月斬四賊　清河鎮蘭英遇救星　嘉奨貞節封為皇姑　賜上方剣親殺駐官

　　　　　　　女巡按救親夫出獄　男状元奉聖旨奔喪　察知県満門遭刑鐵　孫継高喜招双父母

　本文題孫継高売水紅灯記巻上（下）30×（7×80r62）

　附　　　記　正文以七字句和散文構成。文体与059紅風伝相似。

　引用（上）　詩日，……四句題綱叙過，引出一班故事，名為紅灯記，乃是大明正徳年間，…一

5－70＃姻縁記〈両世姻縁記＞

　表　　　紙（眺三姐破肚記）後附両世姻縁記

　本　文　題　絵図毛洪張玉音両世姻縁記全本

　附　　　記　無絵図。

　引　　　用　自古盤古分天地　先治江山後治民

　　　　　　　前朝後漢都不唱　聴唱明朝両個人

　　　　　　　　　　　　　　新刻毛洪張玉音

　　　　　　　此是千古一奇聞　編成一本賢良伝

上海椿蔭書荘発行　開設閲北新民路中

25×（7×70r55）

江山社稜年年在

編成一本節烈伝

万古流伝到如今

奉勧知音君子聴

世上新人換旧人

出在嘉靖六年春

両世姻縁為夫婦

4－66孫二娘

　表紙（薄朱）

題
記
用

文
本
附
引

十字披武松打店　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

景陽岡武松打虎　十字披張青売酒　快活嶺酔打蒋門神　武松錯走娯！松嶺

九江口宋江収張順　孫二娘殺小貨郎　黒旋風山中殺四虎　張順江中殺李旺

呉用売卦脈俊義　燕青途中殺解差

改良十字披孫二娘売酒武松打店全本　24×（7×6）

正文以七字句和十字讃構成，無散文。

初献酒来酒色紅　水涛伝上表英雄　・…一　　　　　　再行献上酒一盛

梁山水済講武松　……　　　　　　三献酒来酒初上　梁山水潜請天霊
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5－067、068海州記

表紙（薄朱）　魏大人私訪海州記　上海椿蔭書荘発行　開設問北新民路中

　　　魏懐珍高中　悪和尚嬰親　張文龍退婚　海州城除害

本文題絵図魏大人私訪海州記全本29×（7×8）

附　　　記　無絵図。正文以七字句和十字讃構成，無散文。

引　　　用　編書要編忠孝伝　伝与世人作規箴　聴書要呪海州記　忠直廉明魏大人

　　　　　　　在地人等不相信　去到海州看分明　編成一本海州記

　　　留与人間勧世文

5－069烏江渡〈小清官〉

表紙（薄緑）　清官私訪烏江渡　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　鳥江渡二賊落水　入賊巣巧遇髪妻　敏算命尋戎印信　誤犯夜打入囹圏

　　　桂参将領兵救難　奉聖旨七美団円

図一葉
本文題新抄小清官私訪烏江渡全本27×（7×7）

附　　　記　図有‘潤身題ヲ三字和‘陳懐’白印。全文以七字句構成。

引　　　用　書中不表別一段　単表本朝一新文　乾隆二十六年事　留与人間細談論

　　　　　　　此是小清官一部　万古伝名天下聞

5－070＃破肚記

表紙（薄朱）眺三姐破肚記（後附両世姻縁記）上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　挑三姐出嫁　陳氏搬是非　怒休挑三姐　父子当官告　当堂罵知県　破肚全貞節

図一葉
本文題改良説唱挑三姐破肚記25×（7×6）

附　　　記　全文以七字句構成。

引　　　用　不唱両京十三省　呪唱広豊一新文　這是加靖七年事　一歌一曲析原因

　　　　　　　為人要学銚三姐　果然三貞九烈人　牌坊立在大門口

　　　万古千秋永伝名　知音君子買…本　勧化世人莫欺心

5－07L鳥金記〈王小姐鳥金記＞

表紙最新絵図王桂英烏金記漢口民益書局発行

　　　殺新郎探宝　疑姦情受屈　被冤柾下監　陳烈女救夫　縄督倣媒人　劉氏作瞑蛉

附挿図在於本文第一葉表左上隅。

本文題新出王小姐双玉錫烏金記全本29×（7×80r64）

引　　　用　不唱前朝並後代　明朝本朝一新文　乾隆五十三年事　嘉慶三年案結成

　　　　　　　這是一本鳥金記　留与万古永伝名　為女要学陳烈女

　　　千秋大意令人欽　結交呉天寿莫有　救他三人活残生　編成一本鳥金記
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賞善罰悪歓世文

5－072烏金記〈王小姐鳥金記〉

　表紙（彩色）王小姐鳥金記　上海協成書局印行

　　　　　　殺新郎探宝　疑姦情受屈　被冤柾下監　陳烈女救夫　総督倣媒人　劉氏倣瞑蛉

　上図下文

　本文題新出絵図王小姐双玉錫鳥金記全本24×（7×50r38）

　附　　　記　絵図有‘縷雲画社絵’五字。巻末有‘言文対照児童尺憤巻上上海間北蒙古路北公益

　　　　　　里協成書局印’表紙。

　引　　　用　不唱前朝並後代　祈唱本朝一新文　乾隆五十三年事　嘉慶三年案結成

　　　　　　　　　　　　　　只是一本烏金記　留与万古永伝名　為女要学陳烈女

　　　　　　千秋大義令人欽　結交要学呉天寿　救他二人活残生　編成一本烏金記

　　　　　　賞善罰悪勧世文

5－073烏金記〈王小姐烏金記＞

　表紙（薄朱）　改良三貞九烈烏金記　墜記印行

　　　　　　李公子被殺　王桂英受冤　周先生逼供　雷強盗服刑

　本文題絵図王小姐烏金記全集26×（7×70r55）

　附　　　記　無絵図。与072、073略異。

　引　　　用　……　　　　　　請君読過烏金記　勧勧世界無知人

5－074鳥盆記

　表紙（薄朱）　包公親審烏盆記　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　　楊挙人趨考　半途遇悪人　主僕二人喪命　屍首入客焚化

　　　　　　　骨肉皆焼化　冤魂附烏盆　必古買盆告状　包公代盆伸冤

　本　文　題　絵図包丞相断烏盆全伝　27×（7×60r47）

附　　　記　無絵図。

　引　　　用　盤古初将天地分　幾朝天子幾朝臣　幾朝君王多有道　幾朝無道帝王君

　　　　　　　説走宋朝趙大祖　沐梁城内治乾坤　……　　　　　　当時即便排香案

　　　　　　　答謝虚空過神往　願他管爵早超昇　又謝毫州包府主　再謝張公施仁義

　　　　　　　公公休要回家門　旧衣好食来供養　我家養老送祢終　忙請高僧並高道

　　　　　　　安霊設祭念経文　後山高原択選地　葬下鳥盆屈死魂　妻児守志多貞節

　　　　　　　撫養核児得顕名　編成一本烏盆記　千古人間作話文

5－075＃烏盆記

　表紙（薄青）新出絵図改良鳥盆告状包公案

　　　　　　　上京赴考　張公代告　（売花娘子遇害　包公斬曹国丈）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一78一
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絵図包丞相断鳥盆伝　19×（7×60r47）

出版書騨名不詳。与074略異。

盤古初将天地分

説起宋朝趙太祖

答謝虚空過往神

公公休要回家門

安霊設祭念経文

撫養核児得顕名

幾朝天子幾朝臣

沐梁城内治乾坤

又謝毫州包府主

旧衣好食来供養

後山択選高原地

留成一本烏盆記

幾朝君王多有道

願他官爵早超陞

我家養老送終生

葬下鳥盆屈死霊

千古人間作話文

幾朝無道帝王君

当時便此排香案

再謝張公施仁義

忙請高僧並高道

妻児守志多貞節

5－076茶碗記

　表紙（薄朱）

葉
題
記
用

一
文

図
本
附
引

張秀英茶碗記　上海椿蔭書荘発行

茶碗底暗蔵路引　周屠戸強姦殺人

馬能盗取死人頭　県令審明無頭案

開設間北新民路中

二老蔵頭殺死幼童 錦文被冤下入牢獄

最新絵図張秀英茶碗記　24×（7×6）

絵図有‘潤身題’三字。正文以七字句和十字讃構成，無散文。

櫨内宝香接青雲　回頭記上表故人　若問此人家何庭　自然道起本家門

　　　　　　　　好人到底有好報　悪人那里有収成　編成一本茶碗記

留作人間勧世文　完

5－077草鞍記〈双冠（官）話＞

　表紙（薄朱）凋官保双冠諾草鮭記　上海椿蔭書荘発行

　　　　　　　施秀誤殺子淵　誰伝麟如遇害　妻妾無情改嫁　梅香守節撫孤

　　　　　　　子貴夫栄回家　三娘受双冠諾

　本　文　題　新出凋官保妻妾無情梅香守節双冠諾草鮭記全本　28×（7×80r62）

　附　　　記　与李漁‘無声戯小説’第十二回‘妻妾抱琵琶梅香守節7同一故事。

引 用 詩日，……

摘句文章論古今

駕坐燕山古北京

単言偏州一段情

此是江西建昌事

詩日，・・一

説罷閑言帰正伝

話文不講別的事

風調雨順民安楽

此書出在江西地

名標青史到如今

還唱今古勧世文

単唱大明一段文

五穀豊登享太平

建昌第一有名人

句句演明忠義事

詩詞只有談風月

正統皇上登龍位

話文不表朱皇帝

伝作人間勧世文

5－078＃梁山伯　上下巻

　表紙（薄朱）梁山伯祝英台巻上（下）上海椿蔭書荘発行　開設關北新民路中

　　　（上）　共打轍鞭　草橋結拝　留鮭伝情　戯拍醐蝶
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下（
文
　
本
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引用（上）

馬府求親　辞帰訪友　登堂弔孝　化鶴高騰

最新絵図梁山伯祝英台夫婦攻書還魂団樂記巻上（下）23×（7×7）

無絵図。正文以七字句、十字讃和詩構成，無散文。後接‘後梁山伯還魂団円記’。

下巻末有広告如下：

本荘最新出版各種大唱小説共有百数十種，及京戯図考亦有数十蝕種之

多，実因名目繁多，不及備載。如蒙恵顧，無任歓迎。本荘主人謹白。

　　　　　　　要知師娘説甚話　下巻書中再表明

5－079梁山伯

　表紙（彩色）

　上図下文

　本　文　題

　附　　　記

上下巻

梁山伯祝英台全本巻上（下）上海間北協成書局印行

繍像梁山伯祝英台夫婦攻書還魂団円記（全本）巻上（下）21×（7×4）

表紙無提綱。内容与078基本上同。巻末有‘小学算術教科書高級第四冊’15、16

頁一張。

5－080陳子春く龍宮招親、三元記〉

　表紙（薄朱）陳子春被害記龍宮招親　上海椿蔭書荘発行　上海間北新民路七百五十一号椿蔭書

　　　　　　　荘発党

　　　　　　　陳子春洪江被害　遇救星龍宮招親　股鳳英送子漂江　陳子春二次被害

　　　　　　　澗来僧挑経訪母　小三元救父還魂

　本文題絵図陳子春被害龍宮招親全本28×（7×8）

　附　　　記　無絵図。正文以七字句、十字讃和詞構成，無散文。

引 用

自然道起自家門

母親張氏老年人

天曹敷令帰下界

青峰頂上立廟宇

編成一本三元伝

不信但看劉洪賊

若要栄華多積徳

紫金櫨内把香焚

家住江南海州界

三元救父大功成

海州城内旧家門

唐王流伝到如今

柾費心機化灰塵

想脱凡体早修行

奉請子春下天庭

宏農鎮上是家門

不表夫妻人両個

勅封天地水三府

年年百姓朝山頂

行善之人有好慮

忠孝節義人当学

陳子春終

若問老爺家何庭

父親陳姓天官職

再表唐王早知聞

三元三品三弟兄

歳歳黎民把香焚

作悪之人把命傾

損人利己少要行

5－081＃郭三娘

　表紙（薄朱）最新郭三娘割股（鶏寄孝母）上海椿蔭書局発行　開設關北新民路中

　本　文　題　新刻郭三娘割股賢孝記全本　22×（7×6）

　附　　　記　表紙無提綱。正文以七字句和十字讃構成，無散文。

　引　　　用　詞日，……　　　紫金燈内把香装　聴唱賢良郭三娘
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5－082＃郭三娘

　表紙（彩色）郭三娘割股全本（鵬寄孝母）上海協成書局印行

　上図下文

　本文題新刻郭三娘割股賢孝記全本21×（7×3）

　附　　　記　表紙無提綱。

5－083殺子報

　表紙（薄朱）王官保殺子報油壌記　上海椿蔭書荘印行

　　　　　　　淫婦与和尚通姦　王官保怒罵納雲　淫婦殺子屍分七段　先生出首告親母

　　　　　　　姦夫淫婦法場斬首

　図一葉二図

　本　文　題　改良殺子報王官保油罎記全本　24×（7×70r55）

　附　　　記　巻頭有四句詩，後以‘話説’二字開始。

　引　　　用　紫金櫨内把香焚　聴唱通州一新文　……　　　　　　此書名叫伸冤記

　　　　　　　作為人間勧世文

5－084陳世美　上下巻

　表紙（薄朱）　陳世美不認前妻巻上（下）上海椿蔭書荘発行　開設關北新民路中

　　　（上）　秦香蓮求籔卜佳偶　陳世美討飯遇良縁　中状元棄妻招馬付馬　秦香蓮帯子覚親夫

　　　　　　　世美忘恩不認結髪　買通心腹刺殺前妻　黒松林義士釈母子　葡萄架秦香蓮自尽

　　　（下）　英嵜東妹被虎沖散　仙人搭救学道深山　楊文広兵敗安陽鎮　秦香蓮男装奪帥印

　　　　　　　領人馬征剃太行山　闘法宝金定投宋営　奏凱回朝香蓮告状　包文正按律釧世美

　図　一　葉

　本　文　題　改良包公案陳世美不認前妻巻上　25×（7×70r55）

　　　　　　　包公案陳世美不認前妻巻下　26×（7×70r55）

　附　　　記　正文以七字句，十字讃和散文構成。

　引用（上）　自従盤古分天地　三皇五帝定乾坤　神農黄帝嘗百草　軒韓皇帝製衣巾

　　　　　　　伏義皇帝画八卦　女鍋皇帝補天星　発舜禺湯称聖主　股村無道被火焚

　　　　　　　文王滑水訪姜尚　八百諸侯尽帰心　始皇無道天不順　高祖起義謙暴秦

　　　　　　　歴伝献帝失了政　一統山河成三分　後帰司馬東西晋　階唐五百出師人

　　　　　　　太祖太祖非凡品　創出花花錦乾坤　後来一代伝一代　位伝仁宗坐龍廷

　　　　　　　君聖臣賢民安楽　普天同慶太平春　芸開閑文帰正伝　要説湖広荊州城

　　　　　　　　　　　　　　要知道王相公如何説話，請諸公看下巻自有分明。

　　　（下）　……　　　　　　忘恩負義陳世美　留作人間勧世文

5－085斬老龍

　表紙（薄朱）　蓑天呈売卦斬老龍　上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中
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題
記
用

文
本
附
引

衰天塁長街売卦　老龍王問卜賭頭　魏徴丞相斬老龍

唐太宗魂遊地府　判官私改生死簿

絵図老天是売卦斬老龍全本　25×（7×6）

無絵図。正文以七字句和十字讃構成，無散文。

紫金憾内把香焚

情願出家倣和尚

主公万歳聴衷腸

玉印三方正中央

請看取経自分明

表起漁樵一双人

唐王天子聴得説

我若修心了心願

主公写了皇王榜

差了天差人両個

斬龍一段唱完了

漁翁名叫張士旺

又叫文武聴孤王

親自西天走一場

召遍天下大和尚

榜文掛在午朝門

吟詩一首上天庭

龍王地府告陰状

没河打網過時光

寡人不願倣皇上

両班文武忙啓奏

榜文一道写完了

要知誰人来掲榜

詩日，…

6－086、087釣金亀

　表紙（薄朱）　釣金亀双釘記全本　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　　長娘背姑奔夫　張義行孝得亀　双釘害死張義　夫人討飯尋児

　　　　　　　包公開棺検験　一案発覚両案

　本　文　題　絵図釣金亀双釘記全本　28×（7×8）

　附　　　記　正文以七字句和十字讃構成，無散文。

　引　　　用　諸君静坐莫開声　聴表大宋一段文　宋朝有個包文極　日断陽来夜断陰

　　　　　　　　　　　　　　包公判断奇文事　奉請諸公散散心　完

6－088黄氏女〈遊地府対金剛＞

　表紙（薄朱）　黄氏女対金剛　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　　黄氏女念金剛経　木魚声震動地府　冥主奉請黄氏女　遊地府黄氏歎衆生

　　　　　　　対金剛諸仏護法　転男身再世為官　奉表辞官飯三宝　脱凡胎全家超生

　図　一　葉

　本　文　題　改良黄氏女遊地府対金剛全本　28×（7×80r62）

　附　　　記　正文以七字句和少量散文構成，似宝巻。

引 用　自従盤古分天地

　　多少朱門生餓俘

　　世上万般行善好

　　瞬唱漕州姓黄人

　　只本善書錐然浅

三皇五帝立乾坤　歴代興亡説不尽

幾多白屋出公卿　善悪両途由人作

折磨尽是作悪人

　　　　　　　誰言蒼天無報応

万古千秋永伝名　善男信女須勤読

一朝天子一朝臣

功曹簿上記得真

万盤閑言都不唱

拾頭三尺有神明

勧人善世有功勲

6－089黄氏女〈遊地府対金剛〉

　表　　　紙　改良黄氏女対金剛　上海新拉扱橋直北華界川虹路均済里椀蔭山房発党

　　　　　　　黄氏女念金剛経　木魚声震動地府　冥主奉請黄氏女　遊地府黄氏歎衆生

　　　　　　　対金剛神仙護法　転男身再世為官　奉表辞官販依三宝　脱凡胎全家超生
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葉
題
記

一
文

図
本
附

改良黄氏女遊地府対金剛全本　28×（7×80r62）

図有‘金童玉女用橦旛宝蓋迎接黄氏女遊地府森羅殿対金剛

十一字。巻末有椀蔭山房出版京調図考広告。

岩民国二年季夏□’三

6－090＃開封府〈五鼠岡東京＞

　表紙（薄朱）　五鼠岡東京大闇開封府（双包記）上海椿蔭書荘発行

　図　一　葉

　本文題絵図五鼠隅東京大闇開封府26×（7x7）

　附　　　記　表紙無提綱。正文以七字句和少量散文構成，巻頭以

　　　　　　　参照152五鼠圏東京。

　引　　　用　・・…・　　　編成一篇五鼠記　留与後人作古文

開設間北新民路中

‘話説’二字開始。似木魚書。

6－091買嫁粧〈張祥買嫁粧、伸冤記〉

　表紙（薄緑）　張祥買嫁粧伸冤還魂記　上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　　　　　　　張祥被害死　陰魂来托夢　卜小姐告状　准安府伸冤

　本　文　題　絵図張祥買嫁粧本全　26×（7×60r47）

　附　　　記　無絵図。正文以七字句，十字讃和少量散文構成。

　引　　　用　自従盤古分天地　三皇五帝立乾坤　歴朝君王多有道　也有無道帝王君

　　　　　　　不説前朝並後漢　単表清朝有道君　雍正皇登龍位帝　四海人民享太平

　　　　　　　　　　　　　　編成一本伸冤記　雍正伝流到如今

6－092買嫁粧く張祥買嫁粧、伸冤記〉

　表紙（彩色）　張祥買嫁粧伸冤還魂記　上海協成書局発行

　　　　　　　張祥被害　陰魂托夢　卜小姐告状　准安府伸冤

　上図下文

　本　文　題　絵図張祥買嫁粧全本　又銭氏戎福庚手著　22×（7×30r23）

　附　　　記　巻末有‘絵図百家姓読本文益石印7表紙。

　引　　　用　自従盤古分天地　三皇五帝立乾坤　歴朝君王多有道　也有無道帝王君

　　　　　　　不説前朝並後漢　単表清朝有道君　雍正皇帝登龍位　四海人民享太平

　　　　　　　　　　　　　　編成一本伸冤記　雍正伝流到如今

6－093綜矯記く大圏賢関鎮＞　巻上

　表　　　紙　絵図改良女大王大嗣賢関鎮巻上

　　　　　　　玄廟観進香　賢関鎮遇盗　監牢中送飯

　図　二　葉

　本文題絵図説唱女大王大闇賢関鎮綜鷺記巻上

招商店交兵

18×（7×50r39）
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附　　　記　正文無十字讃而散文比較多。文体与177龍宮保女大王不同。似還有巻下。出版書

　　　騨名不詳。

引　　　用　秦伐周以来有十王，漢有二十四帝，唐有一十八宗。起初唐高祖次男唐太宗滅了階場

　　　帝，開基四百年天下。後有唐明皇称一代英君，又有唐徳宗、唐太宗，皆是英明帝主

　　　天子也。単表唐武宗駕前有位大臣，世襲指揮，姓龍名祥，住山東莱州府南其巷……

　　　陳家仇事有報日　且作山林落草人　不言小姐招軍馬　再表参将侯大人

6－094葛丁香※〈戒指記＞

表紙（薄朱）張郎休妻葛丁香戒指記　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　託媒去求婚姻　無情義休丁香　小張郎遭天火　張郎落難討飯　打猟得見丁香

本文題新刻張郎休妻葛丁香戒指記全本26×（7×60r47）

附　　　記　巻頭有‘唐詩’一首，還有散文。後附‘新排口伝女自家十杯酒全本’。

引　　　用　……　　　　　　紫金櫨内把香焚　表起東厨社君神　牡君老爺本姓張

　　　娘娘原是葛丁香　……　　　　　　太白金星親看見　回転凌香奏玉皇

　　　玉皇大帝忙伝旨　帯上四人把他封　第一封的小張郎　封祢東厨張牡王

　　　小小社神一家主　善悪無私奏天堂　年年膓月二十四　家家送牡上天堂

　　　三十子時帰下界　佑保人家大吉祥　第二封的小萢郎　封祢井泉水龍王

　　　井碑不可措鍋姓　因他二人対頭星　第三封的萢老婆　灰堆婆婆侮為尊

　　　年年有個正月半　家家請祢問年成　惟独不封葛丁香　一身配了両個郎

　　　丁香一見号陶巽　哀求天主張玉皇　第四来封葛丁香　封祢坑鉦三姑娘

　　　丁香忙把恩来謝　在台諸公喜揚揚　編成一本丁香伝　消愁解悶大吉祥

6－095遊地府〈正忠伝＞　四巻

表　 紙無
図一葉四図

本　文　題　新刊正忠伝　22×（7×60r47）

附　　　記　正文巻頭第二行有‘胡迫大罵閻羅’六字，次有西江月詞。柱上有‘胡迫罵閻羅’、

　　　　‘胡迫遊地府’、‘全本遊地府9和‘胡迫打秦桧’四句提綱。図也有‘全本遊地府’、

　　　　‘胡迫罵閻’和‘胡迫打秦桧7三句提綱。可惜四図之一已被勇去。恐是‘胡迫遊

　　　地府’。文体似‘三国因y。

引　　　用　……　　　　　　説到此庭姑一帖　歓息軒喘往下提

　　　胡迫遊十八層地獄　詩日，……

　　　　　　　　此人陽間不行善　杖着斗秤把人欺　因此陽間損他的寿延

　　　陰曹地府把犬吃　胡迫聞聴往前走　四座大橋分東西　金橋銀橋善人走

　　　銅橋鉄橋雲霧迷　梨山老母橋頭坐　大悲菩薩敲木魚　叫声善男共信女

　　　還不回頭等何時　眼降就是無常乱　下回書里見高低　全本遊地府
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詩日，……四句提綱叙過，後有新書半篇，衆明公不嫌共叙，落坐聴我一一道来。

　　　　　　　　閻王又把胡迫叫　還有何言対我提　胡迫聞言尊神聖

我在陽間縮不知　原来陰司有報応　因此濁気在心裏　冒犯聖王望恕罪

恕過我凡夫之輩是無知　　　　　　閻王開口忙粉附　陽問快送小胡迫

青衣帯領相公走　一座大橋甚出奇　領着胡迫橋上走　把胡迫推在橋下

水血池　只覚着呼的一声響　　　　連人帯橋張下去　胡迫只覚喪了命

誰想正是夢中時　細想陰問報応了　勧人作善有天知　明公不信買去看

善貫悪貫称不知　此書名為正忠伝　留下聖語勧人詩

6－096琵琶記

　表紙（薄朱）　趙五娘上京琵琶記　上海椿蔭書局発行　開設間北新民路中

　　　　　　　票伯暗上京応試　連及第相府招親　小安童伝書受騙　趙五娘社下咽糠

　　　　　　　遇荒年二老餓死　築土墳天降琵琶　趙五娘上京尋夫　重団円奉旨回郷

　図　一　葉

　本　文　題　趙五娘上京琵琶記全本　28×（7×80r65）

　附　　　記　図有‘上海間北椿蔭書局新民路中’十二字和‘潤身組題’四字。正文以七字句、十

　　　　　　　字讃和少量散文構成。

　引　　　用　春夏秋冬四季天　三山六水一分田　青山緑水年年在　人老何曽転少年

　　　　　　　盤古到今立朝綱　多少与愚人賢良　幾朝君王多有道　幾朝妊臣乱朝綱

　　　　　　　紫金櫨内把香装　請出賢良趙五娘　若問賢良家何庭　河南開封有家郷

　　　　　　　　　　　　　　玉皇大帝来開口　星宿簿上看端詳　文曲星君帰本位

　　　　　　　牛氏月徳上天堂　五娘本是賢良女　二十四孝第一名　為人在世修孝道

　　　　　　　要学賢人趙五娘　編成一把琵琶記　勧人行孝敬参娘

6－097琵琶記

　表紙（彩色）趙五娘上京琵琶記　上海協成書局印行

　　　　　　察伯階進京赴考　中状元相府招親　小安童伝書受騙　趙五娘咽糠被疑

　　　　　　遇凶荒二老餓死　用薦楯兜土築墳　背琵琶上京尋夫　慶団円奉旨祭祖

　上図下文

　本　文　題　趙五娘上京琵琶記全本　26×（7×40r29）

　附　　　記　巻末有‘労作教本第三冊’51、52頁一張。

　引　　　用　……　　　　　　玉皇大帝来開口　星宿簿上看端詳　文曲星君帰本位

　　　　　　牛氏月徳上天堂　五娘本是賢良女　二十四孝頭一名　為人在世行孝道

　　　　　　要学賢人趙五娘　編成一本琵琶記　勧人行孝敬参娘

6－098遊蘇州※〈綜羅帯、周天保＞

　表紙（薄朱）遊蘇州綜羅帯　後尉廿四月疲迷　上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中
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用
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文
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乾隆帝破葉村躾雨　認寄女欽賜綜羅帯

周寡婦謀取綜羅帯　陳月英死後又還魂

周天保打死双進士　問斬罪釘鎮下監牢

乾隆遊蘇州綜羅帯周天保全本　21×（7×5）

全文以七字句構成。後附‘最新二十四月疲迷全本’。

自従盤古分天地　三皇五帝聖明君　幾朝君王多有道　幾朝無道帝王君

幾人有福登龍位　有福君王坐龍廷　周秦漢代年月久　宋斉梁陳記不清

前朝後代都休唱　聴唱前清一段文　　　　　　　　　這是乾隆年間事

綜羅宝帯永伝留

6－099趙天保〈団円記＞　八回

　表紙（薄朱）獺猫精趙天保団樂記　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　　獺猫精迷人　趙鳳英懐孕　獺猫精被捉　趙天保降生　粉紅江取魚　石龍口葬父

　本　文　題　新刻飛龍伝獺猫精趙天保団円記全本　24×（7×6）

　附　　　記　無図。正文分八回，回目七字二句，以‘詩日’開始。

　　　　　　　第一回：趙鳳英魚船遇妖　毛玉龍変化成精

　　　　　　　第二回：老夫妻舟中陶気　趙鳳英拝寿受驚

　　　　　　　第三回：鳳英悲英訴真情　漁翁斉唱蓮花落

　　　　　　　第四回：趙老児同衆漁人設計捉妖　鳳英相見毛玉龍難捨難分

　　　　　　　第五回：趙元壇神鞭打虎　獺猫精貧花喪身

　　　　　　　第六回：趙老許願生天保　粉紅江水内取魚

　　　　　　　第七回：趙天保売魚回子没命　楊五爺向請公孫釈放

　　　　　　　第八回：楊五爺託魚人葬親　趙天保石龍口埋父

　引　　　用　……　　　　　　紫金櫨内把香焚　提起宋朝一段文　若問老爺名和姓

　　　　　　趙氏門中後代根　　　　　　　　　陳橋兵変為皇帝　太祖伝位把基登

　　　　　　　可恨元帝趙匡義　燭影揺紅害長兄　九輔八豪非小可　君尽臣忠満朝中

　　　　　　南北二宋伝天下　万古留名到如今　八巻詞中今已畢　君子看看長精神

　　　　　　敬惜字紙

6－100碧玉替

　表紙（薄朱）

　　　（上）

（下）

本　文　題

附　　　記

上下巻

碧玉箸全伝巻上（下）上海椿蔭書荘発行　開設關北新民路中

李尚書嫁女択佳婿　顔文友慕色設好謀　孫媒婆借管施巧計　王玉林拾信起疑心

中離間夫妻分房宿　幸慈孝婆嬉最相能　濃雄黄酒公子洩憤　携軽羅扇小姐含毒

情書作証気死尚書　玉讐為愚冤熟小姐　対筆蹟大麟春香女　破好計捉章孫媒婆

自知失錯公子服罪　冤欝成病小姐帰陰　遇仙丹死後還魂　中状元夫妻団円

絵図重校碧玉籍全伝巻上（下）26×（7×70r55）

無絵図。正文巻頭有上場詩，似戯劇文本。
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　・下官姓王名裕，表字殿英，乃嘉興秀水人也……　要知後来端的事

再看下巻便分明

　　　　　　　　此書名為碧玉箸　明代留伝到如今　年深印板模糊了

如今重校甚分明　行善君子買一本　勧善懲悪須人聴　完　敬惜字紙

弓1用（上）

（下）

6－101翠花記　上下巻

　表紙（薄朱）男女状元張香保翠花記上（下）巻　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　（上）　売翠花母子度活　贈金銀夫婦情深　害相思佳人夢会　入閨閣僕破機関

　　　　　　拷打Y娯問口供　勒逼女婿写退婚　害公子言巫良為強　替生死乞再喪生

　　　（下）　苦守節上門弔孝　女扮男主僕双逃　李旺火焼天官府　苗夫人討飯上京

　　　　　　男文女武点状元　栄宗六美大団円　渡菱角庭死狼僕　木枷董熟愛富人

絵図男女文武状元張香保翠花記巻上　26×（7×80r63）

絵図六美図男女状元張香保翠花記巻下　27×（7×70r55）

‘陳題井書’四字。上巻末‘新中華算術課本教授書小学高級第二冊’13、14頁

　
　
　
　

良
良
有
張
従

改
改
図
一
自

葉
題
　
記

一
文

図
本
　
附

　引用（上）　自従盤古分天地　三皇五帝定乾坤　几朝君王多有道　几朝無道帝王君

　　　　　　　　　　　　　　世間善悪説不尽　且表宋朝一奇文　此文不是別的事

　　　　　　　就是太宗一新文　説起太祖趙皇帝　他是上天紫微星　紅拳打成花世界

　　　　　　　不動刀兵定太平　太平江山他不倣　付与寄々柴世宗　後来世宗帰天去

　　　　　　　太祖立位把基登　対臣回来思賢弟　不覚染病在宮中　二弟匡義傷天理

　　　　　　　燭影揺紅刺長兄　……　　　　　　休唱国王多有道　且唱揚州小県人

　　　　　　　此一部書出在江南揚州府……　　　要知小姐願不願　下巻書中表分明

　　　（下）　上一回説到香保招親事……　　　　行善之人有好庭　作悪之人天不容

　　　　　　　善悪両途由祢作　神人整察在空中　編成一本翠花記　勧人行善莫行凶

6－102鳳鳳記

　表紙（薄朱）　孝感動天鳳園記　上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　　　　　　　割股医親病　打鳳奉慈母　胞弟替兄死　包公斬草人　聖旨族孝悌　高官耀門庭

　本文題新刻鳳鳳記全本25×（7×6）

　附記無図。全文以七字句構成。

　引　　　用　前朝後代都不唱　聴唱湖広行孝人　説起湖広桂陽県　桂陽県内有名人

　　　　　　　　　　　　　　母子賢名伝后代　千秋万古永留名　完

6－103売瓜記

　表紙（薄紫）　陳見君売瓜遇真主　上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　　　　　　売瓜遇真主　道左拝千爺　御賜烏金豆　興化去認親　衆夫人闘宝　奉聖主完姻

　本文題絵図陳見君売瓜記全本25×（7×70r55）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一87一



附
引
記
用

無絵図。散文比較多。

混沌初開分天地

至今聖朝定天下

正統在位十四載

只因皇帝好遊玩

不唱朝中国政事

今古流伝与世聞

三皇五帝立乾坤

一統山河属大明

武宗皇帝把基登

出了好臣是江彬

聴説儀徴小県人

完

后稜教民種万物

洪武永楽真天子

正徳皇帝好頑要

自従江彬拐了駕

伝与尭舜禺湯文

大明宣徳聖明君

是個遊龍玩国人

皇王不時出京城

編成一本売瓜記

6－104劉金狗く包断劉金狗〉

　表紙（薄朱）包断劉金狗　上海椿蔭書荘発行　開設關北新民路中

　　　　　　　淫婦施妙計　黄狗去告状　毒蛇害親夫　相験傷也無

　本文題新刻包断劉金狗私訪張鶴撃全伝28×（7×8）

　附　　　記　無図。正文以七字句和十字讃構成，無散文。

　引　　　用　櫨焚宝香透天庭　奉請包断竪察神　家住広東潮州府

　　　　　　　　　　　　　　奉勧世間須積徳　切記不可傷良心

　　　　　　　宋朝留伝到至今　完

包公私行訪　冤仇方得伸

海陽東門落郷村

編成包断劉金狗

6－105，106売花記※　上下巻

　表紙（薄朱）　張小姐売花記全本　上海間北新民路七百五十一号椿蔭書荘発党

　　　　　　　劉思進解糧失風　張小姐売花度日　入相府小姐喪命　告冤状反入水牢

　　　　　　　包相府小姐託夢　鋤国丈鉄面無私

　本文題新出張小姐売花記全本20×（7×60r46）

　　　　　　　新刻張小姐売花記全本巻下

　附　　　記　無図。正文以七字句和散文構成。後附‘新増鴉片姻歓五更’。

　引用（上）　自従盤古分天地　三皇五帝治乾坤　有道君王民安楽　無道君王害良民

　　　　　　　若逢君聖臣賢世　父慈子孝国太平　不唱前朝並後代　聴唱河南府内人

（下） 　　　　　　　　女人学得張小姐　貞烈万古永伝名

天下良民無悪人　這是一本売花記　永遠伝与後人聴

清官学得包丞相

終
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石印鼓詞札記（其三）

　　大塚秀高

埼玉大学紀要　教養学部　第36巻　第1号　2000

　　　　別　刷



石印鼓詞研究（其三）

　大塚秀高
中央研究院歴史語言研究所附属傅斯年図書館所蔵

　　　　　　　　石印鼓詞札記（其三）
7－107劉貴成　〈金錫記〉

表紙（彩色）劉貴成私訪　上海間北蒙古路協成書局印行

　　　　貴成三次遭天火　東嶽廟小姐贈金　公子泣写退婚紙　入松林公子自経

　　　　貴成官拝都巡按　斬張洪夫妻団円

上図下文

本文題　改良劉貴成写退婚私訪釧金間錫記全本　21×（7×5）

附　　記　正文以七字句和十字讃構成，無散文。巻末有‘新中華国語読本小学校

　　　　初級用第二冊’11、12頁一張。

引　　用　紫金櫨内把香焚　釧金錫内表賢人　若問賢人家何庭　聴我慢慢寂分明

　　　　　　　　　夫妻後来有好庭　白鶴升天見玉君　串成一本賢良伝

　　　　康王伝流到如今　完

7－108劉貴成　〈金鋤記＞

表紙（彩色）劉貴成金錫記　劉徳記書局印行　上海海寧路裕姦里便是

　　　　劉戎両家結姻親　天火焼窮劉百万　戎良廷嫌貧愛富　威逼貴成写退婚

　　　　戎小姐廟中贈銀

図一葉

本文題　改良劉貴成写退婚私訪釧金錫記全本　29x（7x8）

7－109売鍋記

表紙（薄朱）王文秀売鍋記　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　鮫水沖没全家　文秀贅入陳門　岳父逐出文秀　江心又遇強人

　　　　売鍋回里訪妻　欽賜巡按杭城

図一葉

本文題　新刻王文秀売鍋記全本　22×（7x60r47）

引　　用　前後朝代不必表　且唱趙州一段文　……　　　　　　編成一本売鍋記

　　　　万古千秋永伝名

7－110賢良伝　〈馬素貞替夫伸冤〉

表紙（薄朱）李兆廷被害薦素貞点元替夫伸冤賢良伝　上海椿蔭書荘印行　開設間北

　　　　新民路中

一17一



三次天火兆廷落難　嫌貧愛富逼写退婚

知府貧粧〔駐〕誕良為盗　公子受屈打下監牢

女扮男粧進京赴考　文才出衆欽点状元

女状元入宮招鮒馬　露真情求公主伸冤

葉
題
記
用

一
文

図
本
附
引

改良李兆廷女状元爲素貞替夫伸冤賢良伝全本　26×

正文以七字句和十字讃構成，無散文。

紫金燈内把香焚　諸君聴我説書文　説書要説賢良伝

此書不説別一個　先表大宋李兆廷

流伝後世作箴規　敬惜字紙

（7×8）

見賢人自学賢人

編成一本賢良伝

7－111賢良伝　く漏素貞替夫伸冤〉

　表紙（彩色〉李兆廷被害女状元薦素貞替夫伸冤賢良伝　上海協成書局発行

　　　　　　三次天火兆廷落難　嫌貧愛富逼写退婚

　　　　　　知府貧駐誕良為盗　公子受屈打下監牢

　　　　　　女扮男粧進京赴考　文才出衆欽点状元

　　　　　　女状元入宮招鮒馬　露真情求公主伸冤

　上図下文

　本文題　改良李兆廷女状元爲素貞替夫伸冤賢良伝全本　24×（7×4〉

　附　　記　巻末有‘新中華公民課本小学校初級用第一冊『7、8頁一張。

柵
紙
葉
題
記

韓
　

一
文

12

図
本
附

47

引　　用

〈九度文公十度妻＞

韓湘子九度文公十度妻 上海鰹記書局印　巻上（下）

新出絵図韓湘子九度文公全伝巻上（下）　27×（7x70r54）

表紙無提綱，巻上表紙有‘雪擁藍関馬不前’七字和‘友□写’三字，巻下

表紙有‘花園初次度林英’七字和‘月樵画’三字。巻末有改訂説明。

日月如稜去忙忙　世人皆落名利場　　　　　　　　　要知湘子如何答

下巻書中道其詳　　　　　　　　　九度文公書本正　莫作好盗並邪淫

老本韻多押不穏　傲言傲語不中聴　従頭一一都改正　旧事如今翻成新

老年無事有徳行　買本閑書可寛心　幼年婦女皆可聴　句句良言要記真

九度文公湘子伝　忠孝節義是本根

7－113、7－114双花記

　表紙（薄朱〉王文虎退婚双花記　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　文虎巧遇双花　曽亮殺死海業　王文虎下監　馬嬌鷲出家

　　　　　　王文永封王位　票金蓮去上控
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本文題　新増王文虎写退婚双花記全本　28×（7×80r63）

附　　記　有上場詩，似戯劇文本。巻末有‘新中華国語読本教授書小学高級第一

　　　冊’27、28頁一一張。

引　　用　詩日，一・…下官王鼎字君兆，祖居福建泉州府太平村，……

　　　開口忙把安童叫　掌我名帖去請人　……　　　　　　編成一本双花記

　　　忠孝賢良勧世人

7－115双花記　上下二冊

表紙（彩色）王文虎写退婚双花記全本　上海聞北蒙古路協成書局印行　上海山海関

　　　路元昌印書館五彩印刷所承印

　　　文虎遇双花　曽亮殺海巣　王文虎下獄　馬嬌鶯出家

　　　王文永封王　藥金蓮上控

上図下文

本文題　絵図王文永双花金記全伝　24x（7×40r30－32）

附　　記　正文以七字句和散文構成。上下冊合綴一本。下冊末有広告如下：

　　　本局出版図書大唱，精益求精。不日画図宝巻出版，内容更精美非常，

　　　絵画精工，価廉物美。　総発行所上海蒙古路北公益里内協成書局

7－116繍針記

表紙（薄朱）柳状元救父繍針記　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　孝文夫婦求子得子　失妻取妻晩娘施威

　　　統鍼刺心何英狼妻　怒打何英結怨充軍

　　　考中状元兄妹結親　金殿奏本何英伏法

本文題　新刻柳状元救父統針記全伝　26×（7×80r63）

附　　記　無図，有少量散文。

引　　用　元朝神宗登宝位　駕坐燕山古北京　……　　　　　　編成一本統針記

　　　大元年間到如今　終

7－117双叙記　L下二冊　全十二回

表紙（上）　胡安人嫌貧悔婚双銀記上冊

　　（下）　双銀記下冊　上海大成書局発行

上下冊各一葉四図

本文題　絵図双叙記全部上冊（巻下）　32×（7×70r56）

附　　記　表紙無提綱，正文以十二回構成，回目七字一句。巻頭有西江月詞。

　　　第一回　　林香保広東投親　　第二回　　胡安人嫌貧悔婚

　　　第三回　　胡連瞑蛉林公子　　第四回　　姐妹吟詩喜相認

　　　第五回　　胡連聞信拷公子　　第六回　　小姐公子双上墳
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第七回　　公子江中遇劫盗　　第八回

第九回　　公子買回双金銀　　第十回

第十一回　公子連科中状元　　第十二回

閣老舟中救難女

廟中夫妻重相見

共受皇封大団円

7－118羅柏記

　表紙（薄朱）

本文題
附　　記

引　　用

〈双金榜〉

白玉羅柏記　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

打姜雄遺失羅粕　造仮信計害素貞　康王家満門抄斬　廷秀告状諌姜雄

改良双金榜白玉羅帖記全本　　27×（7×8）

無図。正文以七字句和十字讃構成，無散文。巻末有‘新中華常識課本

教授書小学初級第五冊’83、84頁一張。

自従盤古分天地　三皇五帝立乾坤　不唱前朝並後代　表起宋朝一新聞

四帝仁宗登大宝　風調雨順国太平　不説我王安天下　且説偏邦小県人

　　　　　　　　編成一本羅柏記　忠孝節義勧世文　敬惜字紙

7－119課香女　〈謹香女巽瓜、貞孝伝〉

　表紙（薄朱）談香斐瓜貞孝伝　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　孝心感動蒼天　寒冬種出西瓜　守貞不配太子　被叔売為娼妓

　　　　　　禁閉馬房放火　死後身坐蓮花

　図一葉

　本文題　改良謹香女斐瓜貞孝伝　26×（7×7）

　附　　記　正文以七字句和十字讃構成，無散文。末有詩一首。

引　　用 香在櫨中燭在台

女子看花増福寿

麟麟看花送来子

漸江省裏杭州府

見賢良要学賢良

封為龍女在上方

看会人等総安康

精神安坐雨花台

男子看花歩金階

鳳鳳看花帯宝爽

仁和県裏小漂庄

諄香栽瓜一小段

会首若還不肯信

詩日，……

神仙看花微微笑

老年看花身康健

在壇男女帰坐位

万古留伝姓名香

観音勇辺去張張

凡人看花楽開懐

少年看花智識開

聴表龍女下天台

好心自有天知道

脱了凡胎成正果

一来請僚作個俄

7－120薬茶記

　表紙（薄朱）蘇鳳英薬茶記　上海椿蔭書荘印行

　　　　　　晩娘毒打蘇鳳英　繭茶惧傷親生子　父女磨房相会痛巽

　　　　　　知県貧駐鳳英入獄　悪婦現報上弔身亡

　図一葉

　本文題　絵図真本蘇鳳英繭茶記全伝　28×（7×80r63）

　附　　記　巻頭有上場詩，之后有‘下官蘇文尚…’。似戯劇文本・

　引　　用　……　　　　　　編成一本満茶記　留与人間作話文　完
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7－121薬茶記

　表紙〔彩色）蘇鳳英薬茶記

　　　　　　蘇文尚甘粛臨場上任　討鎗匙晩娘毒打鳳英

　　　　　　用毒薬懊傷親生子　磨房相会父女痛巽

　　　　　　惧飲薬茶蘇文尚身亡　知県貧駐蘇鳳英入獄

　　　　　　断頭山蘇鳳英遇救　悪婦現報自尽身亡

　上図下文

　本文題　絵図真本蘇鳳英薬茶記全伝　26×（7×40r31）

　附　　記　巻末有‘絵図千字文’表紙。協成書局出版欺。

7－122厳差傘　〈看灯記＞

　表紙（薄朱）包断厳差傘　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路

　　　　　　柳纏金遇害　厳差傘被屈　柳纏金還魂　厳差傘出獄

　本文題　柳纏金看灯包文正錯断厳差傘全伝　27×（7×6）

　附　　記　無図。正文以七字句和十字讃構成。

　引　　用　不唱前朝並後代　単表宋朝一新聞　仁宗天子登大宝

　　　　　　　　　　　　　只是一本看灯記　留与世間勧化人

　　　　　　消愁解悶長精神　完

娘娘有病在宮中

好賢君子買一本

7－123宝蓮灯　〈沈香救母＞

　表紙（薄朱）沈香救母宝蓮灯　上海椿蔭書局発行　開設聞北新民路中

　　　　　　劉晋上京赴考　華岳廟拮香題詩　宝蓮灯張公領路　黒雲洞二娘産子

　　　　　　秋香替父入監　沈香壁山救母

　図一葉

　本文題　絵図沈香救母宝蓮灯全伝　25×（7×7）

　附　　記　絵図有‘陳徳’印記，正文以七字句和十字讃構成，無散文。巻末有‘新

　　　　　　中華算術課本小学高級第四冊’7、8頁一張。

　引　　用　紫金燧内把香焚　宝蓮灯上請賢人　若間老爺家何盧　江南也是有名声

　　　　　　家住通州城一座　海門府内是家門　有個員外劉百万　馬氏佳人配為婚

　　　　　　　　　　　　　宝蓮灯上一段事　万古流伝到如今　完

7－124、125宝蓮灯　〈沈香救母〉

　表紙（彩色）沈香救母宝蓮灯　上海協成書局印行　間北蒙古路晋康里

　　　　　　華岳廟拮香求籔　題詩句得配仙女　宝蓮灯降魔引路　黒雲洞仙姫産子

　　　　　　入監牢秋香救父　黒雲洞沈香救母

　上図下文

　本文題　絵図沈香救母宝蓮灯全伝　20×（7×4）

　　　　　　　　　　　　　　　　一21一



巻末有‘高級小学算術教科書第四冊城、ii頁一張。記附

＆126丁山征西

　表紙（薄朱〉醇丁山征西伝　上海椿蔭書荘発行　開設開北新民路中

　　　　　　奉聖旨仁貴回密　沿河湾丁山射雁　仁貴幌傷丁山子　伝聖旨仁貴征西

　　　　　　迷王城太宗被困　救聖駕丁山下山　戦場中妖人闘法　醇丁山奏凱班師

　図一葉

　本文題　絵図醇丁山征西全本　26×（7×70r55）

　附　　記　絵図有‘陳書’二字・正文以七字句和散文構成。上接‘仁貴征東ラ。

　引　　用　混沌初開天地分　三皇五帝定乾坤　歴代帝王休要唱　於今且唱那明君

　　　　　　書中単表唐皇帝　跳澗秦王李世明　太宗皇帝登天下　上方差来紫微星

　　　　　　五虎将軍多猛勇　又有軍師徐茂公　尉遅相対秦叔宝　両個英雄保太平

　　　　　　前唐二将多本事　後唐又出醇将軍

8－127三笑姻縁　く桃花配＞

　表紙（薄朱）唐伯虎三笑姻縁　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　西湖邊邉　莞爾留情　質身役服　得美帰家

　本文題　唐伯虎三笑姻縁点秋香全伝　23×（7x60r47）

　附　　記　無図。正文以七字句和散文構成。

　引　　用　民国初開万物新　五族共和各文明　鎮江有名唐官宙　妻是詰命老夫人

　　　　　　　　　　　　　此書不是多年事　嘉靖年間一新文　編成一本桃花配

　　　　　　留与人間作新聞

＆128、129仁宗認母　〈包公遇后＞

　表紙（薄朱〉包公遇后仁宗認母　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　包公辰州放賑　天斉廟太后鳴冤　奉太后回朝奏主　審郭椀招出真情

　　　　　　擢蓼駕仁宗迎母　加封満朝文武

　本文題包文丞正清断仁宗認母伝26×（7×60r47）

　附　　記　無図。正文以七字句和散文構成。

　引　　用　前朝後代都不表　単表大宋有道君　太祖太宗真宗祖　四帝仁宗管万民

　　　　　　一十二歳為天子　風調雨順国太平　文曲星官包丞相　武曲星官是秋青

　　　　　　六郎長子楊文広　忠良世代倣将軍　不言朝内文合武　単言包公倣官清

　　　　　　　　　　　　　此是仁宗来認母　留伝千古得知聞

8－130仁宗認母　〈包公遇后＞　上下冊

　表紙（彩色）包断仁宗認母全本　上海協成書局印行

　　　　　　包龍図辰州放賑　天斉廟太后鳴冤　奉太后回朝奏主　審郭椀始得真情
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仁宗擢駕迎母后　満朝文武尽加封

文
題
記

町
文
上
本
附

新出包丞相断仁宗認母　18×（7x40r7×3）

巻末有‘新主義社会課本　前期小学用第二冊’7、8頁一張。

8－131包公出世

　表紙（薄朱）包文正出世全本　上海椿蔭書荘発行　開設閲北新民路中

　　　　　　因怪相包夫人棄子　鋤荒田上天降神猪

　　　　　　招商店遇見悪徒　李相府捉掌魚精

　　　　　　枷城陛神死屍復活　断老虎奉養老張堰

’本文題絵図包公出世全本26×（7×80r63）

　附　　記　無絵図。正文以七字句、十字讃和散文構成。拠巻末記載似還有続集。

　引　　用　宋王江山不太平　干戎不息害良民　文麟冠准老丞相　武庸楊家大総兵

　　　　　　後来二人帰天去　真宗朝中少賢臣　仁宗幼主登龍位　四面八方干戎生

　　　　　　只少保駕扶王相　上天降下文曲星　不唱宋王朝中事　単表后州小包村

　　　　　　且説…・・　　　　此本話文住了罷　再看後本断奇文

8－132仁貴征東

　表紙（薄朱）酵仁貴征東伝　上海椿蔭書荘発行　開設閾北新民路中

　　　　　　仁貴被難牧羊　耕田降妖得宝　仁貴充当火頭軍　探地穴跨海征東

　　　　　　酵仁貴大破摩天嶺　設奇謀三箭定天山

　　　　　　涙泥河仁貴救駕　大得勝奏凱回朝

　図一葉

　本文題　絵図醇仁貴跨海征東全伝　26×（7×70r54）

　附　　記　絵図有‘孟秋之月陳徳題七字。正文以七字句和散文構成。下接‘征西伝’・

　引　　用　大唐天子登龍位　風調雨順管万民　有福君王有霊佑　自有良将成大功

　　　　　　当衆不唱別一庭　単表山西大省城　……　　　　　　要知後来端的事

　　　　　　再看征西自分明　完

＆133目連救母　〈三世得道＞

　表紙（薄朱）目連救母三世得道全本　上海椿蔭書荘発行　開設問北新民路中

　　　　　　劉青提開斎破戒　傅目蓮剃度為僧　劉氏打下阿鼻獄　目蓮尋母到雷音

　　　　　　遊地府打破邸都　放出八十万悪鬼

　　　　　　転二世黄巣殺人八十万　転三世賀屠殺猪成正果

　本文題　絵図三世救母目連記全伝　25×（7×70r54）

　附　　記　無絵図。巻頭以‘開経巻’開始，似宝巻。

　引　　用　開巻経
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焚香念真経　諸位垂光聴　不化無価宝　只度有縁人

行善超三界　持斎帰仏門　上達極楽境　霊山伴世尊

櫨香炸熱放毫光　住満十方透上蒼　上請諸仏来赴会

帯領護法傅員外　目蓮聖僧救親娘劉氏青提親赴会

下請幽冥地獄王

宣揚宝巻開道場

＆134何伸抄家　〈青龍伝＞

　表紙（薄朱）何伸抄家青龍伝　上海椿蔭書荘印行

　　　　　　嘉慶桂花県私訪　劉香保杖義贈金

　　　　　　抄何伸家産金珠

　図一葉

　本文題新刻私訪桂城何伸抄家青龍伝全本

　附　　記　全文以七字句構成。

　引　　用　前朝古今多休唱　単表清朝一新文

　　　　　　順治康煕伝雍正　乾隆又把位来登

　　　　　　　　　　　　　善悪到頭終有報

鉄公信保駕回朝　嘉慶帝登基接位

21×（7×6）

自従順治登龍位

在位一十九年正

勧人為善莫行凶

一統江山国太平

出了何伸大軒臣

8・135何坤抄家　〈嘉慶私訪桂花城＞

　本文題嘉慶私訪桂花城22×（7×6）

　附　　記　表紙鉄，出版書騨名不詳。正文末訣一句。

　引　　用　前朝古本都休唱　単表清朝一新文　自従順治登龍位

　　　　　　順治康煕伝雍正　乾隆又把位来登　在位十九年来正

　　　　　　　　　　　　　　善悪到頭終有報

一統江山国太平

出了何伸大好臣

8－136前珍珠塔　〈九松亭〉

　表紙（薄朱〉前珍珠塔九松亭　上海椿蔭書蒋印行　開設間北新民路中

　　　　　　陳翠屏私贈珍珠塔　小方卿凍死九松亭

　　　　　　老夫人尋子討飯　静方尼救活夫人

　　　　　　唱道情刺諏親姑母　巡七省三美大団円

　本文題　新刻珍珠塔九松亭全本　28×（7×8）

　附　　記　無図。正文無散文。

　引　　用　香姻続続透天堂　珍珠塔上表賢良　若間此書根由事　就是公子小方卿

　　　　　　　　　　　　　編成一本珍珠塔　奉勧男女学賢良　要知方家興廃事

　　　　　　請看後本自分明　後本捉掌麟麟豹　天下方得享太平　完

　後珍珠塔　〈麟麟豹〉

表紙（薄朱〉後珍珠塔麟麟豹全本 上海椿蔭書荘印行　開設間北新民路中
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小方卿無事被賊害　飛龍女打鳥奉娘親

方俊探親被冤下獄　方憧尋兄怒打オ龍

打播台収伏麟麟豹　杏花嶺興兵劫監獄

新紗後珍珠塔麟麟豹全本　27×　（7×7）

無図。正文以七字句和十字讃構成，無散文。

前珍珠塔交代過　後珍珠塔未表明　編書若不編到底　諸公看得不称心

　　　　　　　此是後本珍珠塔　前代伝流到如今

題
記
用

文
本
附
引

8－137後珍珠塔　〈麟麟豹〉

　表紙（彩色〉後珍珠塔麟麟豹全本

　　　　　　方卿無事被賊　飛龍女打鳥営生　方俊被冤下獄　方憧怒打刀龍

　　　　　　打播台又収麟麟豹　杏花嶺興兵却獄

新抄後珍珠塔麟麟豹全本　19×（7×5）

出版書璋名不詳，協成書局歎。巻末有‘初小国語読本第一冊世界書局

出版P25、26頁一一張。

文
題
記

町
文
上
本
附

5－07群後梁山伯

　表　　紙　後梁山伯還魂団円記　上海美術書局印行

　　　　　　山伯英台三世仮夫妻　馬家花輪聚英台　英台墳前祭梁兄

　　　　　墳墓炸開英台入墓　馬郎歓喜一場空

絵図梁山伯祝英台還魂団円記後伝　26x（7×80r63）

正文以七字句、詩和散文構成。

山伯英台書已録　現刻後部接前因　……　　　　　　至

自然日久見人心　因此再呈書一本　留与世上衆人所　矢

此書有益亦非軽

大
本

洪
一
寛
買
道
子
路
君
底
音
到
知

葉
題
記
用

一
文

図
本
附
引

＆138衰樵撫渡

　表紙（薄朱〉画美人衰樵擢渡　上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　　　　　　衰樵被天火　清河澗擢渡　天賜画美人　成親生一子

　　　　　　激龍潭訪母　天罷得天書

新刻画美人哀樵擢渡全本　26×（7×6）

図有‘潤題’二字。正文以七字句和十字讃構成。下続‘斬老伝’。

金燈早把宝香焚　奉請銀河擢渡人　若問神人家何庭　自然説起本人門

　　　　　　　不表二人来売卜　再表黎民百姓椚　乾旱三年不下雨

葉
題
記
用

一
文

図
本
附
引

一25一



城内城外起姻塵　黎民百姓心中苦　全然不見雨毫分

斬老伝上表分明　只是衰樵擢渡話　君子所所長精神

要知誰人来間雨

完　敬惜字紙

＆139、140陳英売水く売水記〉

　表紙（薄朱）陳英売水柳蘭英伸冤記　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　柳懐打死陳英　陳英還魂売水　蘭英洩漏密約　柳祥黒夜殺梅香

　　　　　　殺標客蘭英下獄　写血書包抵伸冤　包公金殿奏本　陳英夫妻団円

　本文題　絵図陳英売水伸冤記　30×（7×8）

　附　　記　無絵図。正文以七字句和十字讃構成，無散文。

　引　　用　久有移俗勧世心　特編小説衆人所　……　　　　　　撞成一本賢良伝

　　　　　　奉請諸公散散心　売水記完

8－141荘子戯妻　く大壁棺〉

　表紙（薄朱〉荘子戯妻大舅棺　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　代寡婦揃墳　化身戯嬌妻　田鳳英男棺　搭救鮎膜鬼

　本文題　絵図荘子戯妻男棺全伝　29×（7×80r62）

　附　　記　無絵図。似道情。

　引　　用　詩日

　　　　　　作書人伝唱書人　唱与賢良君子聴　戯妻膀棺歌一本　消愁解悶長精神

　　　　　　自従盤古分天地　三皇五帝定乾坤　不表前朝並後代　単講周朝一段因

8－142劉全進瓜　〈借屍還魂〉

　表紙（薄朱）劉全進瓜借屍還魂　上海椿蔭書荘発行　開設閲北新民路中

　　　　　　唐僧化金銀　逼死李翠蓮　進瓜遊地府　還魂重団樂

　本文題　原本劉全進瓜借屍還魂団円記　26×（7×8）

　附　　記　無図。正文題下有‘此書照原本重編，与時下翻板不同，閲者注意’十八

　　　　　　字，以七字句和十字讃構成。上接‘斬老龍’。

　引　　用　紫金櫨内把香焚　再表斬龍伝上人

8－143羅通掃北

　表紙（薄朱）羅通報仇掃北附姻花女自嘆　上海椿蔭書荘発行

　　　　　　月蛾仙山学法　羅通馬上定婚　小将活捉三王

　　　　　　掃尽浪姻平番　得勝奏凱回朝

　本文題改良羅通掃北報仇忠孝全伝25×（7×6）

　附　　記　無図。全文以七字句構成。鉄附姻花女自嘆。

　引　　用　開言散語都不唱　所唱唐朝姓羅人

　　　　　　　　　　　　　　　　一26一

　開設間北新民路中

一箭射中蘇烈

編成掃北忠孝伝



伝流人間万古聞　完

9－154＃羅英訪賢

　表紙（薄朱）（呉漢三殺妻）後附羅英訪賢　上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　本文題　改良羅英訪賢全本　24×（7×60r46）

　附　　記　巻末有‘新中華常識課本教授書　小学初級第八冊’203、204頁一張。

　引　　用　　　　　　　　　編成一本訪賢事　万古留名到如今　本是消愁解悶心

　　　　　　好賢君子聴一聴

含155＃羅英訪賢

　表紙（彩色）　（呉漢三殺妻全本）羅英訪賢　上海協成書局印行　上海山海関路元昌

　　　　　　　印書館五彩印刷所承印

　上図下文

　本文題改良羅英訪賢全本19×（7×30r23）

　附　　記　巻末有‘中学国語文成続大観第五冊P59、60頁一張。

8－144藍橋相会　〈巻上水漫藍橋、巻下二世姻縁＞上下巻

　表紙（薄朱〉水漫藍橋相会　上海椿蔭書局発行　開設間北新民路中

　　　　　　章郎保遊春玩景　買玉貞井辺汲水　施神力水漫藍橋　夫妻永世不成婚

　図一葉
　本文題（上）新出絵図水漫藍橋相会全本　23×（7×6）

　　　　（下）最新続藍橋二世姻縁団円全本

　附　　記　上下巻合綴一本。正文以七字句和詩構成。似下接‘五雲伝’。巻末有

　　　　　　‘新中華国語読本教授書小学初級第二冊’59、60頁一張。

　引　用（上）天地乾坤大変更　白雲庵内読書人　相公姓章名郎保　上学名児叫燕春

　　　　　　　　　　　　　二人看了詩幾句　各家各収死斤霊　水漫藍橋一件事

　　　　　　万古流伝作話論

　　　　（下）閑来無事翻書篇　観見藍橋事一番　総有上冊与下巻　我今要把下本添

　　　　　　　・9　　　　　明公若問後来事　五雲伝上説周全

5－081＃鴬寄孝母

　表紙（薄朱）（最新郭三娘割股）鵬寄孝母　上海椿蔭書局発行　開設開北新民路中

　図一葉

　本文題新出鴬寄孝母全伝22×（7×60r47）

　附　　記　図有‘潤書ヲニ字。正文以七字句、十字讃和散文構成。

　引　　用　……古書云，人而不如鳥乎。看此小説，翻鳥尚有、忠孝双全之心，何況

　　　　　　人乎。諸君若看此書，必須相勧聴書之人，倶存忠孝双全之心，不義之
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財，不可取也。如見美色，不可淫也。如見人難中，必須扶也。在路周

全，亦有功徳。種種為善，功徳無量臭。

5－082＃鴬寄孝母

　表紙（彩色）（郭三娘割股全本）鶏寄孝母　上海協成書局印行

　上図下文

　本文題新出鴬寄孝母全本　21×（7×30r23）

　引　　用　……古人云，人而双全鴬乎。看此小説，翔鳥尚有忠孝双全之心，何況

　　　　　　人乎。諸公若看此書，必須相勧所書之人，倶存忠孝双全之心，不義之

　　　　　　財，不可取也。如見人美色，不可淫也。如見人難中，必須扶也。在路

　　　　　　周全，亦有功徳。種種為善，功徳無量臭。

9－145八虎闊幽州

　表紙（薄朱）楊家将八虎闊幽州

　　　　　　椿蔭書荘発見

　　　　　　宋太宗五台山還願

　　　　　　八賢王天波府頒兵

　　　　　　播仁美射殺楊七舎

　　　　　　楊六郎金殿告御状

　　　　　　楊六郎奉旨守三関

　本文題

　附　　記

　引　　用　盤古初将天地分

　　　　　　天降赤髪龍下界

　　　　　　三下河東収良将

　　　　　　弟接兄位為皇帝

上海椿蔭書荘発行　上海間北新民路七百五十一号

　　　　　　　　　韓延寿発兵困幽州

　　　　　　　　　楊家将八虎闊幽州

　　　　　　　　　老令公撞死李陵碑

　　　　　　　　　播仁美口外去充軍

　　　　　　　　　孟将軍搬屍盗宝馬

改良楊家将八虎闊幽州全本　27×　（7×8）

無図。全文以七字句構成。

　　　　　　　　歴代更換幾多君

　　　　　　　　一胎生下二賢君

　　　　　　　　陳橋兵変立為君

　　　　　　　　雨順風調楽太平

伝至唐来刀兵動

太祖英雄多了得

太祖為君十七載

五代干戎乱紛紛

打下軍州三百城

伝与花花趙太宗

9－146、147九郎官借馬

　表紙（薄朱〉九郎官龍宮借宝馬　上海椿蔭書荘発行

　　　　　　九郎官入東海　水晶宮中借馬　大嗣龍宮闘法　九郎官施仙法

　　　　　　用火焼水晶宮　公主願借神鞭

　図一葉

　本文題　改良九郎官借馬借鞍借鞭全本　26×（7×7〉

　附　　記　正文以七字句和十字讃構成，無散文。巻末有‘男女適用新体白話童子

　　　　　　写信必読上冊上海時環書局’表紙。

　引　　用　上得壇来笑微微　燭上銀台酒満杯　輩菜供品般般有　鮮花鮮果色色斉

　　　　　　真香一住入燈内　拝請魏家九老爺　金殿領了皇聖旨　要到東海借馬騎
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　　　　　　　　　　　　　為人倶要行正道　能容多少欺心人

　　　　　　礼儀廉恥不離身　九郎借了龍駒馬　申文発表去請神

9－148、149九郎官請神

　表紙（薄朱）九郎官請神　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　闇龍宮陰差五鬼　詔魏徴請神還願

　　　　　　魏丞相被唐王屈斬　九郎官対天文地理

　　　　　　九郎官天牢替父　脱凡胎棒表焚身

　図一葉

　本文題最新出版九郎官精神26×（7x7）
　附　　記　正文以七字句和十字讃構成，無散文。

　引　　用　上得壇来把香拮

　　　　　　壇前打掃多潔浄

　　　　　　若問尊神家何盧

　　　　　　将身跳在火当中

　　　　　　九郎真魂上天宮

　　　　　　明日陽間少一人

　　　　　　打他四十送牢中

　　　　　　封我官職上天官

　　　　　　忙開金口把官封

　　　　　　査看可封甚官名

　　　　　　陸然想起一官名

　　　　　　下界水官像為尊

　　　　　　天仙門下請尊神

　　　　　　各府州県請尊神

　　　　　　奉請神人上天宮

9－150九郎官請神

　本文題

　附　　記

9－151大審双玉錫　〈法門寺＞

　表紙（薄朱）法門寺大審双玉錫

　　　　　　拾玉燭玉妓含情

　　　　　　鄙鳩県傅鵬下獄

　本文題

　附　　記

奉請天神到壇前

弟子慶誠把香焚

家住長安錦繍城

焼了頭来頭也動

満朝文武都嘆気

九郎空中高声罵

我今何事顧了徐

徐今若還封遅了

封弥官大莫嫌大

什塵官管什塵事

封徐三界真符使

中界雲官也是像

封弥下界五郎官

今日将像来封上

新印秘本九郎官請神全伝　26×

鉄表紙，無図。与148、149異版。

開壇就請開壇将

一住真香入燈内

焼了脚来脚也踵

人人都把舌頭伸

大罵唐王老昏君

逼我活活跳火坑

擾乱江山不太平

封徐官小莫嫌軽

要把此事細参詳

掌管三界表和文

三界符官像為尊

陰曹地府請尊神

迎神官坐酒三鍾

（7×7）

孝順二字為第一

完

潔壇就請潔壇神

香童排籔請尊神

大紅抱袖遮了面

焼得凡胎成焦炭

今日陰間添一鬼

父親何事薦了徐

快快封来快快封

唐王一聴慌張了

命人去取封神榜

唐王正査封神榜

上界仙官是像管

封像上界行九宮

封徐中界九郎官

衆神請回帰宝座

　　　　　　　　上海椿蔭書荘発行　開設閲北新民路中

　　　　　　　　槍睡軽劉彪貧利　因小急刀傷二命　柏洩漏又殺一命

　　　　　　　　法門寺巧咬鳴冤　孫家荘二兇被獲　傅雲程双美団円

新刻法門寺大審双玉錫全本　28×　（7×8）

無図。正文以七字句和十字讃構成，無散文。
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　引　　用　諸公所我説書文　先表君来後表臣　前朝後代都不表　単表大明有道君

　　　　　　嘉靖皇帝登大宝　風調雨順国太平　　　　　　　　　好個恩義傅公子

　　　　　　収下母女一双人　選了八月二十四　二女団円倣成親　合家大小均富貴

　　　　　　高磨擢酒唱戯文　此戯名叫双玉錫　嘉靖伝流到如今　忠孝節義須学好

　　　　　　万古流伝到如今　新刻大審双玉錫　全本完

9－152＃五鼠國東京

　表紙（彩色）五鼠岡東京大闇開封府（双包記）　上海山海関路元昌印書館五彩印刷所

　　　　　　承印

　上図下文

　本文題　絵図五鼠闇東京大闇開封府　21×（7×40r31）

　附　　記　図有‘連環挿図五鼠闇東京’九字。協成書局出版歎。

警153包公斬国舅　〈還魂記＞

　表紙（薄朱）包断奇文荷包記　上海劉徳記書局印行　上海新衙門北海寧路裕蕊里内

　　　　　　宋仁宗夢見打宮門　衷文正借遊遇国舅

　本文題新刻包丞相斬曹国舅判断衷文正還魂記27×（7×70r55）

　附　　記　無図。正文以七字句和散文構成。

　引　　用　自従盤古分天地　多少文官共武臣　三皇五帝今何在　眼前不見旧時人

　　　　　　描龍必得描龍手　画鳳還須画鳳人　描龍画鳳年年有　不見描龍画鳳人

　　　　　　春去夏秋秋又至　残冬方過又新春　光陰似箭催人老　日月如稜不住停

　　　　　　表起宋朝真命主　四帝仁宗有道君　　　　　　　　　編成一本還魂記

　　　　　　大宋年問直到今

5－075＃包公斬曹国舅

　表　　紙（新出絵図改良烏盆告状包公案）

　　　　　（上京赴考　張公代告）売花娘子遇害　包公斬曹国丈

　図一葉

　本文題無19×（7×60r47）
　附　　記　出版書騨不詳。正文以七字句和散文構成。

　引　　用　自従盤古分天地　三皇五帝治乾坤　有道君王安天下　無道君王損良民

　　　　　　幾朝君王多有道　父慈子孝国太平　不唱前朝並後漢　聴唱河南府内人

　　　　　　　　　　　　　這是一本包公案　留伝説与後人聴

9－154＃呉漢三殺妻

　表紙（薄朱）呉漢三殺妻（後附羅英訪賢）　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　教子尽、忠尽孝　殺妻棄暗投明　母烈妻賢可敬　忠臣孝子堪欽

　　　　　　　　　　　　　　　　一30一



本文題
附　　記

引　　用

遥想当時情状　令人動醜驚心

改良呉漢三殺妻全本　24×（7×60r46）

無図。正文以七字句和散文構成。

紫金燈内把香焚　表起漢朝一段文

因斬白蛇生王葬　纂奪平帝錦乾坤

濠関鎮守名呉漢　掌住君臣両個人

　　　　　　　　収拾一場方才了

二十八宿保劉君　招賢納士屯根草

共保劉秀立乾坤　呉漢三殺妻…冊

楚漢相争苦争戦

逃走小主名劉秀

点起一枝人和馬

呉漢興兵把冤伸

買馬招軍占都城

忠孝留与後人論

高祖有志立為高

路遇金瓜将馬成

郷上囚車献葬君

保住劉秀興人馬

後来聚会廿八宿

完

9－155＃呉漢三殺妻

　表紙（彩色〉呉漢三殺妻全本（羅英訪賢〉　上海協成書局印行　上海山海関路元昌印

　　　　　　書館五彩印刷所承印

　　　　　　教子尽忠尽孝　殺妻棄暗投明　母烈妻賢可敬　忠臣孝子堪欽

　　　　　　遥想当時情状　令人醜動驚心

　上図下文

　本文題　改良呉漢三殺妻全本　19×（7×30r23）

　引　　用　……　　　　　　収拾一場方才了　呉漢興兵把冤伸　保住劉秀興人馬

　　　　　　二十八宿保劉君　招賢納士屯根草　買馬招軍佑都城　後来聚会廿八宿

　　　　　　共保劉秀定乾坤　呉漢三殺妻一冊　忠孝留与後人論

9－156、157張三姐思凡

　表紙（薄朱）斗牛宮青書画美人張三姐思下凡（後附姻花女自嘆）上海椿蔭書荘発行

　　　　　　　開設間北新民路中

　　　　　　張三姐思凡走下天宮　黎山老母扮売青書画

　　　　　　画美人婚配王公子　身懐六甲上天宮

　　　　　　留紡軽題詩贈公子　斗牛宮訪尋画美人

　本文題　斗牛宮青書画美人張三姐思凡　27×　（7×60r47）

　附　　記　無図。正文以七字句和散文構成。後附姻花女自嘆

　引　　用　五代紛紛閾不休　龍争虎闘動干戎　迫至大宋真主出　才得太平度春秋

　　　　　　相伝一十八帝主　九朝八帝趙飛龍　甲馬営中生太子　一胎生下二真龍

　　　　　　大的名称趙太祖　第二名称趙太宗　　　　　　　　　美人思凡一段事

　　　　　　伝流世上与人所　読書君子買一本　消愁解悶散散心

9－158秦雪梅弔孝　く三元記〉　上下冊

　表紙（彩色）秦雪梅吊孝三元記巻上（下）　上海協成書局印行

　　　（上）商公子秦府読書　後花園夫妻相会　商公子得病回家 愛玉冒充秦雪梅
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　　　　　斗牛宮金童星帰位　秦雪梅上門弔孝

　　（下）　雪梅尋夫遊地府　愛玉房中産麟児　秦雪梅撫孤守節　商轄赴考中状元

　　　　　状元宮中招鮒馬　奉旨祭祖慶団円

上図下文

本文題　重編官話秦雪梅弔（吊）孝三元記全（下）本　23×（7×50r39）

附　　記　正文十字讃比較多。上巻末有‘論衡標点者周僕上冊’（1931、上海大

　　　　　東書局印行〉表紙。

引用（上）

□□□梁記不清

九朝八帝出真龍

第二称名趙太宗

所唱雪梅女佳人

自従盤古分天下　三皇五帝立乾坤　周秦漢代□□□

周有三十六王子　漢有二十四公卿　唐有一十八宗祀

爽馬営中生太祖　一胎生下二真龍　大的称名趙太祖

三帝真宗為皇帝　四帝仁宗管万民　前朝后漢都不唱

大明朝有道主成化皇帝，風又調，雨又順，国太民安

（下〉 編成一部節孝伝　千年万載永流伝

9－159秦雪梅弔孝

紙
劫
の
図
題
記

　
（
（
　
文

表
　
　
挿
本
附

引用（上）

　　（下）

　　〈三元記＞　上下冊

最新絵図秦雪梅弔孝三元記上（下）集（発行者）漢口民益書局（発行）

吟詩時相会　閨房中托夢　商公子求親　秦烈女弔孝

遊地府機房教子　状元栄帰写血書

在於各冊第一葉表左上部。

繍像三元記秦雪梅全伝巻之上（下）　29×（7×80r10×50r63）

正文以七字句、十字讃和散文構成，而十字讃比較多。上冊末有‘常識

画習字帖”10頁一張。下冊末也有‘常識画習字帖’22頁一張。

大明朝有道主成化皇帝，風又調，雨又順，国太民安……

　　　　　　　　不柾三貞九烈女　節孝千貞永流伝

9－160劉子英打虎　〈義侠伝〉　上下巻

　表紙（薄朱〉劉子英打虎義侠伝巻上（下）　上海椿蔭書荘発行　開設關北新民路中

　　　（上）劉青起意害小主　子英打虎救妓春　悪僕冒名去招親　子英大嗣都堂府

　　　　　　就地虫翻墳倒斗　許妓春花園被檎

　　　　　　謳盗虞斬妓春受屈　法場替死官保報恩

　　　（下）忙硯山劉青害主　羅家薬子英交兵　劉青怒殺薬蘭英　子英力降五虎将

　　　　　　槍良女子英不平　遇強徒妓春遭難　中状元領兵掛帥　大団円三代栄封

　図一葉

　本文題　新出絵図虻硯山劉子英打虎双珠球義侠伝巻上（下）

　　　　　　28×（7×70r55）

　附　　記　上巻絵図有‘陳題’二字，下巻無絵図。上巻以‘詩評’開始，末有‘新中
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引用（上）

　　（下）

華常識課本小学校初級用第八冊’49、50頁一張。

　　　　　　　　欲知劉青何庭去　下巻書中再表明

　　　　　　　　此書名為義侠伝　千秋万古永伝名

猶如観音陰購文

有道君子買一本

1α161十二寡婦征西

　表紙（薄朱）楊家十二寡婦征西　上海椿蔭書荘発行　開設開北新民路中

　　　　　　征西夏楊宗保被困　闊番営劉青討救兵

　　　　　　天波府衆寡婦桂帥　平定四国奏凱回朝

　図一葉

　本文題　校正楊家将十二寡婦征西全伝　26×　（7×70r55）

　附　　記　正文以七字句和散文構成。

　引　　用　太祖太宗真宗帝　四帝仁宗有道君　五帝英明多有道　仏像天差治万民

　　　　　　君有道来臣有徳　風調雨順管乾坤　鄭邦敦睦辺彊静　刀鎗不動太平年

　　　　　　　　　　　　　不唱宋朝諸般事　回文聴唱一人身　聴唱西方韓旦国

　　　　　　李王太子管乾坤　　　　　　　　　要知楊家端的事　将来書上永伝名

10－162十二寡婦征西

　表紙（彩色）十二寡婦征西　上海協成書局発行

　　　　　　征西夏楊宗保被困　闊番営劉青班兵

　　　　　　天波府寡婦桂帥　平四国奏凱回朝

　上図下文

　本文題　校正楊家将十二寡婦征西全本　23x（7×30r23）

　附　　記　巻末有‘絵図歴史三字経読本文益書局印行’表紙。

10－163、164大清伝荷包記　〈劉鋪私訪、荷包記〉

　表紙（薄朱）劉傭私訪大清伝　上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　　　　　　劉同勲怒斬劉傭　皇太后親来解救　賜称皇児乾殿下　仮装算命去私訪

　　　　　　花園尋印遇表妹　北関受苦落水牢　小興寺劉傭遇害　韓千金捉掌代青

　本文題　改良劉鋪私訪大清伝荷包記全本　29×（7×80r63）

　附　　記　無図・正文以七字句、十字讃和少量散文構成。

　引　　用　話説這部小説出在国朝雍正年間，……　　　　　　　前朝古本都休唱

　　　　　　単唱清朝一新文　……　　　　　　編成…本荷包記　劉鋪清名四海聞

10－165干龍江伸冤記

　表紙（薄朱）干龍江替父伸冤記　上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　　　　　　晩娘貧淫妬前子　兄妹憤極投長江　龍江点元招鮒馬　姦夫殺妻害本夫

　　　　　　員外被冤下監牢　孝女替父伸冤仇

　本文題　絵図干龍江替父伸冤記全本　24×（7x6）
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　附　　記　無絵図。正文以七字句和十字讃構成，無散文。

　引　　用　紫金櫨内焚宝香　啓俄天官降下方　若問老爺家何庭　自然道起本家郷

　　　　　　　　　　　　　　編成一本福禄寿万歳標名留世上今日喜慶龍門会

　　　　　　天官賜福降禎祥　在会人等添福禄　看会人等福寿長　天官賜福早降生

　　　　　　花台卓上収銭根　仙花鮮果玉案上　酒添再献奉賢良　果報元私分善悪

　　　　　　諸公注意看端詳

10－166、167李銃昌伸冤記

　表紙（薄朱）李銃昌伸冤伝　上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　　　　　　奉旨査賑　庵中送命　家人正法　駐官伏諌

　本文題　新刻李銃昌被害伸冤伝全本　27×（7×7）

　附　　記　無図。正文以七字旬、十字讃和少量散文構成。巻頭有‘西江月’詞。

　引　　用　……　　　　　　自古人為万物霊　多少忠好到如今　八宝堂々男子漢

　　　　　　忠孝節義緊随身　為人要孝双父母　出仕為官作忠臣　忠孝節義四個字

　　　　　　如能克尽是賢人　前朝後代皆不唱　所唱山東一新聞

　　　　　　万歳坐在金殿上　想起銃昌一個人　年幼招這冤柾事　忙叫忠良小愛卿

　　　　　　忠良賢臣魂不散　寡人金殿把卿封　封徐不封別為神　莱州城陛僚為尊

　　　　　　封罷聖駕退了殿　陰霊硫頭謝皇恩　欽差四個領聖旨　莱州起造廟堂門

　　　　　　装金塑像多熱關　伝与後世把香焚　古来忠良多発達　子孫必定有蝕昌

　　　　　　好臣後来無好報　永堕地獄不転輪　世間好事全忠孝　留名千古万世伝

10－168李銃昌伸冤記

　表紙李銃昌上海椀蔭山房批発
　　　　　　銃昌査賑　知県送銀　銃昌不受　銃昌被害　銃昌託夢　叔父伸冤

　　　　　　家人正法　駐官伏諌

　本文題　新刻李銃昌被害伸冤伝全本　椀蔭山房重編　21×（7×6）

　附　　記　無図。

　引　　用　……　　　　　　万歳坐在金殿上　想起銃昌一個人　年幼招這冤柾事

　　　　　　忙叫孤王小愛卿　忠良賢臣魂不散　寡人金殿把卿封　封徐不封別神位

　　　　　　莱州城院徐為尊　封罷聖駕退了殿　陰魂硫頭謝皇恩　欽差四個領聖幣

　　　　　　莱州起造廟堂門　装金塑像多威烈　伝与後世把香焚　古来忠良多発達

　　　　　　子孫必定有鎗昌　好臣後来無好報　永堕地獄不転輪　世問好事全忠孝

　　　　　　留名千古万世伝

10－169、170李栄春僧軽記

　表紙（薄朱）李栄春休妻僧軸記　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　姜婆施毒計　小和尚還俗　丹徒県柾断　周淳娘叩閣

　本文題　絵図李栄春休妻僧軽記　24×（7×7）
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附　　記　無絵図。正文以七字句和十字讃構成，無散文。

引　　用　金炉再把宝香焚　奉請牛郎織女星　家住鎮江丹徒県

　　　　　　　　　　　　　串成一本僧鮭記　英和伝流到如今

　　　　　掻開英烈看分明　四十五回従頭査　査到淳娘李栄春

　　　　　会首請神点香燭　賢良当壇留好俄　在此男女福寿増

金山脚下是家門

在壇会首徐不信

非怪世人言称過

6－090＃金牡丹双包記　〈開封府＞

　表紙（薄朱）（五鼠闇東京大關開封府）双包記　上海椿蔭書荘発行

　　　　　　中

　本文題　新刻金牡丹双包記全本　26×　（7×70r55）

　附　　記　無図。包公案鯉魚精。柱題開封府。

引　　用 前朝後漢都不講

文曲星官包丞相

到底難分仮和真

妖怪与他助功名

莫要貧恋女佳人

万古千秋永流伝

単表宋朝一明君

武曲星官楊総兵

妖怪難然収伏了

只是庸了金小姐

若是別人遇妖怪

佳人乃是双鋒剣

完

仁宗七宝真羅漢

風調雨順民安楽

帯累多多少少人

幾乎一命見閻君

早已死去命帰陰

臨看之時取人魂

開設間北新民路

両班文武上方星

外国進宝楽太平

若還不是包丞相

只有張真造化大

奉勧世上真君子

編成一本双包記

9－152＃金牡丹双包記　〈双包記〉

　表紙（彩色）（五鼠岡東京大闇開封府）双包記　上海山海関路元昌印書館五彩印刷所

　　　　　　承印

　上図下文

　本文題　新刻金牡丹双包記全本　21×（7×4）

　附　　記　図中有‘連環挿図双包記’七字。柱題‘五鼠閾東京下冊’。協成書局出版欺。

10－171、172張四姐闇東京

　表紙（薄朱）張四姐大闇東京　上海椿蔭書局発行　開設間北新民路

　　　　　　崔文瑞遇仙女　古廟内結成親　天波府楊家借兵　包文抵奉旨捉妖

　　　　　　斉天大聖敗陣　王母娘娘下凡

　図一葉

　本文題絵図揺銭樹張四姐大圃東京全本24×（7x60r46）

　附　　記　絵図有‘潤題’こ字。正文以七字句和散文構成，以‘話説P二字開始。巻末

　　　　　　有‘童子写信必読上冊72頁一張。

　引　　用　一…9　　　　　玉皇収回仙界女　東京城内得太平　編成一一本神仙伝

　　　　　　留与世人作話評
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10－173張四姐關東京

　表　　紙　新出絵図改良張四姐大蘭東京

　　　　　　倦女臨凡　包文抵進天宮　嘉慶爺斬何伸　張公悪報

　図一葉

　本文題新刻説唱擢花張四姐大關東京伝18×（7×50r39）

　附　　記　出版書騨不明。正文以七字句和散文構成，以‘話説’二字開始。

　引　　用　……　　　　　　玉皇収回仙家女　擢花四姐關天庭　編成一本神仙話

　　　　　　留与世間説好名

10－174、175、176劉状元得勝記

　表紙（薄朱）劉状元捉掌掃帝星　上海椿蔭書荘発行　開設聞北新民路中

　　　　　　降伏巡龍鎮　剰滅東林山　招親合子山　打揺開元県

　　　　　　捉住掃帯星　察花精喪身

　本文題　新刻劉状元捉掌掃箒星得勝記全伝　25×（7×7）

　附　　記　無図。正文以七字旬和十字讃構成，無散文。

　引　　用　金櫨裡面把香焚　表起清朝・一段文　嘉慶天子登大宝　山清水秀出忠臣

　　　　　　　　　　　　　到底忠臣有好報　一家安楽太平春　諸公若還不相信

　　　　　　訪々劉府曇子徽　錐然不当茶和飯　奉勧諸公散々心

10－177龍官保女大王

　表紙（薄朱）龍官保女大王大關賢関鎮練鷲記　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路

　　　　　　中

　　　　　　侯小姐入廟焼香　黄花観公子定盟　周邦正買盗撃貯　龍官保被難逃災

　　　　　　女大王賢関招兵　張桂英借夫私逃　賢関鎮父女交兵　龍官保夫妻相会

　本文題新出龍官保女大王大闇賢関鎮綜鶯記24×（7×8）

　附　　記　無図。正文以七字句和十字讃構成，無散文・末有五言絶句。与094同

　　　　　　一内容而完全。

　引　　用　紫金壇内把香焚　表起唐朝…段文　家住山東莱州府　南其巷内姓龍人

　　　　　　武宗王爺駕前衛　忠心歌歌在朝門　……　　　　　　今唱綜鶯書已畢

　　　　　　将来留与后人聞

10・178魏五郎遊地府

　表紙（薄朱）魏五郎遊地府　上海椿蔭書荘発行　開設間北新民路中

　　　　　　走入陰曹地府　翻過十八座関　親行奈何悪橋　歴遊阿鼻地獄

　　　　　　再進森羅宝殿　投拝表文請神

　図一葉

　本文題最新魏五郎遊地府諸神番関全本26×（7×8）
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附　　記

引　　用

正文以七字句和十字讃構成，無散文。巻末有本局最新出版広告如下：

本局精印各種唱本，字句校正無詑，書法清晰，名家絵図，都一百六十

籐種，取価低廉，砥収工本，摘蒙採瞭，無任歓迎。

本局各種京戯図考百種，或採名伶脚本，或用留声原音，板眼転調，無

不詳細，一目了然，顧曲諸君，宜各人手一編。

巻末有‘男女適用新体白話童子写信必読上冊上海文学書局出版’表紙。

請得上界赴壇場

陽間路上回来転

還代会首発関文

称我従頭照様番

七九番他六十三

輪流収尾鉄刀山

陰曹不到此地方

在会人等総興旺

会首点燭把香装

陰司関上再宣揚

為人総有十二老

前文所説不必表

像三関来我三関

我的招財会転万

首尾両関番得好

古人言語説得好

寒泳地獄投過表

拝神三脆九叩首

陽間路上亮堂堂

出在古書人人愁

打鍵先生瞬我言

一第三関投招単

二九還徐十八関

当中十六誰人番

聖人良言道得真

五郎打馬到金堂

中界五郎進表章

陰曹黒路眼無光

孤児墳上投過表

陰曹地府十八関

九九番他八十一 一

頭一関来破銭山

要是番関番得好

粗布衣来菜飯飽

且把鐸鼓収一棒

附一　早稲田大学風陵文庫所蔵「石印鼓詞」札記

1－Z821＃大祭祖〈楊排風掃北〉

　表　　紙　楊排風祭祖

　　　　　　大戦翠屏　借宝得勝　名勝受封

　図一葉　楊排風掃北

　本文題　絵図楊排風掃北全伝　23×

　附　　記　表紙有‘平P一字。

　引　　用　金憾又把宝香焚　還請金鎗伝上人

　　　　　　　　　　　　　万歳龍牌当中供

一対鳳燭左右分

龍香点起透天廷

賜下八姐救老身

還有孫孫一衆人

金銭紙馬火中焚

又開道場超亡魂

功成完満転府門

今日将軍享太平

去従卓魁大師君

（孟姜女）

（7×6）

家将収拾斉全了

将身脆在将台上

北番不是八姐去

総在将台三叩首

太君請到将台下

超度陣亡兵和将

将台折殿不須説

独有宗登人一全

日後下山回帥府

這回提起金鎗伝

紫金憾内生祥雲

相請余老太君身

要謝凌香張玉君

念得干戎定太平

拝謝天廷諸位神

演戯三台謝神明

各升三級総為神

軍兵同享太平春

拝別祖母入山林

更比前番武芸深

単表番兵韓翠平

時新菓品色色有

見了扶住将台上

多蒙大帝来保佑

金花銀花井児娘

拝罷了時平身起

今日心願完満了

金銀紙錠無其数

太平本是将軍定

仰往巫山去学道

楊氏英名伝天下
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　　　　　　北国幽州総投誠　書中何必多煩屑　楊家大宋有功臣　余老太君長不老

　　　　　　福寿康寧万万春　児孫娘婦人一衆　骨肉団円一満門　外国年年来進貢

　　　　　　先到天波大府門　忠孝節義金鎗伝　大宋伝流直到今

2－Z807花仙果〈練球記〉

　表　　紙　花仙果繰球記全本　上海椀蔭山房書荘総発行所

　　　　　　武挙続嬰悪婦　仙果死裏逃生　公主拠打繰毬　仙果皇宮招親

　　　　　　天牢救出生父　奉旨祭掃墳螢

　図一葉　継母抱子投井　己未退俗塗

　本文題　改正花仙果綜球記全本　27×（7×7）

　引　　用　……　　　　　　忠孝相報這段話　在会人等託天恩　為人在世要行善

　　　　　　初記不可害他人　花家本是行善的　越到後来越昇騰

3－Z820珍珠塔〈前珍珠塔、九松亭〉

　表　　紙　九松亭珍珠塔重編善本　上海椀蔭山房書荘批発

　　　　　　翠蛾私贈珍珠塔　方卿凍死九松亭　老夫人討飯尋子

　　　　　　遇静方死而復生　唱道情刺謁姑母　都巡按三美団円

　本文題　新刻珍珠塔九松亭全本　28×　（7×8）

　附　　記　無図。巻末有「京調図考　梶蔭山房　出版広告」如下；新出京調図考。

　　　　　　此書詳叙戯中歴史、緊要関鍵及板眼演法。只須按図索考，則芸員演唱

　　　　　　之優劣，無不一目了然。訂成三十冊，外面用五繰，影印精緻雅観。顧

　　　　　　曲諸君，可手置一編，以供清賞。

　　　　　　新出八簸珠六義図初集

　　　　　　新出八籔珠投身虎打播二集

　　　　　　新出八簸珠捉掌魏忠賢三集

　　　　　　新昭君和番青塚留芳蹟全伝

　引　　用　香姻綾繍透天堂　珍珠塔上表賢良　若間此書根由事　就是公子小方郎

　　　　　　　　　　　　　編成一本珍珠塔　奉勧男女学賢良　要知方家興廃事

　　　　　　請看後本自分明　後本捉掌麟麟豹　天下才得享太平　完

4－Z827海州記　十二巻

　表紙私訪掌和尚上海製記書荘

　本文題新刻魏大人私訪海州記巻一18x（7x6）

　附　　記　無図。裏表紙有‘宣統参年六月廿六日起’墨書。

　引　　用　小説本是勧感人　謹告同胞大衆聴　此書不表前朝話

　　　　　　家住江南常州府　靖江県内有家門

　　　　　　去到海州看分明　編成一本海州記　留与人間広伝名

　　　　　　消愁解悶散散心　十二巻海州記終

表起聖朝一段文

在地人等不相信

須然不当茶和飯
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5－Z825、烏盆言己

　表　　紙　上京赴考　，烏盆告状　張公代告　（売花娘子遇害　包公斬国丈〉

　図二葉　鳥盆記上（宗富起考遇害）烏盆記下（包公判断鳥盆）

　本文題　絵図包丞相断烏盆伝　23×（7×60r47）

　附　　記　無‘売花記’。

　引　　用　盤古卸将天地分　幾朝天子幾朝臣　幾朝君王多有道　幾朝無道帝王君

　　　　　　説起宋朝趙太祖　洋梁城内治乾坤　　　　　　　　　当時便此排香案

　　　　　　答謝虚空過往神　又謝毫州包府主　願他官爵早超生　再謝張公施仁義

　　　　　　公公休要回家門　旧衣好食来供養　我家養老送終身　忙請高僧並高道

　　　　　　安霊設祭念経文　後山択選高原地　葬下烏盆屈死霊　妻児守志多貞節

　　　　　　撫養核児得顕名　留成一本烏盆伝　千古人間作話文

6－Z824梁山伯　第二集

　表　　紙　最新絵図梁祝姻縁団円記第二集

　　　　　　馬府求親　辞帰訪友　登堂弔孝　化鶴高騰

　図一葉　雷舅梁家墓

　本文題　新刻梁山伯祝英台夫婦攻書還魂団円記二集　20×　（7×6）

　附　　記　無散文。

　引　　用　当初草橋来結拝　卓上焚香敬神霊　先到祝家去訪友　回来帰家見双親

　　　　　　　　　　　　　　談話一回回家転　再表金童玉女星　自従打破琉璃蓋

　　　　　　罰下凡間走一巡　一世郭華買嚥脂　徐是小姐王月英　二世藍橋章郎保

　　　　　　徐是玉女買玉貞　三世他乃梁山伯　像是英台女佳人　三世不成為夫婦

　　　　　　一対仙童上天庭　紙馬銭根火内焚　吟詩一首上天台　千里姻縁将線引

　　　　　　男婚女嫁是生成

7－Z837陳子春〈龍宮招親、三元記〉

　本文題20×（7×6）
　附　　記　存第四葉以降。本文題不明。

　引　　用　……　　　　　　不表夫妻人両個　再表唐王早知聞　天曹敷令帰下界

　　　　　　三元救父大功成　勅封天地水三府　三元三品三弟兄　青峰頂上立廟宇

　　　　　　海州城内就家門　年年百姓朝山頂　歳歳黎民把香焚　継成一本三元伝

　　　　　　唐王流伝到如今　行善之人有好庭　作悪之人把命傾　不信但看劉洪賊

　　　　　　柾費心機化灰塵　忠孝節義人当学　貧真痴受少要行　若要栄華多積徳

　　　　　　想脱凡体早修行

8－Z817、818翠花記

　表　　紙　翠花記

　　　　　　　　　　　　　　　　　一39一



　　　花園送銀　書房夢会　主僕改装　男女状元

図一葉　翠花記

本文題　絵図新刻張香保翠花記　23×（7×60r47）

附　　記　表紙有‘元’一字。

引　　用　老套閑言不必唱　大明太宗出新聞　祖居揚州泰興県　官拝吏部尚書人

　　　老爺姓張名公謹　相伴苗氏老夫人　又無三男並四女　単生一位小官人

　　　乳名叫倣張香保　学名称為張舜卿　……　　　　　　行善人家有好虎

　　　作悪之人天不佑　有人一心行正道　自有神明来扶持　編成一本翠花記

　　　万古千秋一新文

9－Z819売花記

表　紙売花記
　　　解銭根謀害賢良　験女屍打死国丈　（金精戯實）

図一葉　曹国舅調戯売花娘

本文題新出張小姐売花記全23×（7×60r47）

附　　記　後附‘金精戯實P。

引　　用　自従漢陽起義後　棄清興民治乾坤　北京総統衷世凱　南京総統是孫波

　　　各国通商来慶賀　南北共和国太平　不唱前朝並後漢　聴唱河南府内人

　　　　　　　　女人学得張小姐　貞烈万古永伝名　清官学得包丞相

　　　天下良民無悪人　只是二本売花記　留伝説与後人聴　売花記巻全終

10－Z823劉貴成　〈金錫記＞

表紙改良劉貴成私訪総発行所上海椀蔭山房住上海新泣坂橋北川虹路均

　　　済里
　　　貴成三次遭天火　東獄廟小姐贈金　公子泣写退婚紙　入松林公子自経

　　　貴成官拝都巡按　斬張洪夫妻団円

本文題　改良劉貴成写退婚私訪釧金錫記全本　26×　（7×8）

附　記無図。

引　　用　紫金燧内把香焚　釧金鍋内表賢人　若間賢人家何庭　聴我慢慢寂分明

　　　　　　　　夫妻後来有好庭　白鶴升天見玉君　串成一本賢良伝

　　　康王伝流到如今　完

11－Z824後梁山伯

表　　紙　最新絵図梁祝姻縁後伝第三集

　　　雷男梁家墓　路鳳鳴赴考　除滅田総兵　双状元完姻

本文題　絵図梁山伯祝英台還魂団円記三集　20×（7×60r48）

附　記無図。
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引　　用　山伯英台書已録

　　　　　自然日久見人心

　　　　此書有益亦非軽

現刻後部接前因

因此再呈書一本　留与世上衆人所

到底路道寛洪大

知音君子買一本

12－Z814荘子戯妻　〈大壁棺〉

　表紙荘子戯妻壁棺全本上海梶蔭山房批発侶樵書

　　　　　代寡婦煽墳　化身戯嬌妻　田鳳英壁棺　搭救髄膜鬼

　図一葉　田鳳英改節舅棺

　本文題　絵図荘子戯妻発棺全伝　26×（7×8）

13－Z821＃孟姜女

　表　　紙　（楊排風祭祖）

　　　　　（大戦翠屏　借宝得勝　名勝受封）　孟姜女

　図一葉　孟姜女送寒衣

　本文題孟姜女送寒衣尋夫記23x（7×6）
　附　　記　全文以七字句構成，末有讃二首、詩一首。

　引　　用　　　　　　　　　世上女子要剛強　守節女子学孟姜

　　　　　忠孝祠内入忠良　奉勧世上男□女　節義忠良不可忘

　　　　　伝流万古姓名香　讃日・…

女子貞節入節孝

孟姜過関吟唱畢

附二　鈴木陽一所蔵「石印鼓詞」複印本札記

　
紙
葉
題
記
用

　
二
、
↓
・
　
』
文

帯

玉
表
図
本
附
引

1
鉄

新刻白馬駝屍劉文英還魂玉帯記巻一　24×　（7×6）

本文上下二巻而以上巻六巻、下巻二巻構成・

紫金憾内把香焚　表起宋朝一古人　若間此人名何姓　自然道起本家門

　　　　　　　不知公子如何説　再議二巻接前因

且不言他二人新婚成就　再議那三巻中接下前因

不知楊二允不允　再将四巻接前因

五巻之中接前文

五巻詞書暫停歓　六巻十字表文明

下巻之中表分明

　　　　　　　為人要学全忠孝

悪人那裡有収成　這是一本玉帯記

不知玉帯如何借

不知包公如何　

莫学楊二黒心人

消愁解悶勧化人

不表楊二多威武

不知国母肯不肯

要知文英如何説

再看八巻接前因

好人到底有好報
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紙
　
　
題
記
用

伝
　
　
文

仙

昇
表
　

本
附
引

2

3陳子春

　表　　紙

　図一葉

　本文題
　引　　用

　
紙
　
　
葉
題
記
用

　
、一

、
・
　
　
　
一
文

琶

琵
表
　

図
本
附
引

4

劉文龍求官昇仙伝巻上　上海英租界甘粛路椀蔭山房栄記書荘発行

貧美色仮伝死信　膳子受賄算仮命　二老逼女娘婦再酷

文龍封侯爵栄帰

劉文龍求官昇仙伝上（下）本23×（7×6）

排印本。無図。

□朝後代倶不表　単講文龍一段文　　　　　　　　　欲知宋郎算命的

却聴下本説分明　　　　　　　　　後来文龍生三子　総在朝中伴当今

文龍金殿造過仮　合家吃斎念真経　修行一百単八日　白鶴升天見玉尊

玉皇大帝封官職　霞蔚将軍像当身　両手執的両頭印　五道将軍像為尊

蒲氏封為仙姫職　夫妻同在南大門　員外安人也封榜　聖父聖母在天庭

文龍求官事已畢　千古流伝直到今　（完〉

陳子春被害龍宮招親全本　上海塊蔭山房書荘批発

陳子春洪江被害　遇救星龍宮招親　股鳳英送子漂江　陳子春二次被害

澗来僧挑経訪母　小三元救父還魂

絵図陳子春被害龍宮招親全本　30×（7×8）

　　　　　　　　紫金燧内把香焚　奉請子春下天庭　若問老爺家何虚

自然道起自家門　家住江南海州界　宏農鎮上是家門　父親陳姓天官職

母親張氏老夫人　　　　　　　　　□表夫妻人両個　再表唐王早知聞

天曹救令帰下界　三元救父大功成　勅封天地水三府　三元三品三弟兄

青峯頂上立廟宇　海州城内旧家門　□年百姓朝山頂　歳歳黎民把香焚

編成一本三元伝　唐王流伝到如今　行善之人有好庭　作悪之人把命傾

不信但看劉洪賊　柾費心機化灰塵　□孝節義人当学　損人利己少要行

若要栄華多積徳　想脱凡体早□□　□□□終

趙五娘上京琵琶記

薬伯階進京赴考　中状元相府招親　小安童伝書受騙　趙五娘咽糠被疑

遇凶荒二老餓死　用麻裾兜土築墳　背琵琶上京尋夫　慶団円奉旨祭祖

趙五娘上京琵琶記全本　28×（7×80r65）

出版書騨名不詳。

春夏秋冬四季天　三山六水一分田　青山緑水年年在　人老何曽転少年

盤古到今立朝綱　多少愚人与賢良　幾朝君王多有道　幾朝好臣乱朝綱
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紫金櫨内把香装　請出賢良趙五娘　若問賢良家何虚　河南開封有家郷

　　　　　　　玉皇大帝来開口　星宿簿上看端詳　文曲星君帰本位

牛氏月徳上天堂　五娘本是賢良女　二十四孝頭一名　為人在世行孝道

要学賢人趙五娘　編成一本琵琶記　勧人行孝敬参娘

虎写退婚双花記全本　上海新位城橋北公益里梶蔭山房栄記批発

遇双花　曽亮殺海巣　王文虎下監　馬嬌鷲出家

永封王　察金蓮上控

王文虎写退婚双花記全本　28×　（7×80r63）

　
　
　
　
の

文
虎
文
増
図
日
口
孝

王
文
王
新
無
詩
開
忠

　
紙

記花双
表

5

，…… 官王鼎字君兆，祖居福建泉州府太平村，・

忙把安童叫　掌我名帖去請人　……　　　　　　編成一本双花記

賢良勧世人

題
記
用

文
本
附
引

6魏五郎遊地府

　表　　紙　鉄

　本文題不明26×（7×8）
　附　　記　無図。訣第一、二葉。巻末椀蔭山房広告如下：新出袖珍京調図考。此

　　　　　　書詳救戯中歴史、緊要関鍵及板眼演法，無不備挙。只須按図索考則芸

　　　　　　員演唱之優劣，無不一目了然。装訂珊冊，外面用五彩影印，精緻雅観。

　　　　　　顧曲諸君宜手置一編，以供清賞。

　　　　　　　　新出真正原稿八霰珠六義図初集

　　　　　　　　新出真正原稿八籔珠没牙虎打□二集

　　　　　　　　新出真正原稿八簸珠捉掌魏忠賢三集

　　　　　　　　新出昭君和番青塚留芳蹟膠西逸里著

　引　　用　……　　　　　　為人総有十二老　出在古書人人愁　孤児墳上投過表

　　　　　　還代会首発関文　前文所説不必表　打鐸先生聴我言　陰曹地府十八関

　　　　　　僚我従頭照様番　徐三関来我三関　…第三関投招単　九九番他八十一

　　　　　　七九番他六十三　我的招財会転万　二九還像十八関　頭一関来破銭山

　　　　　　輪流収尾鉄刀山　首尾両関番得好　当中十六誰人番　要是番関番得好

　　　　　　会首沽酒久煮蛋　……　　　　　　閑言不必来談叙　閑話多少冷淡人

　　　　　　念到只塊収了尾　回棒羅古徐開声　上得壇来楽悠悠　狼山出在南通州

　　　　　　大聖菩薩朝南坐　櫨内香姻不断頭　草詩＾首来奉敬　還帯几句勧世文

　　　　　　　　　　　　　　雍正三年潮水大　溝死黎民多水人　多少人来多少人

　　　　　　串成十字歎鬼魂　……　　　　　　古人言語説得好　聖人良言道得真

　　　　　　粗布衣来菜飯飽　陰曹不到此地方　寒氷地獄投過表　五郎打馬到金堂
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且把鐸鼓収一棒　在会人等総興旺

附記

　以上は大塚が平成十～十二年度に亙って受けた科学研究費補助金（基盤研究（C）

（2））「上海刊行の「石印鼓詞」と小説、宗教儀礼・宗教演劇のかかわりに関する研

究」による成果の一部である。
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